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正誤および補足説明

１。 拡張マニュアル１１ページ （「ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷｖｅｒ３．１システム」をインストールする場合 ）

拡張マニュアル１４ページ （「ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷｖｅｒ３．１システムディスク」を作成する場合 ）
拡張マニュアル１６ページ （ ポップアップメニュー）

・
「従来のアイコン　 報」をチェックすることにより、 すでにお使いのＳＸ－ＷＩＮＤＯＷ
ｖｅｒ．３．０の11!ツプアップメニューの情報も利用できるように改良しています。

ハードディスクヘインストールする場合、ＩＣＯＮ．ＬＢと同様にＢＵＩＬＴＩＮ．ＬＢも事前
にフロッピーディスクヘコピーしてください。

・「キャッシュコントロール」のオプション設定はありません。

２．シャーペンユーザーズマニュアル２１ページ

・上から２行目　　　　　　　 最後に選択した位置から　　４　　 最初に選択した位置から

・上から４行目　　　　　　　 行単位で選択されます。　　４　　 矩形で選択されます。

３．シヤーペンユーザーズマニユアル２２ページ

・上から１７行目　　　　　 ｌＵドｌ，１１十区］

，下から１６行目　　　　　 ｌＵｐ［ ．１１十［2 ］

呻

吟

４。シヤーペンユーザーズマニ ユアル６１ページ　 （コード印刷 ）

[ 咆 ，!.j 十 回

ＩＵ Ｐ Ｔ ．　１１十【！ 】

・コード印刷は、文書編集モードとエディタモードで異なった初期設定がされています。
文章編集モードのコード印字では、シヤーペンの用紙設定を参照し、１ライン文字数で改行し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧

エディタモード のコード印字では、コントロールパネルの用紙設定を参照し、１ライン文字数
では改行しません。

５．シャーペンユーザーズマニユアル１３８ページ （ｐｒｉｎｔ２ ）

・ｐｒｉｎｔ２の「コード印字の開始」スイッチが次のように拡彊されています。

－Ｃｎ

ビット Ｏ：ＯＮでシヤーペンの用紙設定を参照し、ＯＦＦでコントロールパネルの
用紙設定を参照する

ピット１ ：ＯＮで１ライン文字数で改行する

・イメージ印字で設定している次のｄｒａｗを呼び出す設定は変更しないでください。

－＠’ｄｒａｗ　－Ｅ２゛

＊ ＳＸ－ＷＩＮＤ
Ｈｕｍａｎ６８

ＯＷｖｅ ｒ． ３．１の助作に当た っ
ｋｖｅｒ．３．０ の助作に当たって
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は じ め に

シ ヤープパーソルワークステーション「×68030 ／×68000 」シリ ーズ用ウィンドウシ ステ

ム「ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ」上で動作する「シ ヤーベン」は、文字飾りやカラー表示などに対応した

高機能文書作成ツールです。

「シ ヤーベン」を使う と、大半の仕事（文書およびプログラム作成 ）を ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ上で行

うことができ ます。

本書は、「シ ヤーベン」の説明書で、機能およびその使い方が解説されています。

なお、初めてお使いになる方は、必ず「拡張マニュアル」を先にご覧ください。

また、ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷの基本的な使い方については、別冊の「ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ　ユーザーズマ

ニュアル」を参照してください。
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バックアップしたシステムディスクをお使いください

本製品の ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷなどのフロッピーディスクは、必ずバックアップをしてください。

通常はバックアップのフロッピーディスクを用意し、マスターディスクは大切に保管してお

いてください。

バックアップの方法は、別冊の「ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ ユーザーズマニュアル」を参照してください。
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本書の構成

本書は、以下の内容から構成されています。

第１章　シヤーペンの概要

シヤーペンの特長と起動に必要なファイルなどを説明します。

第２章　シヤーペンの基本的な操作

文字の入力やマウスの使い方などの基本的な操作を説明します。

第３章　文書などの編集

シヤーベンの一通りの機能を標準的な作業手順にしたがって説明します。

第４章　シヤーペンの応用

ドローデータの編集や、カスタマイズなどの方法を説明します。

第５章　ﾀﾄ部コマンド

外部コマンドについて説明します。

付　録

各種の補足説明を載せています。

＊本マニュアルは「シ ヤーベン」で作成し、ページプリンタで印字したものを版下にしたものです。

（ ２ ）
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操作にともなって、おぽえていただき

たいことがまとめられています。
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Ciii 〕参照していただきたいほかのページや

マニュアルが書かれています。

｜　　｜ 本文中の用語を説明しています。(

囲み)

ポップアップメニュー、ウィンドウ、ダイアログについては、「ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷユーザーズ

マニュアル」を参照してください。
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１ １

シャーペンの概要

シャーペンの概要

Ｉ
新しいシヤーペンの特長

ｅ イ ンラ イン

かな 漢 字変 換を サ ポ ート

ＡsK68K　 ｖｅr3.0 を利用したインラ

インかな漢字変換入力が行えますので、

視点を移動することなく、カーソル位

置で日本語入力をスムーズに行えます。

ｉ

�｀十ﾍﾞﾝ自:¥TEXT1.PEN　　　　　　　　　　　X
��・4区節進縦陥喬「圃「てコ引21

�インライン入力による蜃ぬ詣入力　　　　　　　　　目

��二残　1　　　1.圖菱那1 2.にほんご　　　　　　　　　　二ｉ

�ｉ
�mW-- 四大皿

ｅ オブ ジ ェ ク ト の 概 念 を 導 入

文章や図形を１つのブロッ クとして扱う、オ

ブジェクト（Ｇｓｃｒｉｐｔオブ ジェクト ）の概

念を導入。文書をパーツごとにオブジェクト

として作成 ・編集し、オブジェクト単位で配

置することで。レイアウトも簡単になりまし

た。

○ ド ロ ー オブ ジ ェ ク ト に 対 応

Ｅａｓｙｄｒａｗ．χからコピー・ペーストし

たドローデータの文字部分を再編集でき

ます。禁則処理や、文字色などの環境も

オブジェクトごとに設定できます。また

Ｅａｓｙｄｒａｗ．χと同等の品質の印字結果

が得られます。



ｅ コ ン ソ ー ル モ ー ド を 装 備

Ｈｕｍａｎ６８ｋ用ソフトをs ｘ-ｗINDo ｗ上で

動作させるための、コンソ ールモードを装

備していますので、s ｘ-ｗINDo ｗを終了　

することなくＨｕｍａｎ６８ｋ用のソフトを実

行することができます。

ｌ　
ｗｈｅｒｅコ マ ンド を 実 行

コンソ ールモードで動作するＨｕｍａｎ６８ｋ

用ソフトは、グラフィック ／スプライトを

使用したりＶＲＡＭを直接操作しない、

DOS コールを用いて文字を表示するソフ

ト が対象になります。

ここで表示さ れた文字はコピー＆ペースト

が可能ですので、SX-WINDOW のソフト と

のデータ交換を簡単に行うことができます。

新しいシヤーペンの特長

�㎜　　　　　　　　　¬●,･j～11 .　　　　　　　　㎜

�lal〃|･－l疆L㎞i　　　　　　　　　　　l　a1　151　5

�再lp●回皿－‘回りふ〃二,ヾ　　　　　　　ゝMrr　　　　　　　・　　･,y･
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｜

コンソールウ ィンドウを複数開いた場合、

それぞれのウィンドウの中で別の作業を

行うことができ ます。コンソールが動作

中でも他のタスクの動作は停止しません。

Ｈｕｍａｎ６８ｋでも疑似マルチタスク環境

が実現し ます。

ｅ ワ ープ ロ 機能 を充 実

・ページ枠表示/強制改ページ/独立した用紙設定などページ印刷の機能をサポート

・文字と重なる罫線が簡単に作成できるグラフィックによる罫線作成

・豊富なタブ設定（位置指定、幅指定、文字付き ）をサポート

一白抜き文字などが手軽に作成できる描画モード

１

３
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１ １

シ ヤ ーペ ンの 概 要

が
胆
員
兼
兼

Lｉ 蓼照］

「５－２　ﾀﾄ部コマン

ドー覧（ｅａｒ）」

操作する前に

Ｉ シヤーペンの起動に必要なもの

シヤーベンを使うときには、まず次の環境・ファイルが必要で

す。

×68030 ／×68000 シリーズのセ ンヽト

Ｈｕｍａｎ６８ｋ　ｖｅｒ,３．０以上

ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ　ｖｅｒ．３．０以上

ＩＦＭ．×（フ ォントマネージ ヤ使用時 ）

シヤーベン.×（シ ヤーペン本体 ）

シヤーベン．ＡＲＣ（シ ヤーベンの外部コマンドアーカイブ

ファイル ）

シヤーベン．ＥＮＶ（シ ヤーペンの文書編集環境ファイル ）

エディタ．ＥＮＶ（シ ヤーベン のエディタ環境フ ァイル ）

＊．ＥＸ，＊．ＥＲ（シ ヤーベン の外部コマンドファイル ）

基本的な編集機能以外は外部コマンドになっており、最初に実

行さ れたときにファイルからメモリにロードさ れます。シヤーペ

ン．ＡＲＣにアーカイブされているコマンドは起動時にメモリに口

－ドされますので、よく 使うコマンドはアーカイブしておくと

快適です。

キーマクロやメニューなどの環境は、シヤーベン．ＥＮＶ、またはエ

ディタ．ＥＮＶに収めら れています。

な お 、シヤーベン｡χ、シヤーベン．ＡＲＣ、シヤーベン．ＥＮＶ、エディタ．

ＥＮＶは 同じ デ ィレ ク トリ に置い てく ださ い 。 拡張 子 が ．ＥＸと

．ＥＲの 外 部コ マン ドは 外 部コマ ン ド実 行 パス で指 定さ れ てい る

デ ィレ ク トリ （デフ ォル トはシヤーベン｡× のあ るデ ィレ ク トリ 内

の ＥＸＣＯＭ）に置 いてく だ さ い。

a 柿］

より快適な操作環境を得るために、ハードディスクでのご使

用をお勧めします。



シ ヤーペンの起動時のファイル名

シヤーペンの起動に必要なもの

シ ヤーベンの実行ファイル（シヤーベン｡×）は、自分のフ ァイル

名と同じファイル名を持つ外部コマンドファイル（シヤーベン．Ａ

ＲＣ）と環境ファイル（シヤーベン．ＥＮＶ）を読み込んで起動しま

す。

たとえば、「SX ワープロ｡×」と実行ファイル名を変更したとき

は、起動時に、ＳＸワープロ．ＡＲＣと、ＳＸワープロ．ＥＮＶが読み込

まれます。

５
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シャーペンの基本的な操作
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２－１　起動開始から終了まで

廳

ニュアJﾑ

‾ フ

に｡_｡___　　__　　　 ｜

詰

シ？-へ･ン.X

煕
；　こ]ンソー ル
ト 文 字迦択

ｌ　電 卓･･

１ 時 計　
，

゛` XRI　　　...E..:.
コ ン ｝ロ ーXljパ ネ ル

アイコンj ンチ

起動開始から終了まで

Ｉ 編集の開始 ｜

シヤーベンには、作業する内容によっていくつかの環境ファイル

があります。

・ シ ヤーペ ン ．Ｅ Ｎ Ｖ

・ エ デ ィタ ．ＥＮ Ｖ

・ コ ンソ ール ．Ｅ Ｎ Ｖ

・ タ イプ ．Ｅ ＮＶ

ワープロ的な文書などの作成用

(文書編集モード)

プログラムなどの作成用

(エディタモード)

コンソール用

(コンソールモード)

ファイルビューア用

( タイプモード)

本書では、シヤーベン．ＥＮＶおよび、エディタ．ＥＮＶを中心に解説し

ます。

シ ヤーペンを起動するときは、次のようにします。

Ｕ　
本体のフロッピーディスクドライブ ○に、インストール後の

ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷシステムディスク１を、ドライブ１にシ

ステムディスク２を入れ、本体の電源を入れます。

目　
システムディスク１の「シヤーベン」ディレクトリ内の「シヤ

ーベン｡×」を、左ダブルクリックします。

または、デスクアクセサリアイコンのポップアップメニュー

から・l謎惣klを選びます。

文書編集モードのウィンドウが開きます。



●文書編集モードのウィンドウ

ディスクアイコン

文字飾りアイコン

編集の開始

回　 エディタモ ードのウィンドウを開く には、デスクアクセサリ

アイコン でＩＳＨＩＦＴ Ｉを押しながら右プレスで表示さ れるポ

ップアップメニユーから。ミミ ー・を選びます。

エディタモ ードのウィンドウが開きます。

●エディタモードのウィンドウ

ファイルアイコン

編集フ ァイル名は､ パス名がカレントディレクトリの「ＴＥＸＴｎ。

＄＄＄」と自動的に付き ます。新しいフ ァイルを作るときは、パ

ス名・ファイル名を変えてください。

作成する文書やソ ースプログラムによって、文書編集モ ードと

エディタモードを使い分けてください。 ９

２



１０

２ － １　 起助 開始 か ら 終了 ま で

Ｉ 編集すi ファイル必呼び出し

編集するファイルをシヤーベンに呼び出すには、次の３つの方法

があります。

①編集するファイルアイコンを左クリックして選択状態にしたあ

と、デスクアクセサリアイコンのポップアップメニューから圖

ｐ釘祚lまたは、F・・ｉ冨・ｌを選びます。

それぞれのモードでウィンドウが開き、選択されたファイルが

読み込まれます。

②開いているシヤーベンのウィンドウに、編集したいファイルア

イコンをドロップします。

それまで開いていたテキストファイルに変わって、ドロップし

たファイルが読み込まれます。

㎜　　　　　　　　　　　s 〃 ぺ゙ヽ yａ：ＳＴｒｙＴｌｐｒＭ　　　　　　　　　　　 ㎜ χ
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μ= と ｉ･扁 卜]====:

１

１

－

琲

編集するファイルの呼ぴだし

③開いているシヤーペンのディスクアイコンまたは、ファイルア

イコンのポップアップメニューからＱｉ皿 を選び、ファイル

名を指定します。

開いているウィンドウと同じモードで、指定したファイルのウ

ィンドウンドウが開きます。違うモードで開く場合には、i垢i

［・ ユ圃 または、Ｆ４こギ３ｸ皿 を選びます。

ダイアログ上にアイコンをドロップすると、ファイル名が入力さ

れます。

忿

iﾖ 頴を左クリックすると指定したファイルのウィンドウが開か

嘸

２

１ １
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２－１　起動開始から終了まで

●文香編集モ ード

･ 一一一一一一
ｿ= 戈N　

:: ＭO

a~

●エディタモード

=

鴎

。
… …jii

回ljl ム:ﾋ:jj 万jjj272:ＭO

i=1=I=コ ン ソ ー ル　 ……=1

1=9 ル チ 匹 卜　gD
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Ｉ 編集の終了

シ ヤーペンの終了には、次の２つの方法があります。

①保存して終了する

②保存しないで終了する

八

編集内容をディスクに保存してシヤーペンを終了するには、次の
４つの方法があります。

①シヤーベンの、ディスクアイコンまたはファイルアイコンから

15!日を選び、続いてlgl・li･1を選びます。

②ER] を押し、続いて区}を押します。

③シヤーベンの、ディスクアイコンまたはファイルアイコンから

ｉ・ 暫●l漣ａを選び、続いてほｓｉを選びます。

④EK] を押し、続いて[E幡押します。

①と②の場合は現在アクティブなウィンドウが、③と④の場合に

は現在編集中のすぺてのウィンドウが対象となり、編集中のファ

イルが、タイトルに表示されたファイル名でディスクに保存され

ます。違う名前で保存する場合は、【騒目のかわりに別ｓＩｓａｉ皿

を選びます。

編集内容を破棄し、編集前の状態で終了するには、次の５つの方

法があります。

①シヤーペンの、ディスクアイコンまたはファイルアイコンから

al 蚕ii】を選びます。

②晦 回を押し、続いて圖 を押します。

③シヤーペンウィンドウの、右上のクローズボタンを左クリック

します。



編 集 の終 了

④シヤーペンの、ディスクアイコンまたはファイルアイコンから

ＳＳｉを選びます。

⑤EE] を押し、続いて回 を押します。

①、②、③の場合は現在アクティブなウィンドウだけが、④と⑤

の場合には現在編集中のすべてのウィンドウが対象となります。

ここでは、①の操作について説明します。

Ｕ　 シヤーペンの、ディスクアイコンまたはファイルアイコンから圃

|羅ｌを選びます。ファイル内容に変更があるときは、次のダイア

ログが表示されます。変更が無いときは、そのまま終了します。

目　 編集中の内容を保存しないで終了するときは、EI 纒を左クリツ

クします。

編集を継続するときは、E11 を左クリックします。

２
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１４

２ － ２　 シ ヤーペ ン の基 本 操 作

ﾚ[ｊ参震J巴

明書]

シ ャ ーペン の 基 本操 作

Ｉ 文字の入力

キーボードから直接文字を入力することや、日本語フロントプロ

セッサを使って文字を入力することができます。日本語フロント

プロセッサを使用する場合インライン入力モードになります。

ｉ ■
ｌＣＴＲＬＩ＋区亘]を押して、日本語フロントプロセッサを起

動します。

-　　　　　　ｼｬｰ
ﾍ ン゚介:¥TEXTI.PEN　　　　　　　　　　　　　　　X

｢if F;・｢1r ‾｢万i 蕩r 司U117り 先読礁1.11　　｢　1引　1 行1　1
｜ �｜

｜::

囚　
キーボードからひらがなを入力します。

入力された文字は、そのときの入力環境に設定されている文

字の種類、文字の大きさ、文字飾りで表示されます。

皿　　　　　　　　　　　 ｼﾞｬへー'ン介:¥TE》《T1.PEN �×

｢･ ‾51・｢y 回 天 蔀; 回5 皿死読励 ５1　｢ ‾rlr匹 口T

= ”　　　　　　　 ｜

｜
｜
�ぼ匍

回　 変換します。



EI 文字を確定します。

表示されていた文字が入力されます。

文字の入力

ｼｒ ﾍ ン゙介:¥TEXT1.PEN　　　　　　　　　　　 ㎜ ×

｢嚢T ii・ ｢慕Tl f壽 漏に豚 四)GE 読礁 國' 口 百T匹 ‾｢‾TUy
そつぎよう| �iS:

l ’・･l 〃J 皿 皿.C 聊ぶ丿万匹四

目 確定した文字列をマウスなどにより選択して、区亘]などを

押すことで再変換することができます。ただし漢字は再変換

できません

�-　　　　　ｼﾞｬｰへ'ンn:¥TEXT1.PEN　　　　　　　　　　　㎜×

�｢嚢T[4匯T匯藻T廊Ｊｎｍ礁Gii　四｢ﾏ｢‾『

�゛ｊ　　　　　　　　　ｌ　　
ｌ
ｌ

�　l、.-Jm

s 岡

ダイアログヘの文字入力で日本語フロントプロセンヽサを使用す

る場合は、通常の変換ウィンドウによる入力になります。

インライン入力の切り替えは、区已∃i]十口]で行います。

１５



１ ６

２－２　シャーペンの基本操作

L１ ９ 」

「ＳＸ一ＷＩＮＤＯＷ

ユーザーズマニュアル」

タイトルパー祠二

テキスト

編集領域

ポップアップメニュー

は一度に１つしか表示

されません。

右図は説明用のもので

す。

Ｉ 々ウスの使い方

マウ スの使い方には、次の操作があります。

左ボタン操作

・左クリック‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥左ボタンを１回押して離す

・左ダブルクリッ ク… … … … … … 左ボタンを２回押して離す

・左ドリブル クリック‥‥‥‥‥‥‥‥左ボタンを３回押して離す

・コントロ ール左 クリック‥‥‥‥‥ＩＣＴＲＬ Ｉを押しな がら左

ボタンを１回押し て離す

それぞれの動作をＩＳＨＩＦＴ Ｉを押しながら行う 場合 があります。

右ボタン操作

・右プレス………

・シフト右プレス

ポップアップメニュー表示

タイトルバー上でマークジ

ャンプのポップアップメニ

ュー表示

Ｉ ポップタップメニ=ゴー句:表示　　 二　.O･

ポップアップメニューは、次のところで表示されます。

と表示される（マークジャンプ ）



Ci 珂

｢４－５　キーボード

マクロ機能｣

■ｿ 特時手- φ使いｶﾞ:=

特殊キーの使い方

ＩＣＴＲＬ Ｉや 匠S 已|な ど の機 能 キ ーを 使 って 操 作でき ます（ キ ーボ

ードシ ョ ート カ ット ）

・匠頻| プ レフ ィ ック ス … … … … ……ESCI を 押 し ．続 いて キ ー　

を 押 す（ 続け て 押す キ ーは 、

ＩＣＴ肛 ）シ ーケン スを 含　

む ）

・フ アン クシ ョン キ ー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥旧 ］～Ｅ〔QI 、［_tｌＯＭＥ Ｉ、

ｌＵＮＤＯ Ｉな ど の機 能 キ ー　

を 押 す

Ｉ゚ＯＰＴ.11 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥|ＯＰＴ.11 を 押 しな がら キ

一を 押 す

・[ｊ!TII卜TI 十フ アン クシ ョン キ ー ‥ISHI 卜TI を 押 しな がら

ＵＮ などの機能牛－

を押 す

・ＩＣＴＲ仁｣ シ ーケン ス … … … … ……ＩＣＴＲＬ Ｉを 押し な がら キ

ーを 押 す

・Ｉ ＳＨＩＦＴ Ｉ十ＩＣＴＲし｣ シ ーケン ス･I SHI 卜 ｜| とＩＣＴＲＬ Ｉを

押し な がら キ ーを 押 す

これらの機能キ一には、あらかじめキー定義が割り付けられてい

ます。割り付けられた牛－定義は、キーボードマクロや牛一定義

ファイルにより変更することができます。

１ ７　　 ヽ

Ｊ,
ｄ
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１ ８

２ － ３　 文 字を 纒 集 する

文字を編集する

Ｉ
編集する位置の指定および選択

キー操作により編集する位置を指定するときは、次のようにしま

す。

●編集位置の指定
●

●

●

↑
�

１

１

４

ゝ

�

ＣＴＲＬ ��十

十

十

十�

Ｅ

↓ ��ＣＴＲＬ ���×

← ��ＣＴＲＬ ���Ｓ
→ ��ＣＴＲＬ ���Ｄ

ROLL UP ����ＣＴＲＬ ����十L

ROLLDOWN ������ＣＴＲＬ

Ｈ

Ｈ

・ﾋq ＴＲＬＩ十囚

･ｌＣＴＲＬ Ｉ＋[Ｅ]… …

‥‥‥‥‥カ ーソルを １行上に移動

‥‥‥‥‥カ ーソルを １行下に移動

‥‥‥‥‥カーソルを １文字左に移動

カーソルを１文字右に移動

回 ………画面をロールアップ]

＋[ほ]…画面をロールダウン

カーソルをファイルの先頭

に移動

‥‥‥‥‥カーソルをフ ァイルの最終

行に移動

‥‥‥‥‥カーソルを１ワード左に移

動

‥‥‥‥‥カ ーソルを １ワード右に移

動

●編集範囲の選択

罰ﾖ ］を押し、アイコンバーに「編集範囲指定中」と表示さ れてい

る状態でカーソル位置を移動すると、カーソルの移動した範囲が

選択状態になります・ｌＣＴＲＬ Ｉシーケン スの場合はL SHI 卜Ｔｊ

を同時に押すことで同様の結果が得ら れます。たとえば、

ｌＳ川卜TI 十ﾋｑＴＲＬ Ｉ十匠］ の操作で、カーソル位置からの１

ワードを選択することができます。

また、ウィンドウを 分割している場合、凶卜31を押しながらで、

アクティブじゃないテキストに対して、匹F 晋」を押しながら で双

方のテキストに対し て、ﾋｑＴＲＬＩシ ーヶンスを実行することが

でき ます。

匯?（j申）

文字の種類は、串一定義ファイルの半角文字属性（ＡＴＴＲＨＡ

Ｎ＝）および、全角文字属性（ＡＴＴＲＺＥＮ＝）により定義さ れ

ています。

タブおよびスペースは、文字の後ろに接続する属性（＄０８）

になっているため、ワードに続く場合はそのワードと同じ種類

として認識さ れますが、属性を変更する（＄００）ことで、ワ

ードの区切りとし て認識さ れるようになります。L⊆工旦し」十

［已松 どで移動する場合に違ってきますので 、お好みにより変　

更してください。



編集する位置の指定および選択

●全選択

ＩＯＰＴ．１１を押しながら囚 を押すと、編集中のテキストすべてが

選択されます。

マウス操作により編集する位置を指定するときは、次のようにし

ます。

●編集位置の指定

・左クリック…… …… …… …… ……カーソル位置の指定

・左ダブルクリック‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１つの単語の選択

・左トリプルクリック……… …… …１行の選択

・コントロール左クリック……… ……カーソル位置の指定および

矩形領域の始点変更

●編集範囲の選択

上記の操作のあと左ボタンを離さずに左ドラッグすることでそれ

ぞれ範囲の選択をすることができます。

一度左ボタンを離したあとに、終点を変更する場合には、

ＩＳ ＨＩ ＦＴ"|を押しながら、同様の操作をします。

●全選択
すべての文字列を選択するには、テキスト編集領域のポップアッ

プメニューからｉ！ｑＳを選びます。

行単位で選択するときは、次のようにします。

Ｕ　 選択を開始する行を左トリプルクリックします。

その行が選択されます。

囚　 そのまま左ドラッグすると、ドラッグした範囲が行単位で選

択されます。

２

１９
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２０

２－３　文字を編集する

il　l
度左ボタンを離したあとに、［ ＳＨＩ卜TI を押しながら左ト

リプルクリックすると、最後に選択した位置から、ポインタ

の位置までの範囲が行単位で選択されます。そのまま左ドラ

ッグすると、ドラッグした範囲が行単位で選択されます。

|?Ｆ
門？!”゙ ？照？ ？?¶I!”悪 熟･

人ａ
整ってきた頃でしょう．
瓦 ９ °口R]

ｔ

党 希t

たのは、ついこのあいたのような気|
遇 ぎてしまうと早いものです

１１
．　　　　　　　　　　　　　　　

１

１　
１ Ｓ ＨＩ卜 ｜| を 押し な がら 左ト リプ ル クリ ッ クす る

矩形範囲を選択するときは次のようにします。

Ｕ　
ＩじＩＨＬＩを押しながら左ドラッグすると、ドラッグした範

囲が矩形で選択されます。



囚　 １度左ボタンを離
リックすると、

での範囲

石徊

編集する位置の指定および選択

祐あ とに、順 ＨＩＦＴ Ｉを押しながら左ク

に選択した位置から、ポインタの位置ま

で選択されます。そのまま左ドラッグすると、

ドラッグした範囲がむ単4なで選択さ れます。

勾大利

ｌ　
ドSHI 卜Ｕ を押しながら左クリックする

ｌ　
左ドラッグする

２ １



２

２２

２－３　文字を編集する

し 万=･

Ｉ
文=宇 列９ 削除・

上
戸,!ギー

串一操作により文字列を削除・コピーするときは、次のようにし

ます。

●文字列の削除
＋[Eﾖ]

●

●

・ﾋ ｑ ＴＲ Ｌ Ｉ＋[K]

・ｌＣ ＴＲ Ｌ Ｉ＋[y]

・ﾋ Ｑ ＰＴ.11 十 区]

●文字列のコピー

・｢石所 で‾i‾1＋％

+回

●隨Ｓｌｌ ‥‥‥‥‥‥‥‥

・! ｑSli

●文 字 列の コ ピ ー

●●17ｒ?!1‥‥‥‥‥

‥カーソル位置の前の文字を削除

‥カーソル位置の文字を削除

‥行頭からカーソル位置までを削除

し、削除バッファに転送する

(文字属性を含む)

‥カーソル位置から行末までを削除

し、削除バッファに転送する

‥カーソル位置の１行を削除し、削

除バッファに転送する

‥選択した文字列を削除し、クリッ

ブボー､ドに格納する

選択した文字列をクリップボード

に格納する

選択した文字列を削除し、クリッ

プボードに格納する

選択した文字列を削除する（クリ

ップボードに格納しない）

選択した文字列をクリップボード

に格納する

いずれの場合も、編集範囲が選択さ れている場合は、選択されて

いる範囲に対しての処理になります。たとえば、複数行選択さ れ

た状態でＩＣＴＲＬ Ｉ十[y]を実行した場合は、選択さ れた 複数行が

削除されます｢ 匹 工旦し｣ ＋[Ｋ]、[ＣＴＲＬＩ＋[口]も同様です) 。

矩形で範囲が選択されている場合は、[E迢 、ＩＣＴＲＬ Ｉ＋[団 、

[CE 口、ｌＣＩＨＬＩ＋[司 、｜り卜XI.11＋[χ]、lC)卜･エ｡11 ＋
ｘ
の処理

が、矩形の範囲に対しての処理になります。　　　 目

削除バッファおよびクリップボードには、文字の属性も格納され

ます。

マウス操作により文字列を削除・コピーするときは、次のように

します。

●文字列の削除

矩形で範囲が選択されている場合は、矩形の範囲に対しての処理

になります。



Ｉ 文?i!jの如lO ・ ｉ 正

文字列の追加・修正

ｌ ｌ
文字列を追加 ・修正するときは、次のようにします。

●文字列の追加

・文字入力…… ……… ………カーソル位置に文字を挿入する

･ICTRL I 十[⊆] カーソル位置に削除バッファの内

容を挿入する

・ｌＯＰＴ.1｣ 十[y]、圖Ｗ･;¶ｌ… カーソル位置にクリップボ ードの

内容を挿入する

●。ＪＸ。．－ ．．．．… … … … …… クリップボードの文字列を矩形に

挿入する

●文字列の修正

文字列を選択したあと文字列の追加を行うと、選択された文字列

が入力した文字列に置き 換えられます．(Fliijl－ ●ｉを除く)

I ＼文中列の1多聊･::郷写

文字列を移動・複写するときは、次のようにします。

U 移動元 複写元の文字列を選択します。

囚 移動するときは、ＩＯＰＴ.11＋[8]、・四ｌを、複写するとき

には、ＩＯＰＴ．１１十[Ｇ ●Ｉｉｇ を選びます。

選択した文字列がクリップボードに格納されます。

２３



２ ４

２－３　文字を編集する

回 移動先 複写先にカーソルを移動し|り卜'にリ＋[y]､・壷l　

・ によりクリップボードの内容を挿入します。

－
▼

Mｌｉｌｉ⇒圖Ｗ･;¶ｉの代わりに 匹 工肛｣ 十[y]⇒匹TRLI 十

－ドの代わりに削除バッファが使用されますので、クリップボー

ドの内容を保存しておきたい場合には、ﾋｑＴＲＬ Ｉシーヶンスを

使用してください。

矩形の範囲で移動する場合は次のようにします。

n　
移動する矩形領域を選択します。

ご~へ･ヽ y p:¥昂奮Iχ゙－ら 心「 �����×

｢ilT節‘『原7研 服 隊 回i･ 『疆7■lrT7｢T 紅｢TliT
Ｘ ｇ

�����１

１

）ｏ～６：１０ � 恩師挨拶．乾杯

１０～８：００ �●1Xljlli-､･ ゛･i
�｜�謳ａａ �　

）ｏ～９；００
�� １

｜



文字列の移動・複写

RI　 選択した文字列をlC)円-｡11＋区よｇＳｌｌにより削除します。

削除した文字列がクリップボードに格納されます。

㎜　　　　　　　　　S~A ・､，口ilﾎ奎as－4j .4.､。　　　　　　　　　 ㎜ ����×

｢ilT 4 ｢XT 函 販 廊 孵 硲 『憂F哨 所qT 戸『 匹
－･ 口

����ｊ

）ｏ～６：１０ � 恩師挨拶．乾杯

１０～８：００ �｜
� ｜

｜

）ｏ～９：００
�� ｜

・

回　 移動先にカーソルを移動しｒ･択－1 ・ｓによりクリッブボー

ドの内容を挿入します。

la l･〃la･1 必字llal 匯刄 呻X laさil 礁ki1 1　521　471 69
こlC7 ����ｊ

）ｏ～６：１０ � 恩師挨拶、乾杯

ＬＯ～８：００
�� ｜

｜

）ｏ～９：００ �　懇談会、食事会
（この間．７時頃より我らが仲間　　　
石岡君のサックス演奏があります）｜

S ぐj4］

i;１１１ １１で挿入される文字列は文字属性が無視され、入力

環境に設定されている文字属性で挿入されます。

入力環境を設定してから四iiSlii ●ｌを実行してください。

２５

２



２ ６

２－３　文字を編集する

I 卜声声作業Iや聊り聊し

実行した編集作業を実行前の状態に戻すには、テキスト編集領域

のポップアップメニューから111Slil司を選びます。

直前に実行した編集作業が取り消されます。ただし、矩形範囲を

選択しての削除およびSiil皿 ｌｉは、最後の行だけが取り消さ

れます。



ﾌ引゙

文書などの編集



２ ８

３ －１　 フ ァイ ルを 呼 び 出し ・保 存す る

ファイルを呼び出し・保存する
|■７町iZ剖

●文書編集モ ード

馬 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ｉ　 開 く｡ 。

恩N

試0

以Q

●エディタモード

卜I 文 書囮 素｡:。　　 ノ

ト= スゴソ:ｿ 柵ルゾ,‥
‥=

卜 ７ ルチ ピ1 －　y!

lj1
万
閉1] るII,｡ｿII,ﾉ,

に　 ぢjン グ ガ1211

卜: 保 存

,試●

－

Ｑ
ｙ

且

ファイルを呼び出し・保存するときは、ディスクアイコンまたは

ファイルアイコンを使います。

國i ヨ‥‥‥‥‥

こｒ;㎜ … ‥

●
－

編集中のウィンドウと同じモードの新しいウィ

ンドウを開く

ファイル名を指定し、編集中のウィンドウと同

じモードの新しいウィンドウを開く

ファイル名を指定し、エディタモードのウィン

ドウを開く

｡。９,r。。。。 …･ファイル名を指定し、文書編集モードのウィン

ドウを開く

いずれの場合にも、環境アイコン

設定されている場合には、新しいウィンドウは開かずに、同じウ

ィンドウに新たに読み込みます。

ファイル名を指定して開く場合、ファイル名と一緒に起動オプシ

ョンを指定することができます。起動オプションについては、

「ｲ寸－３　操作一覧」を参照してください。

例：現在編集中のファイルを別のウィンドウに開くとき

－
▼



擲口

l ytTJ? 
ウィッドﾊ

二】ン ソ ールl

フ ァイルを呼び出し・保存する

コンソールモードで新しいウィンドウをオープ

ンする

｡。､。。－。＝ …‥ウィンドウを分割し、分割した側にも編集中の

ファイルをオープンする。編集は同時に行える

｢酋Tf;･T∇｢簒T回 厖「四 阿 函JT疆T]]iiirTTT匹T7TrT酉

卒 業 祝 賀ﾉ

桜のつぽみもふくらみ、春も盛りと！
母校．早川 大字 での卒業式も無事
整ってきた頃でしょう．

瓦9 °゜Rh.
愛 別:･a

。

灘ぎてしまうと早いものですね． �

桜のつぼみもふくらみ、春も盛りと
母校、早川 大 字 での卒業式も無!

整ってきた頃でしょう．｜

瓦９ °゜ 詔
ｔ
党 廓:.t

お
琳ぎてしまうと早いものですね．

さ・ 、5a
ざ1
な思いを込,,,・ 学

゛鮭 惶 監 心 臓 扁 �

｜

１

nl ●ｓi･1… …… …編集中のウィンドウを閉じる

文字が変更されているときは、保存しないで閉

じるかどうかを確認する

。。。。･Ｓ・・ ＝ ‥マルチピユーで分割したテキストのうち、編集

中でないテキストが終了する

誕・il‥‥‥‥‥‥‥‥編集中のフ ァイル名で保存する

。」_ｔＪ二Ｌ ㎜ ‥編集中のフ ァイル名とは別の名前で保存する

すべてのシヤーペンウィンドウを閉じる

テキストが変更されていると、保存しないで終

了するかどうかを確認する

３

２ ９



３ ０

３－２　指定した文字列を捜す／置き換える

舗 贈 乙ij!16111 訟ji 必ijUj 置 斟 感 心 ぷ
、

㎜㎜㎜　　　　　■㎜　　　　　　　　　　　　　　　　㎜■　　　　　㎜[ｒ ｌ ｍ

●文書編集モード

㈹

治ii 羞丿‾‾∇ ﾌﾟ

ﾉ
難T

白 白千:::::::

難i

∃llE1万IRI::

●エディタモード

ｉ　 後 方 検 素

‥
に

万
余 域 検 索.

｜.･.･:.;･　　･･:･.･:･i::･..･:l　

馴 方 置 換

‥
：　
微 方 置 換..:

卜 万=
全 域 置 換: う

‐

‐

‐

－

‐

‐

高速前方置換(莽表示)‥

高速後方置換(莽表示)‥

検索する文字列を選択

したあとに、91ai ｘi
－ や､
μｆ４ａ;1－ を

選ぶと、選択した文字

列が表示されます。

Ｉ 文字列の検索

文字列の検索には、次の方法があります。

肆SI 附ＩＵ … …… 前回検索した文字列を 、カーソル位置より文末

へ検索する

i同 同訓醗ｌ … …… 前回検索した文字列を 、カーソル位置より文頭

へ検索する

'||｢iljJ″-7..‥･‥文字列を指定して、カーソル位置より文末へ検

索する

..１．１ｇｇミ …‥文字列を指 定して、カーソル位置より文頭へ検

索する

．･リ､...'..㎜･････ 文字列を指定して、すべてのテキストを対象に

検索する

,＝=･り113a－ を実行したあとに印夥附４ａａ およ(J‘17習葱・liヨで検

索すると、すべてのテキストを対象に検索し ます。

が設定されているときは、全域検索は

同じウィンドウにオーブンさ れているテキストだけ が対象になり

ます。

全部のウィンドウを対象にする場合は、キー定義フ ァイルを変更

します。

１ 検索アイコンのポップアップメニューから、印夥las2㎜ を

選びます。

W へ･ンB:¥卒業八'一子ｨ.doc　　　　　　　　　　　　　x

|圃|,㎡yla �琲 海 部 同 冨｢ 値 誦1 511　1 卜
明方検索文字yl�:I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Elll　n111回

lil 検索する文字列を入力し、Eﾖ!Sをクリックするか、監を押

します。

検索がはじまり、該当する文字列を検索すると、その文字の

色が変更されて表示されます。該当する文字列が無いときは、

「文字列が見つかりません」と表示されます。



文字列の検索

回　 同じ文字を続けて検索する場合は、検索アイコンのポップ ア

ップメニユーから円賑ＩＭａslj、または191y 附ａａｌを選びます。

U　 検索アイコンのポップアップメニューから，ｒｒgｗl,il,㎜ を

選びます。

ご~A･･，口XI左5奮Iχ'－ij 4､,、　　　　　　　　　 ㎜ χ

｢耳T4'｢ 慕T �必字|温a 匯路 陣X ISS， |礁41 1　511　41 ，3

全域検索文字夕|�:|　　‘ｽ　、　　　　　　　　　　　　　ESI �目ヨ詞

囚 検索する文字列を入力し、日 雛をクリックするか、堤を押

します。

検索がはじまり、該当する文字列を検索すると、その文字の

色が変更されて表示されます。編集中のテキストに該当する

文字列が無いときは、次のテキストに切り替わり検索します。

全部のテキストを検索しても該当する文字列が無いときは

｢文字列が見つかりません｣ と表示されます。

(シングルウィンドウモードのときは、同一ウィンドウ内の

テキストが検索対象になります)

回　 同じ文字を続けて検索する場合は、検索アイコンのポップア

ップメニ ユーから皿ｓｌＭａｓl、またはifli莽聊4ほ奈を選びます。

l 糾〕

検索文字列に改行コードを含める場合は、ＩＣＴＲＬＩ十[y]を押

し、アイコンバー と表示されてい

る状態でICTF 張｣ ＋[S] を押します。次にもう 一度ＩＣＴＲヒ｣

＋[y] を押し、ＩＣＴＲＬ Ｉ＋[⊇]を押し ます。これで改行コード

が検索文字列中に挿入さ れます。

３ １



３ ２

３－２　指定した文字列を捜す／置き換える

Ｉ 文字列の置換

文字列の置換には、次の方法があります。

前方置換‥ ｉ
-一一
後方置換ン ハ

全域置換‥ 八

㎜ ��黍317 皿

置換時の表示および確

認を行わないので、高

速に実行されます。

カーソル位置より文末へ置換

カーソル位置より文頭へ置換

…･すべてのテキストを対象に置

換

一湊 ｉ゚　　　　　　　 ‥‥‥‥カーソル位置より文末ヘー括

置換

…‥カーソル位置より文頭ヘー括

置換

‥‥･すべてのテキストを対象に一

括置換

が設定されているときは、全域置換は

同じウィンドウにオープンされているテキストだけが対象になり

ます。

高速置換では、置換時の表示および確認を行いませんので、たく

さんの文字列を置換する場合に、効率よく置換が行えます。

カーソル位置から文末への確認をしながらの置換

U　 検
索アイコンのポップアップメニューから、liμS1191,j－ ●を

選びます。

目 置き換えられる文字列を入力し、ｌ を押します。

回 置き換える文字列を入力し、習を押します。

りt･-へ･ンR:¥卒業か－14.dnrt　　　　　　　　　　　　 χ

la l,a砂la �匯 海円陣 四･｢ 沓 爾 『WTT 器'｢TTT
前方置換旧文字yl�：６：　　　　　　　　　　　　　　　　 翻ヨ|國

前方置換新文字yl�：７：|　　　　　　　　　　　　　　　　　　 圖

置 換 す る文 字 列を 選 択

し た あと に 、ほ政il 邁1四

㎜W111Xfillik － を

選 ぶ と 、選 択し た 文 字

列 が 表示 さ れ ます 。



文字列の置換

EI 置換時に確認する場合は、圖 を押します。

確認しないで連続して置換するときは、[Njを押します。

目 置換するときは、圖 を、置換しないときは、[印を押します。

(jj) 代わりにｌ 、[皿虹]代わりに｢ヌペ¬ス|を押して選択す

ることもできます。

該当する文字列が無くなるまで行います。

置換を中止する場合は、EK] を押します。

『雌］i・'｢ 事嘔Fai ほ置換‾しますか？(Y/N) ・1 1　511　391　13

９ ９１０ ａ 夕呂 ｙ
��

�㎜

�【i重●００～６：１０� 恩師挨拶．乾杯

１回も置換を行わなかった場合は、「文字列が見つかりません」

と表示されます。

１ ！ 検索アイコンのポップアップメニューから、ｓｓｉａａ 三鎧幽

●を選びます。

目 置き換えられる文字列を入力し、ｌ を押します。

３３



３

３４

３－２　指定した文字列を捜す／置き換える

回 置き換える文字列を入力し、ｌ を押します。

アイコンバー と表示さ れ、該当するすべ

ての文字列が置換されます。すべてのテキストに対して、同様の

処理が行われます。置換を中止する場合は、ER] を押します。

匹

集

ｸ 字゙オプジ

l 糾〕

置換で挿入される文字列は、入力環境に設定されている文字属

性で入力されます。入力環境を設定してから置換を実行してく

ださい。

a 巫〕

文字オブジェクト中の検索／置換は、文字オブジェクトを編集

状態にする必要があります。



●文書編集モ ード

〔ｉ 参●〕

「ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷ

ユーザーズマニュアル」

の「４－１９　フォン

トマネージヤ」

●エディタモード

文字の種類を変える

３ ５

文字の種類を変える

｢XT節T

文書編集モードの場合、文字の種類は次の中から選択できます。

‥フォント一覧のダイアログから選択

ＲＯＭ２４ドットフォント

Ｒ ＯＭ １２ド ッ トｊ

Ｒ ＯＭ １６ド ッ トIROM

‾2‾4ド ッ ト1

… ‥ＲＯＭ１２ドットフォント

… ‥ＲＯＭ１６ドットフォント

… ‥ＲＯＭ２４ドットフォント

文字が選択されているときは、選択されている文字列の種類が、

選択されていないときは、入力環境が指定された種類になります。

現在設定されている種類の項目にはチェックが付きます（文字が

選択されている場合は、選択されている文字がすべて同じ種類の

場合のみチェックが付きます）。

アウトラインフォントは、フォントマネージヤ（IFM. ×）が常

駐していないと選択できません。

エディタモードの場合、文字の種類は次の中から選択できます。

ｌａ●ｌｉ●●ｇｌ ｌｌ ‥‥‥‥‥‥ＲＯＭ１２ドッ トフ ォン トlll

●li●ｌsISll ‥‥‥‥‥‥ROM16 ド ッ トフ ォン ト

ＲＯＭ２４ドット

テキスト全体が指定された種類になります。現在設定されている

種類の項目にチェックは付きません。

文字の大きさを変更したときは、水平タブ文字数を設定しなおし

てください。



３６

３－４　文字の大きさを変える

●文 書編集モード

劈
－

―

¶

一一一一一一･ 一一一一一一-,t
ン ト サ イ ズ変 更..

ｌｙ 噪準ｔlｲ;ズ

文字の大きさを変える

文字の大きさは、文字単位で変えられます。イメージデータおよ

び、ドローデータの大きさも変えられますが、この場合内部デー

タの大きさは変更されません。

卒業祝賀a

憑uｇｚ・i

卒 業 祝 賀

l硬四 唾１

ＲＯＭ１６ドットフォント

……文字の大きさを縦サイズ、横サ

イズで入力します
-　　　　　　ｼ

？-へ'ンB;¥text1.pen　　　　　　　　　　　　　x

｢雄二[i■『X‘｢西り残la 恥16」 11ai l礁Ui1 1　831　11　1
フｔントサイズ:lllj　　　　　　　　　　　　　　　　　 祠牒‾JX瓢戴1

iliEI屋剱謳仮皿 ‥‥‥‥‥ 現在の大きさを基準に倍率を縦

の倍率、横の倍率で入力します

(倍率は、1024 倍した値を入

力します)

㎜　　　　　　　　　ｼ ｒ ペンB:¥text1.pen　　　　　　　　　 ㎜X

濤T f;i・ 「派yf西り 磁 匯恥 |riJiai［礁Ui1 1　831　 廸1　3
倍率(n/11j24):【腿l罠【xllJ　　　　　　　　　J

|烏飽1盾ｉ・ － ｌ●●●●●●●●●●●●●･････････ ●･文 字 の 標 準 の 大 き さISIX

●●li ～・ 喝禰 ● ●弩SISli ‥表 示 す る 大 き さ

文字が選択されている場合には、選択されている文字の大きさが、

選択さ れていないときは、入力環境が指定された大きさにになり

ます。（､r二Ｅｓｓｉｉｇ － は、文字 が選択さ れているときのみ使用

可能です ）

現在設定さ れている項目にはチェックが付きます（ 文字が選択さ

れている場合は、選択されている文字がすべて同じ大きさ の場合

のみチェックが付きます ）。



●文書編集モ ード

I ＞J
ｙﾀｰ

こ4 こ ぺ ー ス ト

レ

ルl!
入 が

．:|:i･i:E.･.･･:.::･

‥:･･.･･.･･･　　.･･.::･I･･

卜
宍網 掛 削 除

―

－

Ｉ

下 線 、

ル ピ、

一一一一-
濃 千 島

千　 烏

濃 千 鳥

淡 斜 線

斜　 嘩

匯

㎜㎜㎜㎜㎜-i二二I･ｔ ザ

§|

：　ルピ入力‥　　＼:　咄二ｉ

圖 ’

し 嗣掛

け 下線

門l ｒ ｒ り! リrl

｜　　　　　　　　　
・　　　　●●i

。。闘 萌4HIyj。｡｡万:I,lga::

宍万万:5下 線冲 幽 ふ::i;: ;1
諏

レ ルピ
ヽ
上覧胴 除　 ミ

溺 梱

細実線

太実線

細波阪

太波線

鮪二ｉ

太二重

紬波線

二重波

細－鎖

Ci 糾 〕

「ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷ

ユーザーズマニュアル」

の「４－８　パターン

エディタ」

岬掛,!1

網掛け、下線、中線、上線

T!FF線

目已目目目jl

り

目

ビ11;1:

目

ど

目

を1111 定ITI!T

目

吊
・.Jｒ.| 、Ｌ｣41XI ‖ij‖川 川[] 川111j ijtL 目目目Ｘ Ｊ 川i… … 目目､･II･㎡111111111111111111.Ｌ じ.ぷ ．I IIII,|IcXIIIlil.I

㎜㎜㎜㎜ ㎜■㎜㎜㎜㎜　　　　　　　　　 ■㎜　　　 ■㎜■■■■■■㎜■㎜㎜ ■■■㎜㎜㎜㎜㎜　 ㎜㎜ ■㎜　　　　　　　 ㎜㎜ ㎜■■㎜ ㎜■■■■■㎜㎜
囮

■ 網掛け、乍痴、φ紬、i 紬

文 字 に 設 定 で き る 網 掛 け ・ 下 線 ・ 中 線 ・ 上 線 に は 、 次 の も の が 、

標 準 で 用 意 さ れ て い ま す 。

臨 哨

Ｘ ６ｼ ８ ：０ ：３ ：Ｏ　 Ｘ ６ ８ ０ ３ ａ　 罰¶ 顎 柵 珊 曜 ¶

■- - - - - - 4 X X J - - ㎜㎜-㎜㎜　　･ ■■■■¶■¶¶¶¶¶"'●■■a●aaaa■■■･■■aa･･Xa

圖 咽　　　i 一 戸Ｉ　　　 Ｕ ａｉ

Ｘ 呑 剱 狂3jﾔOｼ　 彩 妬 穆 務 笏 狸　 腫 脹 笏 朧 笏 笏

ly 零ｌｌａ　　　　　 同 圖 同　　　　　 Ｅ 腿 幽

l ｌ ヨ

、
ｉ ｉ 鼠 ● 確

認X68030

拙 ｌ 撞 詞

X68030

●･･････････････ ●･･ ●･ ●●●●●●●●丿●●●●●●●　　

ｉ ＆ ａ ａ ｌ ｌｊ

Ｘ ６ ８ ０ ３ ０

皿

拙l ほ 詞

X68030

皿

ｉ 蔵 麟 劇

Ｘ68030　

1祗JI趙X68030-

Ｓ團;jX68030

皿
扁i翻

Ｘ68030　　

圓 瞰 欄

X68030

－

四 ：Ξi

X68030

" ■㎜■㎜■㎜-- 血皿一皿 個皿一皿仰

l;; －lj

文字が選択さ れているときには、選択さ れている文字に、選択さ

れていないときは、入力環境に指定した装飾が付き ます。下線と

中線および、上線とルビは同時に設定できません。

パターンは、パターンエディタ｡×で作成したパターンをペーストし

て、変更することができ ます。サイズは自由ですが、網掛けには

１６×１６のパタ ーンを設定するようにしてくださ い。

変更したパターンは環境には保存されません。すべてのシ ヤーペ

ンウィンドウが閉じると廃棄されます。

匯 糾〕

通常の属性の文字列に下線を付けた場合に、下線を付けていな

いほかの文字列より上にずれてしまいます。この場合、揃えた

い文字列全体に文字下ドット数を設定することで、文字列の下

側を揃えることができます。詳しくは「３－６ 一文字揃え」を

参照してください。

1３

３７



３ ８

３－５　網掛け、下線、ルビなどを設定する

■ サル
ビλ 力 ＼1卜= 八j……j= プ:………=yｹﾞ=y‥　　 ‥

‥ ‥
‥‥IU

ルビを付けたい文字列を選択し て、咀・●洲l－ を選びます。

目 ルビ文字を入力し、文字の種類や大きさを変更し、回副を

クリックするか、
・
を押します。

入力されたルビを修正することはできません。もう一度ルビを入

力して変更します。

● 網掛け、下締、ルビの解除 ］

解除する文字列を選択して、ａｌｌＵ函、■１１１皿ｉｉＭ恚1回、ｕｎ－

●吸曝!ａ 函を選びます。

匯岡

ルピ文字の種類や大きさを変更する場合に、ダイアログが表示

されると、ルビ文字の入力が中止されてしまいます。

この場合は、あらかじめルビ文字を作成し、クリップボードな

どにコピーしてから、FI･ｌ－ＦｏＷ－ を選択してください。



●文書編集モード

一 一 一 一 一 一 一 一 一

文字飾り

文字を飾り付ける
匹

Ｉ 文φ幽リ

文字列には、次のスタイル が指定できます。

臨! 胆|‥‥ ‥‥･

鴎 悲l… ……･

ｌ 唾 顧 皿1

暗 躍 ＳＩ‥ ‥･

Ｕｌ ｌＵ …･･

廊 皿j

文字飾りをしない

強調文字

斜体文字

中抜き文字

影つき文字（中抜き文字になります）

アウトラインフォントの文字間の自動調整

文字が選択されているときは、選択されている文字列に、選択さ

れていないときは、入力環境にスタイルが設定されます。現在設

定されている項目にはチェックが付きます（文字が選択されてい

る場合は、選択されている文字がすべて共通のスタイルのときだ
けチェックが付きます）。

■夕芦回
タブ 入力には、次の３つの方法があります。

①通常のタブの入力

②位置指定のタブ の入力

③幅指定のタブの入力

！

通常のタブの入力

水平タブドット数で指定している値の幅のタブを入力します。入

力したあとで、水平タブドット数を変更した場合には、自動的に

値が変更されます。

３９

３



４０

３－６　文字を飾り付ける

ｒ “ ” ” ‘ ’ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

二 通 常 の ダ ズ
と し て λ 力l

ﾌ１゚ 位 置 指 定 ぞ 入 力::::;　11tiil °：

レil
錠 で λ カ　 ノ ＼

| ］万 万吝 ７ 膏 響 やl ゐ 靫
ニ　

レ,=

｜　 ……:. ・　..y･i｡:･.･.　　･.･::::E.::に:l.･.･ ･･
自

１

‐

１

－

１

タブ位置の設定.j

タプ幅の設定..

r 一一一一一一一一- 一一一一･ 一一一］ 通 常 のjﾌ ｙ と じ 重 入 力1

……=位 置 指 定 で 入 力 犬

４ １ 指 定 で 入 力　 く

ET識 字 を 酔 込（ 二

l ･･･　　　･:･･::.･●･●

ij
……夕
，ヽ･位 廠 の 設 定

‥
し,
タブ 幅 の 設 定 に= ∧ 二

位置指定のタブの入力

ドット単位で、位置を指定してタブを入力します。水平タブ文字

数とは関係なく、指定されたドット位置までのタブとして働きま

す。指定されたドット位置を越えた場合は、通常のタブと同じ働

きをします。値を変更する場合は、

ます。入力した値をあ とから変更することもできます。

し

幅指定のタブの入力

ドット単位で、幅を指定してタブを入力します。指定するのはそ

のタブ 固有の値で、水平タブ文字数には影響されません。常に指

定された幅を単位としたタブ として働きます。値を変更する場合

は、1↓･j,JこＬ･jご;■こ㎜ で変更します。入力し た値をあとがら変更

することもできます。

タブ 位置の設定

ｎ　
変更するタブを含む文字列を選択し、文字飾りアイコンの回

Ｆ１９１脚iiのポップアップ メニューから、i!1胱1回tlｓ Ｍｓ ㎜

を選びます。



タブの設定

目 タブ位置をドット単位で入力し、Ｅ・|をクリックするか、

習を押します。

���×

『ilT f4T ry箭 策 暉 孵i ■｢疆ToiirT7 口｢TTTTIT
タブ位置指定:156,4冊　　　　　　　　　　　　　　　　L盲雅JElll 圓

Ｉ �靉 鴉。1
�中抜きｌｉａｉｉこ!ａ�

　�践僧書lk二IEΞ5i.11５

ｌ

lg7 ¬---gj･7-- ぞ・
�rti ��lr●ltti●四 Ｆｺ ●Py 皿 皿 丿皿 丿皿 ・

Ｉ　　　　　Ｌ
，　　　　

難i ］

｜
��■ ●ｉ 憧－

�－ －

⌒

� 巾 怖 書
寸 里 ㎜

ト 函11　　　　61 遜 ヨ　

川 川 川 川||la7771w 川 川 川 川 ‖||
ぷ|ｯﾌ? でご|

‖9
|r●川川川川川川川川川川川川川川川川川alili

文字列が選択されているときには、選択されている文字列に含ま

れるタブが、選択されていないときには、以後に入力されるタブ

が、指定された位置までのタブになります。

位置指定のタプ以外の種類のタブも属性が変更されます。

タブ 幅の 設定

Ｕ　
文 字飾 り アイコ ン のｉ;1－１９１３１１１ａの ポップ ア ップ メ ニ ュ ーから 、

ます 。

ｼｒ へ･ンB;¥textl.pen　　　　　　　　　　 ㎜ χ

｢酋‾4[ 界二匯 峯 鮮 恥1 論| 礁 嚇11141 1 川
タブサィズ指定:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EII �EE11口

匯 糾］

位置指定のタブは、最大３２箇所まで指定できます。

４ １



４ ２

３－６　文字を飾り付ける

|二9.'ﾐﾐﾐﾐ9---- ㎜
l==　廼 常の 画ぼ としで 入力

卜 位 置指定‘さ人が　 言

ｙ, 咄指定で 入力　　 ノ ノ

l= ｙ= 寫 字 を 埋 や 込 む っ､.1 万こ万、

に ⊇ ﾌﾞ===宍=f=1: 1　　 プl j= 
…
……jj='j==゜=1･

ド プ タ= ブ 位
置 め: 設 定.･.1

… ……jj:Ijj

ト タ ブ 幅 の 設 定.. づ

|㎜-- ㎜㎜㎜㎜- ㎜㎜㎜㎜㎜I-- 四卜 通 常 の
タプ と して 入 力

ｌ　 位 置 指 定 芒`入 力

ｙ 暗 指 定 で 入 力l:j=

文 字 曇 埋 ぬ 込 むl.･.･.････　　

・.･::l:::･:.:･::.yl ==

タ ブ 位 置 の 設 定..

囚 タブ幅をドット単位で入力し、EIII をクリックするか、
。

を押します。

｢酋T∂　 剃　 Ｓ　 諭 礁 －　　　1｢ ‾｢　７ 石 匹 甲 声 四 百 踊

文字列が選択されているときには、選択されている文字列に含ま

れるタブが、選択されていないときには、以後に入力されるタブ

が、指定された幅を単位としたタブになります。

幅指定のタブ以外の種類のタブも属性が変更されます。

埋め込み文字の設定

どの種類のタプにも文字列を埋め込むことができます。設定され

た文字列は、タブの幅になるまで繰り返し表示されます。

n　
埋め込む文字列を作成し、クリップボードに複写します。

文字飾りごと埋め込まれますので、必要に応じてスタイルな

どを指定します。

埋め込む文字数は自由ですが、あまり短いと描画に時間がか

がりますので、同じ文字を繰り返し表示する場合でも、同じ

文字を１０文字程度指定してください。

目　
文字飾りアイコンのＦＦＩｔrｔyliのポップ アップメニ ューの、

ま す。

以後入力するタブには、設定した文字列が埋め込まれます。

すでに入力されているタブの埋め込み文字列を変更することはで

きません。新しく入力してください。



I 二文字芦jや･般定卜　　＼

文字色には、次のカラーが指定できます。

IｓI哨 ｓＩ‥‥‥‥‥白 色の 文 字

腔iｓig;l ‥‥‥‥‥黒 色の 文 字

ｍ １１Ｍｇｌ‥‥‥‥‥黄 色の 文 字!jai

ｓｓil ‥‥‥‥‥赤 色の 文 字aiil

●５ｇｌ‥‥‥‥‥緑 色 の文 字

Ｅｉ１１５ｇｌ‥‥‥‥‥青色 の文 字

文字色の設定

文字が選択されているときは、選択されている文字列に、選択さ

れていないときは、入力環境に文字色が設定されます。現在設定

されている項目にはチェックが付きます（文字列が選択されてい

る場合は、先頭の文字の属性にチェックが付きます）。

Ｉ 描画モードの設定

描画モードには、次のモードが指定できます。

|● － ｓ●ｌ‥‥‥‥‥ＰｓＥＴ

ｒ ●ＩＩ司 ‥‥‥‥‥‥ＡＮＤ

臍IsI… … … … …
ｏＲ

ｌｌ罵Ｉｓ ‥‥‥‥‥‥χｏＲ

ｌｌｌｓｓ・ ●‥‥‥‥ＮｏＴ

皿剪・II 輯】‥‥‥‥‥ＮｏＴ

Is験la … ……I

ｓ ｘ ●lll… ‥

ｌｉＩz Ｉｓｓ●il

皿圃ill ●旧 ‥li

皿 員I魏･‥‥

Ｐ Ｓ ＥＴ

Ａ Ｎ Ｄ

ＮＯＴ　ＯＲ

ＮＯＴ　ＸＯＲ

ＭＡＳＫ　ＰＳＥＴ

ＭＡＳＫ　ＡＮＤ

ＭＡＳＫ　ＯＲ

|・ ㎜ 浬 ●ｌｓ ‥‥ ‥‥Ｍ Ａｓ Ｋ

ｌｉ － ｓ■ｓ ｓ ｓ●１ ‥Ｍ Ａｓ Ｋ

１・ 圃 ｓ●還II 旧 … ‥Ｍ Ａｓ Ｋ

ｌｉＩ ＩＩ旦ｌａ ‥‥ ‥‥Ｍ Ａｓ Ｋ

ＩＩＩ ｓ●圀 闘 魏‥ … Ｍ Ａｓ Ｋ

×ＯＲ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＮＯＴ

ＰＳＥＴ

ＡＮＤ

ＯＲ

ＸＯＲ

文字が選択されているときは、選択されている文字列に、選択さ

れていないときは、入力環境に描画モードが設定されます。現在

設定されている項目にはチェックが付きます（文字列が選択され

ている場合は、先頭の文字の属性にチェックが付きます）。

４３
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４ ４

３－６　文字を飾り付ける

Ｉ 文字揃えの設定

上揃え、下揃えは、文字単位に設定することができます。

右よせ、中央よせ、左よせは、行の先頭の文字の属性でその行全

体の属性が決定されます。

旨ま 重祠 ‥

ｌｉｉ 夏●ijlill

嗜可 ‥

一文字列を左よせにする

一文字列を中央よせにする

一文字列を 右よせにする

･文字列を上揃えにする･

文字列を下揃えにする

文字が選択されているときは、選択されている文字列に、選択さ

れていないときは、入力環境が指定された文字揃えになります。

現在設定されている項目にはチェックが付きます（文字が選択さ

れている場合は、先頭の文字の属性にチェックが付きます）。

上揃え、下揃えは、ドット単位でオフセットを指定することがで

きます。下揃えの場合にオフセ ンヽトを指定すると、指定されたド

ット数だけ文字を浮かすことになります。

オフセットは、行の下端から、下線部分を除いた文字の下端まで

で計算されますので、下線の装飾が付いた文字を含む文字列全体

に、下線より大きい値のオフセットを指定することで、文字列の

下端を揃えることができます。

U　 揃える文字列全体を選択し、下揃えに設定します。



文字揃えの設定

目　 文字飾りアイコンの･－lｓａｌのポップアップメニューから、

び ます。

回 下線の高さより大きい値を入力し、lSllをクリックするか、

ｌ を押します。

－
▼

-　
りt,-ペンB:¥tとxt1.pen　　　　　　　　　　 ㎜ χ

四 諏1;陶 匯;t 噫L･l1 1　91　3 ↓　1

ＳＳ皿SS Ξ擢SS 擢四a-
�肖

３

４ ５
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３－６　文字を飾り付ける

Ｉ 文字間ピ:リチの１１

文字飾りのカーニングとは別に、文字と文字の間隔をドット単位

で、文字ごとに指定することができます。指定するのは、文字と

次の文字の間隔で、正数を指定した場合は拡がり、負数を指定し

た場合は、縮まります。

n
文字間ピッチを設定する文字を選択して、文字飾りアイコン
のポップアップメニューから

す。

選びま

目　
文字間を拡げる場合には、正の値を縮める場合には、負の値

を入力し、Ｅ圖|をクリックするか、皿 を押します。

ｌ

Q 巫]

文字間ピッチに負数を指定した場合、文字入力時などにごみが

描画されることがあります。EK] ＋口 で再描画してくださ

い。



Ｉ 強制改行幅の設定

強制改行幅の設定

十I

改行幅は、環境アイコンの即lllgil 匹－ で設定された値を最小

として、その行でいちぱん大きな文字の高さで決定されます。

大きなイメージデータなどをペーストすると、イメージデータの

大きさで改行してしまい、イメージデータの横に文章を並べるこ

とができません。

強制改行幅が設定されている場合、設定されている値を文字の大

きさとして改行しますので、大きな文字の横に文章を並べること

ができます。

また、文字の高さより大きな値を指定することで、行間を空ける

場合にも利用できます。

イメージデータやドローデータを含んだ文章を作成する場合、テ

キスト全体に強制改行幅を設定しておくと、レイアウトしやすく

なります。

ｌ　
強制改行幅を２２に設定

３

４ ７
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３－６　文字を飾り付ける

●二二- 二----l 皿㎜㎜㎜㎜-- 皿皿：　
タプ の 設 定 を 嗣 除

レ プ文 字 色 を 解除　ﾝ==; 。

に 描 画 ぞ“F を 削 除

ｉ　行ぞろえを嗣除

：　上議え､下揃え削除

に=文字圈ピり菅=を解除 コ

に 強l 』改行幅を解除　===

Ｉ 文字属性の加除 八

文字属性の解除には、次のものがあ ります。

Ｆｙ１９１ｑiisI;la同 … …… タプ 位置、タブ 幅の設定を解除する（ 埋

め込み文字列は解除さ れない ）

文字色を解除 文字色の設定を解除

s同圃Ｉ－ ・ 司ｓ 詞 … …… 描画モード の設定を解除

ｓｉ;・;咽 曙ｑｓｓ ‥‥‥‥‥行揃えの設定を解除

．．・ｓＩ ｓｉ瓢１溺闘… ‥上揃え、下揃えの設定を解除lg

ｓ1111 響罹;ａ司ｓ 嗣… ‥文字間ピッチの設定を 解除

陣ｇ Ｒ櫛叩嗜ｑｓｓ ‥‥‥‥強制改行幅の設定を解除

文字属�生すべてを解除 ‥すべての設定を解除

文字が選択されているときは、選択されている文字列の、選択さ

れていないときは、入力環境の属性が解除されます。



●文書編集モード

－ － ＝ ミ ミ

罫線文字を入力する

３

４ ９

罫線を入力する
四

｜ 郷緯文字を入力する　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ

罫線文字を、カーソルの移動により入力することができます。

Ｕ　
カーソルを罫線を入力する位置に移動し、F呼ｌｉａ皿 胃、また

は、ｕｎ濫還－1を選びます。

カーソルを、1↑|↓lf一卜|を使用して移動すると、移動したあ

とに罫線文字が入力されます。

囚　 入力ポイントを移動する場合は、マウスを左クリックします。

回　 入力した罫線を消す場合に、FllasりliFaを選びます。

|↑|↓卜 け 暦使用して移動すると、移動したあとに空白が入

力されます。横に移動した場合は縦の罫線が、縦に移動した

場合は横の罫線が保護されます。

罫線の入力を中止する場合は、[§§⊆]を押します。

｢il‾･｢ 簒丿尽 ��董 孫 です（空白耳 漏 「‾匹「y7 ‾呵
����｜

｜　 り こ3c ｒ1P ・51p11 ｑ Ｊ ／ ゝ ｙJ

:　 罫 線 の 太 さ　　　　ry:

し

罫 曝 の 色　 コ=ｿ　

… ……=I=,IIr

た=fII===:

丿 罫 線 め 角 の 丸 み　　 卜=ﾚ

ｌ　 罫 線 のil 顛 ノ　　　r
｀;,

…………1.

グ｡IIJ.J

一日｡｡ジ,11111F. ，I=:=;I.

憧 丿叫jj ｼﾞ｡ ン.r ヽ｡::::　Gs

ｃ ｒiF)t
検 面 ド レ
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３ － ７　 罫 線を 入 力 する

●文書編集モード

一 一 一 一 一 一 一 一 一

I GS･6= 万而t 麟總を入力 する ｜

マウスの操作により、GScript （グラフスクリプト）の罫線を入

力することができます。罫線文字とは違い、自由な場所に入力す

ることができますが、通常の文字と同じような編集はできません。

U　 罫線アイコン の、

ユーを選びます。

囚　 アイコンバーに、

ポッブアップメニ

と表示されますので、左クリック

により挿入位置を指定します。

ここで指定した位置が、罫線を描画するホーム位置になり、

その位置より左上には、罫線を描画することができません。

また、グリッド機能もその位置を起点に計算されますので、

表などを作成する場合は、同じポイントを指定する必要があ

ります。

挿入位置の指定をスキップする場合は、右クリックします。

１
マウスをクリックする



GScript 罫線を入力する

回　 左ドラッグにより罫線の範囲を指定します。ドラッグを終了

した時点で、強制改行幅と文字間ピ ソヽチにより幅を○に調整

して、挿入位置に入力されます。

幅がＯに調整されているため、同じ場所に複数の罫線を入力

することができますが、選択やカーソル移動などで、通常と

違った動作になりますので、注意が必要です。

Sｌｌ・・－S － － のメニューの、入力時上書きがチェック

されている場合は、半角スペースの幅に調整され、挿入位置

の１文字を削除して入力されます。

ドラッグ中に中止する場合は、[E亘回]により中止します。

ｌ

EI　 続けて罫線を入力する場合は、左ドラッグにより再び範囲を

指定します。終了する場合は、右クリックします。

匯 糾］

挿入位置をカーソル移動により指定する場合は、罫線入力の外

部コマンドの起動オプションを変更して、マウスによる挿入位

置の指定を省略することができます。詳細は、「５－２　ﾀﾄ部

コマンドー覧（「ｅｃｔ２」」と、「４－６・キー定義ファイル

の編集」を参照してください。

５ １
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３－７　罫線を入力する

| 拉j
ﾀﾞﾆ:7::

一 一 一 － － －

1

1 じ=

ご|

………l　　｡‥･:

に ？`し|･1F11 沢舅

１ ・　　　　 ・
：　 上 書 き入 力

:･l 政li ・ 字 挿 入 ∧ ……:こU=2°=R日

に 勒 文 字 鵬　 ノ

一一一一一
白 色

： ｙ

：

自.

｜　 ・l

… …

■ｉ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ｙ　
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卜 り卜･　
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ト
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一
6
4

GScript の罫線は、ドット単位で太さを設定できます。

■ISll ～■il●・ｉ･罫線の太さを指定されたドット数にする

既に入力された罫線の太さを、変更することはできません。新し

く入力してください。

GScript の罫線は、次のカラ ーが指定できます。

IｓIil･l

恚!ａ･

ｍ･lliil･

ｓI 咽･｢

留置祠･

……罫線の色を白にする

……罫線の色を黒にする

……罫線の色を黄色にする

……罫線の色を赤にする

罫線の色を緑にする

罫線の色を青にする

罫線の角の丸みを指定されたドット

数にする

既に入力された罫線の色を、変更することはできません。新しく

入力してください。

次頁で説明している長方形の罫線は、ドット単位で角の丸みを指

定できます。

Ｏドット且　 １２８ドットl

既に入力された罫線の丸みを、変更することはできません。新し

く入力してください。



GScript 罫線を入力する

罫線の種類の設定

GScript の罫線は、次の種類から選択でき ます。

ＰＢ?4‥‥‥‥‥‥‥‥‥ドラッグの始点と終点を結ぶ直線を描画しま

す。

阿部iji攬１１１１‥‥‥‥ドラッグの始点と終点を対角とする長方形の

枠を描画し ます。

ＩＭＩｌｌｉｌｌ‥‥‥‥‥ドラッグの始点と終点を対角とする楕円の枠

を描画します。

111111ji・－ｓ●jg●‥ドラッグの始点と終点を対角とする長方形を

描画し 内部を塗りつぷします。

､ｐｌｇ●－ｇ●ｊｇｔ ‥‥ドラッグの始点と終点を対角とする楕円を描

画し内部を塗りつぶし ます。

罫線の範囲を指定するときの、最小移動単位をドット単位で指定

します。挿入位置を起点として計算されます。

最小移動単位に１を指定すると、自由な大きさで罫線が入力でき

ます。

Ｕ 罫線アイ ンのポ ブア プメニ ーから四

を選びます。

囚 グリッド単位を横、縦の順でドット単位で入力し、EIIIを

クリックするか、雪を押します。

菌皿 ‾　　　　　　　　　　ｼ ｒ へ'ン8:¥textl.pen　　　　　　　　　　　 ㎜ ×

四 高 郷S -
ｱﾘｯﾄ ｀`単位(x，y):19,29　　　　　　　　　　　　　　　　　L 殺り　 國 訓ｉ

最小移動単位とは別に、マージンをドット単位で指定できます。

最小移動単位で補正してマージンを足した位置に描画されます。

マージンは左、上、右、下の４箇所を指定します。

il　 罫線アイコンのポップアップメニューからFli 尹秤Ｆ－

を選びます。

５３
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３－７　罫線を入力する

目　 マージンを左、上、右、下の順にドット単位で入力し、

旧 蹟をクリンヽクするか、習を押します。

㎜　　　　　　　　　　ｼ ｒ へ'ン8:¥text1.Pen　　　　　　　　　　 ㎜ χ

lalS ［異才匯 匯14 匯1.』|&| 礁 誦11691 1H
マｙﾝ（1,t,r,b）:g,4,e,4　　　　　　　　　　　　　　　’‾［藪 ］∇］回国１

I GS:6rlμ挟索

｡ 。,・●･･Ioi,ｉｉｌ腿SSj で入力した罫線の挿入位置を捜すときに使

用し ます。

検索は囲む四角形で行われますので，重なっている場合は挿入位

置が右下にあるデータが見つかります。

ま

索対象になります。

－ストした、GScript のデータも検

n　
罫線アイコンのlｓlｑ・･●lｑlsａ胴を選びます。

囚　 挿入位置を捜すＧＳｃriptを左クリックします。



GScript 検索

回　 カーソルが見つかったGScript の挿入位置に移動します。

削除する場合は、K垣口を押します。

l 糾〕

Ｇsｃript罫線で大きな表を作成すると、表示処理が重くなり、

編集効率が下がります。

このような場合に、Ｇsｃript罫線をドローデータの文字オブジ

エクトとすることで、表示処理を軽くすることができます。

n Gs
ｃriptで作成した表全体を（改行コードも含める）選

択し、ポップアップメニューから芦罪翻 を選ぶ。

21

選び、表より少し大きく範囲を指定する。

回 ポップアップメニューから『●ｗ ｒ¶・を選ぶ。

EI l ｓ●－iii ｘiJｓの中からla,laiｓ●を選ぶ。

これで表全体で１つのドローオブジェクト（文字）になります。

ただし、文字オブジェクトですから、Easydra ｗ.×にペース

トした場合も、文字として扱われます。

５ ５
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３ － ７　 罫 線を 入 力 する

Ｉ 上書き入力 八

上書きモードでの入力を行う 場合、罫線アイコンの･ｉ替Ｓ葛厦i】を 、

選びます。

アイコン バーに･腎加齢勃原SS と表示され、上書きモードになりま

す。中止する場合は、E 据] を押します。

上書き入力中は、日本語フロントプロセッサは使用できません。

Ｉ 改行文字の挿入

複数行にまたがる文字列の、行の折り返し位置に改行コードを挿

入するときに使用します。

文字列が選択されているときは、選択されている文字列が、選択

されていないときは、カーソル位置から文末までが対象となりま

す。

Ｉ 改行文ｉ の削除 Ｉ

｢１４１ｒｅｌｌｘa で入力した改行コ ードを、削除するときに使用し ま

す。

文字列が選択されているとき は、選択さ れている文字列が、選択

さ れていない ときは、カ ーソル位置から文末までが対象となりま

す。

Ｉ 改耳耳】－ド9 押入

文章の途中で改頁する場合に、使用します。

ｎ　
カーソルを改頁する場所に移動し、罫線アイコンのF1171を選

びます。



改 頁コ ード の挿 入

囚　 改頁コードが挿入され、以降の文章が次の頁になります。

改頁コードは、通常の文字と同じように削除などの編集がで

きます。

匯 柿 〕

改頁コードは、実際に入力されるのは＄ＯＣです。

｢9T りLI 十[皿 ＩＣＴＲＬ Ｉ十[口でも入力でき ます。

３

５ ７
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３－８　印刷する

●文書編集モ ード

l………ヂ ４ザ印 刷====くﾃｷｽﾄｎ べり

ｉ　 Ｐ ローヂ ー：タ 再計ｉ=

lｙ そ のil まdD サrf ズでIE哨111

‥::爾 面 サ イy=ズで 印 刷 ………1… ……

印刷する

I 二印刷乍==-ﾄﾞ･を設定i' る

編集中のファイルを印刷するときは、プリンタアイコンまたは印

刷アイコンを使用します。

印刷には、大きくわけて次の３つの方法（印刷時設定 ）がありま

す。

①そのままのサイズで印刷する

②画面のサイズで印刷する

③画面のサイズにいちばん近い、整数倍で印刷する

プリンタの解像度に関係なく、画面の１ドットをそのままプリン

タの１ドットとして印字するモードです。プリンタの解像度が高

いほど、小さく印字されます。

プリンタの解像度に合わせて、拡大して印字するモードです。ど

のプリンタで印字しても、ほぽ同じ大きさで印字されます。

通常はこのモードで印刷してください。

画面のサイズにいちぱん近い、整数倍で印刷する

プ リンタの解像度に、いちぱん近い整数倍（ 四捨五入 ）に拡大し

て印字するモードです。

文書中に貼り込んだ、ＧＳｃｒｉｐｔデータなどがずれる場合に使用

します。



［ｊ ●際］

「３－１０・ディザパ

ターンの設定」

印字倍率の設定

イメージデータ印字モードの設定

通常イメージデータは、システムのデフォルトの色変換方式によ

り、変換して印字さ れますが、

|画l－ Ｉが設定さ れている場合に、文書中 に含まれるテキスト

タイプのビットイメージは、ディザ処理でモノクロ パターンに変

換して印刷されます。

印刷に使用されるディザパターンは、環境アイコンの！－●jXSglj

－ ａ・．ＢＸｉＳｉａtｉ皿 により変更することができます。詳しく は。

「５－１　ﾀﾄ 部コマンド（ＣｈｇｄＪｔｐ）」を参照してください。

ディザ印刷は、PostScript プリンタでは使用できません。

また、必ずモノクロに変換されますので、カラーで印刷する場

合 は 、 しないでく ださい。

ドローデータ印字モードの設定

ドローデータとは、表示用の'ＰＩＣＴ'と内部データ形式の'ＤＲＡ

Ｗ'が一緒になったものです。

通常印刷時は、表示用の'ＰＩＣＴ'を拡大して印刷し ますが、圃ljj,1Jj

lｌｌａ 咄 の 、 ている場合に、プリン

夕の解像度にあわせて'ＤＲＡＷ'より'ＰＩＣＴ'を再計算します。

ペジエ曲線などは、'ＰＩＣＴ'にするときにポリゴンに変換されて

いますので、印字結果に大きな違いがでます。

ペンの太さなども大きく違いますので、できるだけ再計算するよ

うにしてください。

I= ｌ 刷倍乖φ:設定＼

|弓陥嗣・所iで設定されている、印刷条件に対して何パーセントで

印字するかを指定することができます．

.､､､..‥.._､_.. ＿＿… ……キーボードより任意の倍率を縦の倍

率、横の倍率で入力します（倍率は、

1024 倍した値を入力します）

㎜　　　　　 ．．．_　　ﾗ ｔへ･ンB:¥teχt1.en　　　　　　　　　　　　　x

「鎧［4SI 器9 渉| 迦 匯SF1, 」 11111 1圃41 1 5221　11　1

印字倍率佃/1624):ISX●Bal　　　　　　　　　　　　　　　Elil�EEII吻

５０％印刷川２００％印刷| 印刷時の倍率を指定された値にしま

す

画面サイズで印刷が設定されている場合に、２００％印刷が指定

されると、画面のほぼ２倍のサイズで印刷されます。

あまり大きな倍率を指定すると印字できないことがあります。

５ ９
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６ ０

３ －８　 印 刷す る

Ｉ 用紙の設定
｜

印刷用紙のサイズや、印刷範囲などを設定する場合は、プリンタ

アイコンのlii鴎夥it皿 を選びます。

ここで設定された印刷範囲の大きさが、１ラインドット数、１頁

行数に影響します。

Ｕ　
プリンタアイコンの111M秤柘－ を選びます。

コントロールパネルの「プリンタ」で設定された機種の、印

刷環境設定のダイアログが表示されます。

必要に応じて設定を変更します。

印刷環境設定

登録プリンタ系列

（C 咄ON LIPS3 ） �　

印刷モード
ご μ

l7ｨｰ ﾀﾞ　　;rぶ.Fa9

扁ご

口

印刷i誦「m ‾7‾乏- �

－卜　　　　　 なし　

温 丿

用紙ｌ 顛「面 爾 叫･･･1

撲サイズ「 コiT

縦サイズ「 ‾Ｓ‘

上マヅヽﾝ「 －7r41 ●･1

�下ﾏ-ｼ゛ﾝ

左マーゲン �244
�

●●･

��６･畷�●i･

�なヅン「T’万４
��加
●･

�改け幅 � ４哨 �卜

�解像度　｢‾iiXi｣色｣

フ,tント設定 「平蕪‘　| 蚕iiF ��｢麿『 国『

目　 １ラインの大きさが変更されたときは、確認のダイアログが

表示されますので、１ラインドット数を変更するときは、

扁窯をクリックします。

ﾌﾟ
jfF 万牛jl ラインしﾄﾜ!; ぶします

屑屑渕

a 糾］

印刷環境設定のダイアログに表示されるドット数は、プリンタ

のドット数です。シヤーペンの１ラインドット数で指定した値

に、印刷時の倍率（解像度による倍率×印刷時倍率）をかけた

値になります。

印刷範囲の大きさも、印刷時倍率により変化し、２００％では

通常の２倍の大きさになります。



●文書編集モード

用紙 設定. 。

m､m

¬str7

’゙印刷時倍率 「9　

印刷時設定 【`

Ｉ
ニイ メ 十 ジ 印 刷j …… ……j:.::に:j万:

イメージ印刷

文字飾りやイメージデータを印刷する場合には、イメージ印刷を

使用します。

Ｕ　
プリンタアイコンのｉ・ － Ｗ９９１を選びます。

コントロールパネルの「プリンタ」で設定された機種の、印

刷ダイアログが表示されます。

印刷開始ページ、終了ページ、印刷部数を入力し、嘸縫を

クリックします。

目 印刷中のダイアログが表示され、印刷が開始します。

印刷を途中でやめる場合は、回訓をクリックします。

回
印刷が終了すると，アイコンバーに19,１,ｐｉｉ●●●ｌｉＳ●lf●●と

表示されます。

●文●●集モー,ご → シ√ へ≒ Ｊ 紙 診 才 １ 他 旦

,．-．.－, ．．．----　　　　　 ＝.　　　　　　　　　 χ･弓ﾉﾍじ ｽﾞｿﾞ115 レｔ

● エディタモ ード

ト ヰ 衿 衛TF
／ １|.,..

，....---||||　，|

I ．　　　　　　　　　 い り しﾇl ，

コ ー1fﾐ,印 刷 …

…jjj:　　

＼ ＼,
……=::I=

々 引･

文字をプリンタのフォントを使って印刷する場合に、使用します。

文字飾りは無視され、イメージデータは'絵'と印字されます。

２りＪ 一/・･く
≒わ｀-゛

馬 町kJ谷休 五黄 里　

レ 仁女jJ絞 い ﾊﾞ ｽﾞ幻 り･ ヽ

６ １
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1

1

1
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３－９　表示を変える

●文書編集モード

表示倍率 変更‥

●文書編集モード

l

[il し

ジ 細 面 ‾‾‾‾"'ド

卜 改 行 文 字 表 示 丿

ｌ ｙ タゾブ 文 字 表 示 ＼

１　 終 端 記 号 表 示

１

卜 論 理 行 衷 示 く: ………… ……===……

４ 物 理 行 表 ぶ

頁位置表示

桁位置をド｡ツ１で 表示 。

頁枠表示ヶ －　　▽卜 万

頁行政‥

吸;j｡
ク ロ 表示　　　I｡

……11111
ｙ 瓦9::こ 表 示:( 白 地に 黒Ｅ　

カ ラー 衷 示 く黒 地に 白)

●エディタモード

－ － －

ｌ　終端 記 号表示

ｌ　
卜　　　　 丿
し そj ク･t7表示=,::l

ｙ カ ラー表 示::

表示を変える

｢噛F蒜

Ｉ 拡大・縮少表示

画面を拡大・縮小表示することができます。

r！可ｒｒ７?ii;1－ ‥‥‥‥‥‥キーボードより任意の倍率を縦 の倍

率、横の倍率で入力します（ 倍率は、

1024 倍した値で指定し ます ）

㎜　　　　　　　　　　ｼt.- へ･ンB:¥text1.pen　　　　　　　　　　 ㎜ χ

｢ｔ ４ 『Ｘ７莽 冪 取 取 冨 『ぼ 誕 『 町 ‾T 町
倍率（n/1924 ）:腿 ●限|　　　　　　　　　　　　　　　　 團　 囲 口

阿i郭F司弼～阿･I●鄙15雨i卜 … 指定さ れた倍率で表示

Ｉ 制御コードの表示

改行コードなどの制御コードを、表示することができます。

現在設定されている項目には、チェックが付きます。

S･1111glEil 曙 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥改行 文字 （↓ ）の表 示

Ｓ●●・SSiSii 司… … … … …… タブ 文字 （-１・‥ ‥ ）の 表示llQfJ|i

祠・Ｓ１１ｑi嗜簡¶‥‥‥‥‥‥‥‥‥終 端文 字 （I ●i蒙・I ） の表示

ｌａＨ

行数表示には、次の３つの種類があります。

(エディタモードは論理行表示のみ)

①論理行表示

②物理行表示

③頁位置表示



行 数表 示

論理行表示

改行コードまでを１行として数えます。タグジヤンブを利用する

場合などは、このモードになっている必要があります。

折り返しまでを１行として数えます。

頁位置表示

現在の頁位置と、頁内の物理行位置を表示します。

桁

３

６ ３
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３－９　表示を変える

…‥横方向のカーソル位置をドット数で

表示する

|≡IS 禰ｉ… … … … … … ……Ep 昴り範囲を示す枠を表示します

（設定した場合に、文字の入力時な

どの再描画に時間がかかることがあ

ります ）

．Ｕ．．．＝． … … … … … …… １頁の行数を設定します（ ここで設

定した値が印刷時の範囲になります

ので、通常はプリンタアイコンの頭

糊眉ii㎜ で、設定し ます ）

i－･ ｜●ＳＩＳ‥‥‥‥‥‥‥‥‥テキスト編集領域をモノクロで表示

します（ カラ ーで表示した場合より、

表示が高速になります ）

…テキスト編集領域をカラー（白地に

黒）で表示します

文書中にイメージデータが含まれる

場合カラー表示を使用してください

…テキスト編集領域をカラー（黒地に

白）で表示します

ドローオブジェクトで、白抜き文字

にする場合などに使用します



●文書編集モード

lｙ スプリッ｝形状左右

マクロ中止

●エディタモード

;

ｙ ス プ リ

ッ l ヽ

形 状 左 右

l y

嘩 罵
｀ フ ラ

作

土 　 　

…

…
… I : ･ : ･ E ; i : :  ･  . : . :

ｼ ﾞ . . ･ :
……… : . ･ : ･ i . . ･ ･ 　 . ･ づ つ i S : : i ; i ･ i ; : . E ･ ; ･ i l l ･ . ;

… … … :

… … : ･ . : ･ . ･ : ･ . ･ ･ i ｡ : ･ : : i ･ l : i ･ i ･ l : i : : . ･ l :

に ｽ ﾞ l j ぎ ; f

こ , !

草 市 き . L : … … : … …

i……水 平タブ 文字 敵‥
：ノ
スクロ ール行 敷..::

禁 則処 理文字 敷.. ＼’
に:ｊ －ト イ ンデ ント､i

ﾉ
{ で§ 台斐ji:§j:}ﾉ=

こ
…
……

編集環境を変える

編集モード

r ゛
－
ｔ－

６ ５

編集環境により、シヤーペンの動作は大きく変化します。

文書編集モードと、エディタモードでは設定が違いますので、注

意してください。

Ｉ ●集胞－卜=･

IFFｓａ■●＝ ｉ … … … …… 編集できないよう に設定

Ｉ－ 画il 唱－ ｌ ‥‥設定すると、ファイル保存時にバッ

クアップファイル（拡張子「.ＢＡＫ」 ）

を作成する

●　　i il 芦 示11　　　　 ‥設 定 する と 、フ ァ イル 保 存時 に文 字

飾 り と編 集環 境を 保 存 する

読み込み時文字飾りを無視‥設定すると、ファイル読み込み時に

文字飾りを無視する（イメージデー

タも無視する）

読み込み時環境を無視

スプリット形状左右

M逢Ｓ Ｓ窮i ‥‥

… …MI定すると、ファイル読み込み時に

環境を無視する

設定すると、。jjil ｙぞjiE＝ を

実行したときに、新たにウィンドウ

を開かず、現在のウィンドウに読み

込まれる

四Ｉｓａ－ － の分割の左右／上下の

切り替え

設定すると、マクロ中の検索で文字

が見つからなかったときに、マクロ

を中止します

１文字も変更されていないときに設

定すると、ファイル保存で保存され

ます
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６ ６

３－１０　編集環境を変える

１　１ラインの幅を蝕定する

１ラインの幅は、文字数またはドット数で指定します。

１ライン文字数 ．． １行（物理行 ）の幅を半角文字数で

１行（物理行）の幅をドット数で入

夕］する
゜
１ラ 俳 ぷﾉ}政 顧j000d)

゜

圖 冒IT 三　　　　
．.,.,.･･････.1;.･.;i････ ，

． ＼ 万ｸﾞ
‥‥‥51 細 圖j'

．

文字数で指定する場合は、現在の入力環境の半角文字サイズ×指

定された文字数になります。

文字列は、指定された幅に納まるように折れ曲がり表示されます。

ここで設定された値が印刷範囲に影響しますので、印刷を前提と

した文書編集の場合は、プリンタアイコンの､。。､萌剌９－ で設定

してください。

1｡]ヱ２ＬＲＩこXllコｊ:㎜ … …… タブ幅をドット数で入力する

]ぷμ。い≒ ぶぶ
才]

｢l- 皿f寸--山司XX㎜ ＝'““' ゛'゙ ""' 改 行 幅の ドッ ト 数を 指定 し ます

入力さ れ た文 字 が、 この 値 より 大き

い とき は 、改 行 幅は 文字 の 高さ にな

り ま す。 行を 重 ね合 わせ る とき は 、

文 字 飾り アイ コン の廊扁』閲謳1111蔡扁

阿i㎜ で 指定 し ます

ﾝ望ｙい。

扉｜噺

］



１ラインの幅を設定する

・W･ ■㎜－･I-II Ir.､㎜ ‥‥‥'̈ カ ー ソル 移 動な ど で一 度 にス クロ ー

ル する 行数 の設 定

Ｉ 禁則処琴の雄定

行頭に入力されたくない「。」「、」などや、行末に入力された

くない「（）「「」などをそれぞれ行末や行頭に移す処理を。

「禁則処理」といいます。

禁則処理は、ぶら下がり禁則と追い出し禁則が指定できます。

禁則文字を変更するときは、キー定義ファイルを変更してくださ

い。

－.．,.･17い,ａ Ｊ．;;㎜ …… …禁則処理をする最大文字数を指定

（指定した文字数以上禁則文字が続

いた場合，禁則処理を行わない）

l¶弓曜ia曙ヨ・i－ ｓ…… …追い出し禁則／ぶら下がり禁則の切

り替え

ぷら下がり禁則

（禁則文字数＝２ ）

ま い り ま し た 。

追い出し禁則

（禁則文字数＝２）

XI` .
－

ｔ ＿.･

６ ７
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３－１０　編集環境を変える

１ つードう)しプ文字数必ｉ 定

英単語が２行にまたがらないようにすることを、

処理」といいます。

｢ワードラップ

ワードラップの対象となる文字種は、キー定義ファイルの半角文

字属性で指定します。

を指定する。指定された文字数より
長い単語の場合は、ワードラップ処

理を行わない

1ぶ ぐ。≒
蔭T画

］

ワードラップ文字数＝０

ワードラップ文字数＝１０



Ｉ 芦
Ｔトアリ グンり ≡二=町･

オートインデントモード

改行コード入力時に、前の行の行頭の空白（タブ、スペース）と

同じだけ、自動的に段下げするモードです。

オートインデントが行われるのは、行の１桁目が空白のときだけ

です。

位置指定のタブおよび、幅指定のタブに対しては、正しく段下げ

されません。

オートインデントモードの設定・解

除

I 〉:幸 希λ カ：ｉ 墳 のゆ加･切り加 え … …::＼　 六白… ……(十, ‥ ‥‥万,･.･I

文字入力環境は、挿入ポイント以前の文字の属性に、自動的に切

り替わります。

挿入ポイント以前の文字が、コントロールコード、イメージデー

タの場合は、挿入ポイントの文字が参照されます。

… 入力環境自動切り替えの設定・解除

Ｉ 外部コTマ
宍=哨f 寒印

９ﾕ９声軍　　　　
ノ

シ ヤーベンは、シヤーベン．ＡＲＣにアーカイプさ れていない外部

コマンドが実行されたときに、ファイルよりロ ード・実行します。

通常は、シヤーベン。×の存在するディレ クトリより検索しますが、

外部コマンド実行パスが指定されているときは、そのディレ クト

リより検索します。

パスがフルパスで指定さ れているときは、指定さ れたパスより検

索し ます。フル パスで指定さ れていないときは、シヤーベン。×の

存在するディレクトリ下の、指定されたディレクトリを検索し ま

す。

初期設定は、「ＥＸＣＯＭ」になっています。

･外部コマンド実行パスの設定

６ ９



３

７０

３－１０　編集環境を変える

Lｉ 鰐 〕

「 ５ － ２　 夕卜部コ マン

ド ー覧 （Ｃｈｇｄｉｔｐ）」

［ｊ 蓼照ｊ

「４ －６ ・環 境 フ ァイ

ル の変 更」

Ｉ ディザパターン（モノクロ）の設定

ディザ印刷をするときのパターンは、通常はシステムに設定され

ているものを使用しますが、自分で用意したパターンで、印刷す

ることもできます。

変更したディザパターンは、　　　　i.　　W1　13　　　で保存さ

れます。

･ディザパターンの変更

Ｉ キー軍義フアイルめ詰み込み・書き出し

キー定義をテキストファイルに書き出し、編集して読み込むこと

ができます。

編集中のウィンドウに串一定義をフ

ァイルを読み込む

ｅ
扁麹 廻国!＼。

E
－ 匯に..L 、　

匯rミ　ー ゛゙ l°
編集中のウィンドウの牢一定義をフ

アイルに書き出す

編集中のウィンドウのキ一定義と環

境をファイルに保存する



《

シヤーペンの応用



７ ２

４ ウ ィンド ウ モ ード

ウィンドウモード

I ニウィンドウモー=ド

シヤーペンには、新しいテキストをオープンする場合に、

つの方法があります。

次の３

①新しくウィンドウを開き、そこにテキストを読み込む

②現在編集中のファイルを退避し、同じウィンドウにテキストを

読み込む（分割したウィンドウの場合でもよい）

③現在編集中のファイルのウィンドウを分割し、分割したウィン

ドウにテキストを読み込む

②と③では、１つのウィンドウで複数のファイルを管理します。

状態としては、①のウィンドウが１枚に重なっているようなもの

で、内部情報はそのまま保持されています。

たくさんのファイルを編集する場合に、別々のウィンドウをオー

プンしてテキストを読み込むと、システム全体の負荷が増し、処

理が遅くなります。

メモリの節約にもなりますので、①でウィンドウを重ねて編集す

るような場合は、②や③を使用して１つのウィンドウで作業して

ください。



現在編集中のファイルを退避してのオープン

ウィ ン ドウ モ ード

シングルウィンドウモードが設定されている場合、または起動オ

プションに、「－Ｃ２」を指定して起動した場合に、新しいウィ

ンドウを開かずに、同じウィンドウにテキストを読み込みます。

現在編集中のファイルは、そのままの状態で退避され、編集ファ

イルを切り替えることで、再び編集対象にすることができます。

－
▼

ウィンドウを分割してオーブンするときは、次のようにします。

U に)卜'1.11＋[Ｄを押します。

７３



７４

４－１　ウィンドウモード

囚
外部 コマン ド （s ，lit ） フ アイル 名の 順 に入 力し 、回 廬

を ク リ ツク する か、淵 を押 し ます 。

la lqg la 卿IS 邨Fd4 りal 圖 嚇11 良11 削 １や

りヤーヘ'ン自:¥CnNFIG.SYS ���×

｢蓋7資｢XT 回 葦 葬 孵 冨｢ ぼ 誕｢ Ｔ頂TT 肝口T
�IILES　　＝ろ　
UFFERS　 ＝2
りERIFy　　 ＝0BRE

自卜く　　 ＝0L
介STDRIりE ＝ZTITLE　

＝ ￥KET

＝B
USKCG　　 ＝BBELL　

＝BDE
りICE　　 ＝BDE
りICE　　 ＝BDE

りICE　　 ＝BnrUIrr　
x p �1924FFHELL¥TITLE.SX¥KET.STS¥USKCG.STS¥BEEP.SYS¥STS¥PRNDR

り.STS¥STS¥RSDR

り.STS¥STS¥OPMDR
りろ.xt1182¥Q

りQ¥rnnojlr` rv �

｜

｜

｜

���阿Ｓ皿丿

オプションを指定して起動する場合は、「－Ｃ”ファイル名”」の

ように指定します。

例：エディタモードを指定して開くとき

奸 ＝ に ゃ りEk
偏

部で1ンド己:卯i　a: con 19.即ｓ－ iイ。　　･-JI 匪II

＿　 ｼﾞｬへー'ン介:¥CONFIG.SYS　　　　　　　　　　　　　　X

聊り 蒔 灰軍 陣ij 辰示 降着　　　　　　　　　　　　1　241　　11　1，
�　ILES　　＝腿M
FFERS　 ＝2a l 胞4

りERIFT　　 ＝OFFBRE

隋く　　 ＝OFFL
介STDRIりE ＝Z:TITLE　　s¥qELL¥TITLE.SXKET　　　

＝B:¥} くET.STSUSKCG　　

＝B:¥USKCG.STSBELL　　　
＝B:¥BEEP.STSDEVICE　　
＝B:¥STS¥PRNDR り.STSDE

りICE　s ＝B:¥STS¥RSDR り.SYSDEVICE　　

＝B:¥SYS¥ 〔PMDR りろ.XU18gnrUIrr　　
－ p･¥匹¥rnnRJTrr y �

ｉ

Ｎ



編集ファイルの切り替え

編集ファイルの切り替え

７５

Ｉ 編集ファイルの切り替え ｜｜

編集対象のファイルを切り替えるには、次の５つの方法があり ま

す。

①編集対象にするテキストを左クリックする

②タイトルバーのポップ アップメニューで選択する

(シングルウィンドウモード時のみ)

③タイトルバーでＩ ＳＨＩＦＴ｣ を押しながらのポップ アップ メニュ

ーで選択する( マークジャンプ)

④最後に編集したファイルへの移動

⑤ ＨＯＭＥ] 、以 泗 などのキー操作

ウィンドウを分割しているときに、現在編集対象になっていない

ファイルを、左クリックで編集対象にすることができます。

シヤーペンのウィンドウがアクティブでないときは、１度左クリ

ックしてアクティブにしてから、もう１度左クリックします。

りｒ へ'ンQ:¥CnNFIG.SYS　　　　　　　　　　 ㎜ ×

坏 蘇 畔 陣 解 離　　　　　 「 耳 て『了

卜 �　ILES　　

＝5gMFFERS　
＝29 1 詑4　　　　　　

回

りERIFY　　x OFFBRE
自K　　＝OFF　　　　　　　　　MLRSTDRIVE
＝Z:TITLE　　
＝¥SHELL¥TITLE.SX　　 ［］1

♂rV　　　－ p･¥MrV W
-　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜ぼＳ

ｌ　 左クリックする

ご大人`りＱＸＩＴｒｙＴｌ ｐｒＭ　　　　　　　　　　 ㎜ χ

｢圃7冨『ｙ 萍 匹 ４;四m Γ了匹｢ Ｔ
｜　　
卜 �FILES　　

＝5gBUFFERS　
＝29 1a24　　　　　　　

目VERIFY

＝OFFBRE
自K　　＝OFF　　　　　　　　　ILRSTDRI
りE ＝Z:TITLE　　
＝¥SHELL¥TITLE.SX　　 吻

μΓV　　　 － p･yMrV W　　　　　 －



７６

４－２　編集ファイルの切り替え

タイトルパーのポップアップメニューによる切り替え

シングルウィンドウモード時に（分割を含む）、タイトルバーの

ポップアップメニューで、編集対象のファイルを切り替えること

ができます。

タイトルバーで１ ＳＨＩＦＴ Ｉを押しながらのポップ アップメニュー

で、あら かじめ登録したマーク位置に、移動することができます。

マークは複数のフ ァイルに渡って設定できます。

１度設定したマーク位置は、すべてのシャーベンが終了するまで、

保存されます。

マーク位置を設定したファイルを終了し、そのマーク位置を指定

してジャンプした場合、もう１度そのファイルを開き、設定され

たマーク位置にカーソルを移動します。

●マーク位置の設定

l
■ マ
ークする位置にカーソルを移動し、ｌＣＩＨＬ け 回 を押し

ます。



編集ファイルの切り替え

目 ７－クする番号を[工卜 函を押して指定します。

中止する場合は、ER] を押します。

●マーク位置へのジヤンプ

タイトルバーでＩＳ ＨＩＦＴ ｣を押しながらのポップアップ メニュー

からマーク番号を選びます。

キー操作によりマークジャンプすることもできます。

U　 匠璽]を押し、続けて厦卜[ 蔚を押します。

した位置以降の文字

囚 半角の’ｍ’を入力し、Elllをクリックするか、ｌ を押しま

す。

４

フ フ



７８

４－２　編集ファイルの切り替え

３ 厦卜 圈 で指定したマーク位置にカーソルが移動します。
編集終了をしたファイルの場合は、そのファイルを開きます。

Ｏ番のマークは、移動時だけ指定できる特別なマークです。先頭

行や最終行への移動、検索、マークジャンプなどを実行したとき

に、自動的に移動前の位置が設定されます。

５番のマークは、通常コンソールモードにより使用されます。

コンソールモードのウィンドウがオープンしている場合、１行入

力を行った位置が５番のマークに設定されます。

IＯｐＴ.11＋回 を押すと、最後に編集したファイルの、編集した

位置にカーソルが移動します。

マークジャンプとは違い、終了したファイルには移動できません。

キー操作によるウィンドウの切り替えには、大きく分けて次の４

つの方法があります。

①ほかのウィンドウに切り替える

②同じウィンドウ内のファイルだけで切り替える

③同じウィンドウの表示されているファイルだけで切り替える

④同じウィンドウの表示されていないファイルに切り替える

シングルウィンドウモードではなく、１つのウィンドウに１つの

ファイルしかオーブンしていないときは、②と③と④は①と同じ

動作になります。

分割していないときは、③と④は②と同じ動作になります。



ＥＫ] ＋ｌＣＴＲＬＩ＋囚 で次のウィンドウに[

口]で手前のウィンドウに切り替わります。

編集ファイルの切り替え

E 孤] ＋ｌＣＴＨＬ Ｉ＋

同一ウィンドウに複数のファイルがオープンされているときに、

表示されていないファイルには切り替わりません。

標準の串一定義ファイルには、定義されていません。使用する場

合は、次の機能番号を適当なキーに割り当ててください。

＃６５

＃６８

編集テキストの切り替え（昇順）

編集テキストの切り替え（降順）

同じウィンドウの表示されているファイルだけの切り替え

す 。

また

また

十区]で次のファイルに、ＩＳＨＩ卜TI 十

十[CΣtで、手前のフ ァイルに切り替わりま

同じウィンドウの表示されていないファイルへの切り替え

匝 泗またはE 孤1 十lSHI トリ 十[瓦忙 次のファイルに、E 亘回]十

ｌＳＨＩＦＴ Ｉ十[亘]で、手前のファイルに切り替わります。

４

７ ９



４

８０

４－３　イメージデータコピー＆ペースト

ＰＡＴ４〔ﾄﾞｯﾄ車位色変換〕
Ｐ Ａ=？ ４

Ｐ Ａ：？ ４

イメージデ ータコピ ー＆ペ ースト

Ｉ イメーｊ デ=一夕のペー戈:=卜

イメージデータやドローデータをペーストする場合、次の４つの

方法があります。

①ドローデータペースト

②そのままでペースト

③モノクロに変換してペースト

④カラーに変換してペースト

ドローデータの、表示用データと内部データ両方をペーストしま

す。印刷時にドローデータを再計算する場合や、イメージコピー

してEasydra ｗ.χで再編集したりする場合は、ドローデータペ

ーストを使用する必要があります。

ほかの方法でペーストした場合には、表示用データ（GScript ）

だけがペーストされますので、ドローデータとしては利用できま

せん。

GScript データは、GScript のまま、イメージデータも色変換

などを行わずにペーストします。

ドローデータの場合は、表示用データ（GScript ）だけをペー

ストします。

この方法でペーストした場合は、キヤンノ玖｡×などでコピーしたグ

ラフィックデータはそのままの形式でペーストされ、印字をする

ときにプリンタの解像度に合わせて、デフォルトの色変換方式で

変換して印字されます。

カラー印刷を目的としたグラフィックデータのペーストの場合は、

この方法を使用します。

ただし、ほかの方法でペーストした場合より、印刷に時間がかか

りますので、状況に応じて使い分けてください。

Lｉ 嘸

「ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷ

ユーザーズマニュアル」

の「４－５　コントロ

ールパネル」



イメージデータのペースト

モノクロイメージに変換（画面の解像度で）してペーストします。

クリップボードにパレットが格納されている場合、そのパレット

が参照されます。

ＰＡＴＩ（ドット単位色変換 ） ド ッ ト 単 位 色 変 換 方 式 で 変 換

し て ペ ー ス ト

局 所 誤 差 分 散 方 式 で 変 換 し て

ペ ー ス ト

誤 差 分 散 （Ｆｌｏｙｄ Ｓｔｅｉｎｂｅ

９ ）方 式 で 変 換 し て ペ ー ス ト

ドット単位色変換方式で変換

してペースト

局所誤差分散方式で変換して

ペースト

｡

万万Ｉ

／

・

８ １

ＰＡＴＩ（誤差分散 ）……‥

カラーイメージに変換（画面の解像度で）してペーストします。

クリップボードにパレットが格納されている場合、そのパレット

が参照されます。

……………

９)方式で変換してペースト

I ¬rﾒｰﾄ年?f－?=や？1=叶

イメージデータやドローデータを、ほかのアプリケーションで再

編集する場合、ｉ●i－ 〃li － でコピーする必要があります。

●l・－ でコピーした場合、文字飾り付きの文字として、クリップ

ボードに格納されますので、ほかのアプリケーションがイメージ

データとして認識できません。



･″|　

Ｉ

８ ２

４ －３　 イ メ ージ デ ータコ ピ ー＆ ペ ー スト

Ｉ イメージデータの拡大・縮小

㎜ �に �--

Ci 軸 〕

「３－４　文字の大き

さを変える」

イメージデータを拡大・縮小する場合、次の３つの方法がありま

す。

①表示サイズをドットで指定

②現在の表示サイズからの倍率で指定（。｡11j｡４４ぷー ●）

③イメージデータからの倍率で指定（ｉ●;－ ＳＩＥｌｌ画皿 ）

イメージデータを、表示サイズを指定して拡大・縮小する場合は、

し ま す。

ドローデータの場合でも、ＧＳｃｒｉｐｔの再計算は行いませ ん。

現在の表示サイズから の倍率で指定

イメージデータを、現在の大きさを基準に拡大 ・縮小する場合は 、iiil

運Ｓ同i－ を使用し ます。

ドロ ーデ ータの場合は、表示用のＧＳｃｒｊｐｔを内部デ ータ から 作

成しなおします。

イメ ージデータ（またはドロ ーデータ ）からの倍率を指定して拡

大・縮小する場合、 し ます。

ドローデ ータの場合は、表示用のＧＳｃｒｉｐｔを内部データから作

成しなおし ます。



ドローデータの編集

ドローデータの編集

．
Ｘ

‐１

８ ３

シヤーペンでは、Easｙdraｗ.×で作成したドローデータを文書

中に貼り込むことができます。

ドローデータに対して、次の処理を行うことができます。

①文字オブジェクトの新規作成

②ドローデータ中に含まれる文字オブジェクトの編集

③拡大・縮小

④コピー（Easydra ｗ,×で再編集ができる）

⑤文字オブジェクトの環境の変更（禁則処理、背景色など）

ここでいう「ドローデータ」とは、Easydra ｗ.χで作成し、シ

㎜ こ ］貼 ］込 指

す。
込んだ場合は、表示用データ

（GScript ）の部分だけが貼り込まれますので、ドローデータと

して利用できません。

匯 痩〕

Easydra ｗ.×でクリップボードに転送した場合、リスト表示

にすると、次のように表示されます。

PICT　50646 （数値はデータによって違う ）

DRAW　11930 （数値はデータによって違う ）

ＰＩＣＴが表示用のデータ、ＤＲＡＷが内部データです。

デ 四 で複写 場合

ＣＴだけ複写されます。



８ ４

４－ ４　 ド ロ ー デ ータ の編 集

Ｉ ドdﾚﾆ ﾃﾞｰ φ1め複写

ドローデータを複写する場合、次のようにします。

U　Easydra ｗ.×を起動し、ドローデータを作成します。

目　 ドローデータを選択しilSS を選びます。

ドローデータがクリップボードに格納されます。

回 編集領域のポップアップメニュー
ら 、 ます 。

カーソル位置にドローデ ータ が複写さ れます。

」
▼

萍 四 ‘-

Ｉ 文字オブジェクト新規作成

｜

か

シヤーペン側で文字オブジェクトを新規に作成する場合、次のよ

うにします。

n
編集領域のポップアップメニューの、園ｉｓ;iｓ;:ＦＰ の中
から 、 ます 。



回　 アイコンバー｛

す。

ｌ

文字オブジェクト新規作成

と表示されま

８５

左ドラッグで作成する文字領域の大きさを指定します。

回　 文字列を入力します。ここでドロ ーデータをペーストするこ

ともできます。

EI 編集範囲を示す枠の外をクリックするか、ｌａ●＝ ＝ 。ａ,!

の中から図１ﾐSUSiを選びます。



８ ６

４－４　ドローデータの編集

l ｉ 喩オブりi 回り卜編:i･

ドローデータ内の、文字オブジェクトを編集するときは、次のよ

うにします。

il 編集領域のポップアップメニューの、I廬●－iiS; Ｘ課ｊの中

から 、 選びます。

回　
アイコンバーに　　 。　 Ｘ．　　　　　　　　

●　　　　　　　　■●
と表示されます。

編集するドローデ ータの文字オブジェクトを左クリックし ま

す。

参 左クリックする

回 編集を終了するときは、編集範囲を示す枠の外をクリックす
るか、･ａ■－ －･slg 祚§|の中 から 、1?祚sｕli を選びます。

枠の外をクリックした場合は、
目
に戻ります。



Ｉ　
ドヶ【1!－ デ ータヤの拡大 ・ﾉ細 小

ドローデータの拡大・縮小

ドローデータを、内部データからの比率で拡大縮小することが、

できます。

U　 ドローデータを選択します（必ず単独で選択します）。

iｉ ヽ　i
目　 編集領域のポップアップメニューから、

を選びます。

回　 縦倍率、横倍率を1024 倍の値で入力し、Ｅ■|をクリック

するか、ｌ を押します。

２倍に拡大するのなら、2048 を入力します。

ｌ
左クリックする

８ ７



８ ８

４－４　ドローデータの編集

I ＼ドロー：≠j↓ 夕のコピ ー　　　　　　 ニ

複写や新規で作成したドローデータをコピーして、

×で再編集することができます。

Easydra ｗ.

U　 コピーするドローデータを選択します（必ず単独で選択しま

す）。

㎜　　　　　　　　　　 ご〃 へ･･yQ:￥そ。Ｙｷｌ ｎ．ｎ　　　　　　　　　　 ㎜ �×

｢蓋‾筆 写 莽 匯 蕗 取 暴｢ 疆‾･l｢ ¬『T ‾r

耀團 、
�｜

囚　 編集領域の
ポップアップメニューのｉ●Siii－I ●－ を選びま

す。

クリップボードにドローデータが格納されます。

�　／ ���㎜ き

�lal∂la聯|濫ね.|ri.j扁|礁皿1921　1口
�-

����｜

１

｜

」

�鴎皿
�
カット　　　　　 試X
コピー　　　　　 μC

ペース｝　　　　 μり
消去

ｒローチータ編集　r
｀

矩形ペースト　　　MB

��¬‾¬¬７７　

イメージ倍率変更‥　

全還択　　　　　 以自

取り消し　　　　 μZ

�����Ｒ胃皿Ｓ�-　　　-

匯 糾］

ドローデータやイメージデータを、クリップボードに転送する

場合は、必ずｉＳ－; －|・・ を使用します。

通常のSI・・ で転送した場合、文字飾り付きの文字として転送

されるため、Easydra ｗ.×などで再編集することができませ

ん。文字として転送されたかは、クリップボードのリスト表示

で確認できます。次のように表示されている場合は、文字列と

して転送されています。

ＳＴＲ＠　５０６（数値はデータによって違う ）

ＳＴＲＮ　　 ２（数値はデータによって違う ）



文字オブジェクトの環境を変える

ドローデータ内の文字オブジェクトに対し、幅や背景色、禁則処

理などの環境を、設定することができます。

U　 ドローデータを編集状態にします。

囚　 １ラインの幅を変更してみます。

１ラインのドット数を調べるために、桁位置表示をドットに

変えます。

ｌ

８９



９ ０

４－４　ドローデータ編集

回　 ３文字分の幅を増やします。

ｌ

�㎜　　　　　　　　　　ｼｒﾍﾟﾝB:¥text1.pen　　　　　　　　　　㎜×

�ａ引ISla!i吻llaL,匯刄元陶J 14111 !礁Li1　1　41　21 16e
�町

強制改行帷1･設定

EI　 禁則処理を設定します。

S

Ｓ
'
Ｓ
'

S ‾ii〕

禁則処理が行われた場合、文字オブジェクトの大きさは、その

分だけ大きくなります。



文字オブジェクトの環境を変える

目　 背景色と文字色を設定して反転表示にします。

ｌ

目　 枠の外をクリックして終了します。

文字列の高さにより、文字オブジェクトの縦のサイズは、自

動的に変更されます。

匯 岡

文字列を描画モードの設定（lgllFI・I ）により、反転表示に
し た場 合 、 指定すると文字の表

示が欠けてしまいます。

この場合は、ドローデータの文字オブジェクトとして作成し、

カラー表示（黒地に白）で反転すれば、文字が重なった場合に

も欠けることがありません。

９ １



９２

４－４　ドローデータ編集

I
上芦 芦,q) 塗 り や 芦ﾕり･‘p 指 衆

＼=
‥ 卜====万:万=　　 二万

ドロ ーデータ編集の中のｐｌ＝11;ｉｈ９●・ISI がチェックさ れている

場合、背景色で塗りつぶしてから文字を描画します。

黒字に白文字の場合、この設定になっていないと文字が表示さ れ

ません。逆に、罫線などに重ねる場合には、背景を塗りつぷすと

罫線などが消えて まいますので 皿 を設定 な

いよう にします。

環境は文字オブジェクトごとに設定でき、ファイルに保存されま

す。

このほかにも、次の環境が文字オブジェクトごとに保持されます。

一文字入力環境（フォントの種類、サイズ、文字飾り、文字色。

描画モード、文字揃え、文字間ピッチ、強制改行幅）

・タブ入力環境（タブの種類、位置など）

・改行コード、タブコードの表示

・行表示の種類

・カラー表示の種類

・１ラインドット数

・タブ幅

・最小改行幅

・禁則処理文字数、禁則処理モード

・ワードラップ文字数

・オートインデントモード

匯 糾〕

Easｙdraｗ.Ｘで再編集した場合、文字オブジェクトの環境は、

削除されます。



キーボードマクロ機能

キーボードマクロ機能

９３

同じ一連の操作を繰り返し行うときに、キーボードマクロ機能を

使用します。

記録した内容を、回数を指定して複数回実行することもできます。

キーボードマクロには、キー操作のほかにポップアップメニュー

で実行した内容も記録されます。

Ｉ 操作手順登録の流れ

ｍ ｃＴＲＬＩ＋回 で記録状態にする

②登録する操作の実行（ポップアップメニューを含む）

③ｌｃＴＲし］刊頁］で記録の終了

④登録するキーの指定（ポップアップメニューを含む）

⑤環境ファイルの保存（保存が必要なとき）

Ｉ 操作手順のｉ 録

「ウィンドウ」という文字列を検索し、「ウィンドウ」と書き換

える、キーボードマクロを登録するとき

（連続置換で置換した場合、フォントＩＤなどが入力環境のもの

で置換されてしまう ）

ｎ 
ｌｃｌ･べＬ け[函を押します。

藩 宍・ Ｊ 既 羅 桓 ド 万 万 定義中誕 日下頂l‾………:i?11 1閃 蕊 隠 戸 ゛ ぢ゙ レ ｉ

次の３つの方法があります。

目　EK] ＋回を押します。



９ ４

４－５　キーボードマクロ機能

３ 「ウィンドウ」と入力し、霞 副をクリ ンヽクするか、ｌ を押
します。

皿 四 翌ｙ蛸
E1　 曰

を１回押し、次に15MI 卜ＩＩ＋ｌＣｌＨＬＩ十[のを押します。

l 三l　 「イ」を入力します。

㎜　　　　　　　　　　ｼ ｒ へ'ン介:¥TEXT1.PEN　＿.　　　　　　　　　　　 ×

[ａ 丁[i嶮T『;;SJrXi lial キーボードマクロ定義中＆11　1 貝卜　4¥T1　15

シヤーベンには、新しいテキストをオープンする場合に、
次の３つの方法があります。

①新しく之ざ.kが之を開き、そこにテキストを読み込む

②現在編集中のファイルを退避し、『司じ　　　　　にテキ
ストを読み込む（分割したウィンドウの場合でもよい）。

郷 在編集中のファイルのウィンドウを分割し、分割した
ンドウにテキストを読み込む。

昴し昴71j＋　i fS爪r1./ゝ ，Qr-1.-ｱi愉齢爪¬－ｙll.t鮑頂1 �

μ
ぷ

｜

ｊ

弼

Ｈ

脳－iil･

【
ｌ 
ｌＣ［ＨＬＩ＋回 を押します。

㎜　　　　　　　　　　ｼ ｒ へsﾝ介:¥TEXT1.PEN �Ｘ

[ａ二4｢ 慕T 回 嘩 キクバインワ 肩TiirTT 頂T『て耳 順T

シャーペンには、新しいテキストをオープン する場合に、
次の３つの方法があります。

①新しく之ざtﾘﾐ 之を開き 、そこにテキストを読み込む

②現在編集中のファイルを退避し、同じ　　　　　 にテキ
ストを 読み込む（分割したウィンドウ の場合でもよい ）。

郷 在編集中のフ ァイルのウィンドウを分割し 、分割し た　
ンドゥ にテキストを読み込む。

島しＱｔｉｊ４　 １巾･･n.ふ.ｙhk ご1ら_男歯仙爪¬－ノ■|,ｔ 鮑調1 �

｜

－

Ｒ

l 多牙 ゛ ‥ ぶ乙皿 丿丿 匈を皿-J



操作手順の登録

回 ７クロをキーに登録するときは、圖 を押します。環境フア

イルに保存する場合には、必ず登録する必要があります。

回　 マクロを登録するキーを押します。ポップアップメニューに

登録する場合は、登録するポップアップメニューを選びます。

指定された、キー定義テーブルが（メモリ中の）変更されま

す。ここでは、|ＯＰＴ川 十［刃を押します。

これで、操作手順が登録されました。

これ以後、ＩＯＰ丁川 十［司を押すごとに「ウィンドウ」という文

字列を検索して、「ウィンドウ」に書き換えます。

キーに登録していない場合は、ＩＵＮＤＯＩを押すと、最後に登録

したキーボードマクロを実行することができます。

lj 稗録りた=キヤ･ポ十
ミ
ドマｑＱ中保命 上＼　八∧∧ﾉ ＼ ∧　 ☆

Ｉ

キーに登録したキーボードマクロは、環境アイコンのｌ皿i χilli,

りii春jia・皿 で、環境ファイルに保存されます。
キーに登録していない場合は保存されません。

I::j手一ポ１/μ々 クd 必:ｉ 鏡面:唇
｜

最後に登録したキーボードマクロは、回数を指定して複数回実行

することができます。

U　 匠Ｅy]を押し、続けて実行する回数を入力します。

匹 か 縦 八 詞 ｉ

９ ５



９ ６

４－５　キーボードマクロ機能

囚 回数に続けて半角の「；」を入力し、旦護をクリックする

か、・ を押します。

㎜　　　　　　　　　　 七 へ'ン介:¥TEXTI.PEN �×

｢醤“･ 二万 万二回 嘩 豚 町･ 『疆‘arTTrrT 匹TT
数値付コマンド:5;　　　　　　　　　　　　　　　　　　L 置i」 肛匯１ �｜

ｉ

次の３つの方法があります。

①新しく之j､政巳之を開き、そこにテキストを読み込む

（Z現 在編集中のファイルを退避し、同じ　　　　　 にテキ
ストを読み込む（分割したウィンドウの場合でもよい）。

③現在編集中のファイルのウィンドウを分割し、分割した
ウィンドウにテキストを読み込む。

冊しQ-7Sj＋　iり爪r1.ノ≒，er-1.哨儲鮪.n¬－ノ･lt 無情j

回　
３つの「ウィンドウ」という文字列が「ウィンドウ」に書き

換わります。

キーボードマクロ中に文字列の検索がある場合、文字列の検

索に失敗したところで、マ クロ が中断されます。

中断したくない場合は、環境アイコンのポップ アップメニユ

ーの、1M ｗｌｌａ尨ilialｓｌ嘔●1111を設定しないよう にしてく

ださい。

㎜　　　　　　　　　　ｼｬ. へIン介:¥TEXTI.PEN　　　　　　　　　　 ㎜ �×

｢ir4｢37 莽 冪 葬 阿 冨 藻 誕｢ ¬Ｔ｢‾爾 了

シヤーペンには、新しいテキストをオープンする場合に、
次の３つの方法があります。

①新しく之ざぶ彗泣 を開き、そこにテキストを読み込む

②現在編集中のファイルを退避し、同じ　　　　　にテキ
ストを読み込む（分割したウィ1ﾝ ﾄﾞｳ の場合でもよい）。

（鄙翼在編集中のファイルのウィンドウを分割し、分割した
ウィンドウにテキストを読み込む。

冊しQ-7･ij＋　1り 爪r1.ｙy er-1.-71愉仙爪¬－ノ･|.t鎗SI
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Iﾉ･ ｊ 斗 ｉ 義 φ 編 集 ……:
万jly::2yj:万万:

キー定義の編集

キー定義を大幅に変更する場合は、キー定義をテキストファイル

に書き出して変更しますが、１つのキ一定義（ポップアップメニ

ューを含む）を変更する場合には、マクロの編集機能を利用する

ことで簡単に行えます。

lj 白白447斗歯 舞垂 加 の111:::j万j白白jjj

(Jjl CTFIL I ＋回 で記録状態にする

②変更する操作の実行（ポップアップメニューを含む）

③ＩＣＴＲＬ Ｉ＋回 で記録の終了

④キーバインドをキャンセル

⑤EK ］・口 を押して、マクロを編集する

⑥元のキ一に登録（ポップアップメニューを含む）

⑦環境ファイルの保存（保存が必要なとき）

I:ﾆ ４ 二加義め:ｉ 甕

環境アイコンの、 定義に、ファイルに

書き出したあとに書き出したファイルを開く処理を追加するとき

Ｕ ｌＣ３ ＬＩ＋[亘鋤押します。

r ＝ ＝ ＝ ”;
囚 環境アイコンのポップアップメニュー

を選びます。

９ ７



９ ８

４－５　キーボードマクロ機能

回I CTRI I ＋[司を押します。

EI　EKI を２回押してから、EK] ・□ を押して、マクロを編

集します。

｢a ‾4' 匯 剛 遡:為 陶4[ 圖=汲 ∩ 頁口 行四

目　 次の牛一定義を追加します（途中【こ改行コードは入れません ）。

,Ｍ４,'３≒＄ＯＤ,ＭＩ,'ｇｅｔｐａｔｈ　－×３　－Ｖ３≒＄ＯＤ,＃７

０,'－Ｇエディタ．ＥＮＶ　',ＭＩ,'９ｅｔｐａｔｈ　－×４≒＄ＯＤ,＄

ＯＤ

”Ｍ４,’３≒＄ＯＤ”は、マクロ実行中にキーボード からの、入

力を行うマクロ制御コマンド、”ＭＩ”は、外部コマンドの起

動をするマクロ制御コマンドです。

Ｍ４,'３≒＄ＯＤ

この定義でファイル名の入力が行われます。

ＭＩ,'ｇｅｔｐｔｈ　－×３　－Ｖ３≒＄ＯＤ

この定義でファイル名の退避が行われます。

＃７０

ファイル名入力の機能番号です。

’－Ｇエディタ,ＥＮＶ　’

エディタモードで開くようにオプションを指定します。

ＭＩ,'ｇｅｔｐａｔｈ　－×４≒＄ＯＤ

退避したファイル名のペーストです。

＄ＯＤ

ファイルオーブンの実行です。



【
ｌ 扁 副

をクリンヽクするか、ｌ を押します。

キー定義の変更

ｉ
回 ［口を押します。

∇‾ 　 １
目　 環境アイコンのポップアップメニュー

を選びます。

９ ９



１０ ０

４－５　キーボードマクロ機能

こ れで 、 内容が変更さ れました。

これ以後、キー定義を書きだしたあとに、書きだしたファイルを

エディタモードで開きます。

CI 垂］

マクロ実行中に、キーボードからの入力を行うコマンドが記述

されている場合、｜ＯＰＴ.11などのキーには登録できません。

これはキーに登録されたマクロは、牛一入力を行わずに最後ま

で実行されるためで、次のコマンドはキーに登録された場合無

視されます。

Ｍ４　　　マクロ中のキー入力

＃１７５　マクロ続行の確認



カスタマイズ

カ スタ マ イ ズ

１ ０１

４シヤーベンでは、ポップアップメニューやキ一定義などは、環境

ファイルで定義されています。これを変更することで、独自の環

境を作成することができます。

Ｉ 独自の環境ファイル作岬の流れ

①キー定義をテキストフ ァイル書き出す

②書き出したフ ァイルを編集する

③編集したファイルをロードする

④必要に応じてキー定義を保存する

Ｉ
環境フ アイ神 葬 ＼　　　 ＼…

…　 万j

イメージデータのペーストをＩＯＰＴ.21＋[y]に設定する場合。

U　 環境アイコン び ます。

lil キー定義ファイル名を入力し 、冒・|をクリ ンヽクするか、習

を押します。ここでは、キ ー定義ファイル名を「ｂ：￥ｓｘｓ

ａｍｐｌｅ．ｔｘｔ」とします。

キー定義が、ｓｘｓａｍｐｌｅ．ｔｘ七というファイル名で書き

出さ れます。



１０ ２

４－６　カスタマイズ

回　 ディスクアイコンからF●・ ●sＩ ●を選び、ｓｘｓａｍｐｌｅ

ｔｘｔを読み込みます。

ｼﾔ ﾍー ン゚B:¥sxsam夕le.txt　　　　　　　　　　　x

四 回｀匯 隅 四 隣i　　　　 匹 ‾｢TrrT▽T｢
1 拿 拿本 本 拿 本 本 本本 掌 拿 本 拿 本本 本 拿 本 本拿 拿 象 拿 拿 拿本 本 本 本 拿拿 拿 拿 拿 乖 拿拿 拿 拿 拿 本 拿拿 拿* 拿 拿拿 水拿 本 拿 本拿 本本 家

：　　　　　 シ て 昌 仁 か 具ﾀ?ﾔ ｿﾞ 占

ｚ ク 以 外 ７ 始 ま る 行　

ﾚ

�1
｜

¬rl

EI　rOPT ，2　十Ｖ」を検索します。

峠 鮮 鮮 阿 畔 鮮　　　11571 1 5?1 1 12
＝
－
／

こ

／

ぷ
／

－
－，　　　　 ／

－
－
／

こ

ノ

－
－
／

－
－
／

こ

／

－
－
／

－
－
／

－
－
／

�

！
�OPT.2

十POPT｡2
＋QOPT.2
キRa

）T.2＋SOPT.2
＋TOPT.2
十Ｕ

照 門OPT.2fxOPT.2

＋YOPT｡2
十ZOPT.2
十［A

汽苧八　Ｖ �1r!

目　 現在登録されている、「未定義」という文字列を、次のコマ

ンドに書き換えます。

ＭＩ”ｉｍａ_９ｅ　-Ｖ　-Ｍ-１，１,０≒＄ＯＤ

騨 鮮 畔 陣 暉 暉　　 「mT て 萍 ‾

只じH
『

�OPOPOP

〔FOPOP

，1，
0P
OP

OP
OP

〔F,.Qg�.2

十P.2
十Ｑ
．２ ＋ Ｒ
．２ 十S.2

＋T.2

十U
’,$9?IJ　　　　　　 ＊OPT.2 十.2

十.2
＋ ×.2

十Y.2
十Z.2
＋［

�

７

ｊ

－
ａ

－

｜
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環境 フ ァ イル の変 更

【ll　 ファイルアイコンのポップアップメニューからr匯１を選び、

ｓｘｓａｍｐｌｅ．ｔｘ七を保存します。

回　 キー定義の書き出しを行ったシヤーペンに戻り、環境アイコ

ンのポップアップメニューから、 ＿　　　S,● ｡』。 を

選びます。

回 牛一定義読み込みのファイル名を、ｂ：￥ｓｘｓａｍｐｌｅｔｘ

ｔに変更して、扁雛をクリックするか、咽を押します。

回　 環境アイコンのポップアップメニューから、・＝､ ｓlJ－aij　

li屍ａｉａ・－ を選びます。

匝 】 環境を保存するファイル名を入力し ます。

ここでは、「ｓχｓａｍｐｌｅ．ｅｎｖ」とします。

謳 謀 をクリックするか、習 を押します。

４
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１０４

４－ ６　 カ ス タマ イ ズ

圖 こ れで、イメ ージデータのペーストをｌＯＰＴ ？|＋［
ｙ］
に登録

した、「ｓｘｓａｍｐｌｅ．ｅｎｖ」という名前の環境フ ァイル

ができ ました。

函　
ディスクアイコンのポップアップメニューのIFp四・ ●を選び、

「－Ｇｓｘｓａｍｐｌｅ．ｅｎｖ」と入力して、Ellllをクリック

するか、ｌ を押します。

これで、ｓｘｓａｍｐｌｅ．ｅｎｖの環境が指定されたシ ヤーペ

ン が起動します。

処理に応じて、何種類かの環境ファイルを作成し、ポップア

ップメニューなどに登録しておきます。



I ノキ¬定義? ？イルの郷竿

キー定義ファイルの編集

＞

キー定義ファイルでは、次の項目が定義されています。

・プレフィックスキー（スタートアップマクロ１を含む）

・ファンクションキー（スタートアップマクロ２を含む）

・オプションキー

･ＩＳＨＩＦＴ Ｉ十ファンクションキー

･ＩＣＴＲＬ Ｉ
十ＩＣ ＴＲ Ｌ 」

・拡張ブレフィックスキー１

・拡張ブレフィックスキー２

・ユーザー定義キー１

・ユーザー定義キー２

・ユーザー定義キー３

・ユーザー定義キー４

・外部コマンドの環境変数

・禁則文字の指定

一文字属性の指定

・ポップアップメニュー

キー定義情報の定義方法

行の先頭にキーワード（ＰＲＥＦＩＸ＝など）が記述されていた場

合に、次の行から別のキーワードが記述されている行までが、そ

の環境の定義になります。

改行コードまでが、１つの定義になりますので、長いマクロの場

合にも改行コードを入れずに記述します。

次のコマンドが記述できます。

＃ ｎ ｎ ｎ …

Ｅ ｎ ｎ ｎ …

Ｓ ｎ ｎ ｎ･ ‥

χｎ ｎ ｎ‥ …

Ｙｎ ｎ ｎ‥ …

Ｕｎ ｎ ｎ‥ …

Ｚｎ ｎ ｎ‥ …

Ｍｎ… … …

＄ χ χ‥ ‥‥‥

＄ｘ ｘ χχ…

’ａｂ ｃ’‥ …

ＣＭＥＮＵｎｎ‥‥

機能番号を表す１０進数

プレフィックスコマンドを表す１０進数

オプションコマンドを表す１０進数

拡張プレフィックスコマンド１を表す１０進数

拡張プレフィックスコマンド２を表す１０進数

ユーザ定義キー１～２を表す１０進数

ユーザ定義キー３～４を表す１０進数

マクロ制御コマンド

１バイトの１６進数

２バイトの１６進数

文字列「ａｂｃ」を表す。

文字「’」は、＄２７と表記

階層メニューを表す１０進数

それぞれのコマンドは、「、」で区切ります。

１０ ５
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４ － ６　 カ スタ マ イズ

J 男」

「５－２　ﾀﾄ部コマン

ドー覧」

マクロ制御コマンド

マクロ制御コマンドには、次の３つ があります。

①外部コマンドの起動（MI ）

②外部コマンドのロード（Ｍ３）

③マクロ実行中のキーボード入力（ Ｍ４）

●外部コマンドの起動

オプションを指定しての外部コマンドの起動です。

「ｉｍａｇｅ」という外部コマンドを 「－Ｖ　－Ｍ－１，０，２」のオ

プ ションを指定して起動するときは，次のように表記します。

ＭＩ,’ｉｍａｇｅ　-Ｖ　-Ｍ-１,０,２≒＄ＯＤ

”＄ＯＤ”は定義の終了です。

●外部コマンドのロード

アーカイブされていない外部コマンドを、メモリ中にロードする

ために使用します。

‥

Ｍ３”ｉｍａｇｅ≒＄ＯＤ

ｒｉｍａｇｅ」コマンドをロードします。



キー定義ファイルの編集

●マクロ実行中のキーボード入力

キーボードマクロ（ポップアップメニューを含む）の実行中にキ

一入力をするときに使用します。

キーに定義されたマクロは、キー入力を行わずに最後まで実行さ

れますので、その場合は無効になります。

ポップアップメニューか、キーボードマクロでのみ使用できます。

次のように表記します

I　M4,'n≒$OD I

ｎ °

ビットＯ：ＯＮで次のキー入力時の処理が登録さ れている

あいだキ‐ 入力を行う

ビット１：ＯＮで改行コード入力時の処理が登録されてい

るあいだキー入力を行う

ビット２：ＯＮでキー入力終了時に、マクロ中止プラグを

クリアする

ビット３：ＯＮでキ一入力時に、回 漣 がクリックされても

マクロを中止しない

キー入力時の処理が登録されるのは、アイコンバーにメッセージ

が表示されてキー入力待ちになるときで、置換の確認、終了の確

認コントロールコードの入力などがあります。

改行コード入力時の処理が登録されるのは、ファイル名入力など

で、ダイアログが表示されたときです。旧 蹟か皿１ がクリック

されるまで登録されています。

通常は同 訓がクリックされたところで、マクロを中止しますが、

ビット３がＯＮのときは、そのまま続行します。

マクロ中止プラグがセ ソヽトされるのは、検索に失敗したときなど

です。

１ ０ ７
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１ ０８

４ － ６　 カ ス タマ イ ズ

「シ ヤーベン」という文字列を検索し、「ウィンドー」を「ウィ

ンドウ」に置換するという処理を連続して行う場合、次のように

定義します。

ＭＩ,'ｓｅａ≒＄ＯＤ,'シ ヤ ーペン≒＄ＯＤ,＃４,ＭＩ,'ｒ ｅｐ≒＄ＯＤ,'

ウ ィン ド ー≒＄ＯＤ,'ウ ィン ドウ,' ＄ＯＤ,'Ｙ≒Ｍ４,'＄５≒＄ＯＤ

ＭＩ,’ｓｅａ≒＄ＯＤ

外部コマンド「ｓｅａ」の起動（。I，。。ﾕｕ ．＿。）

’シヤーペン’

「シヤーペン」の入力

＄ＯＤ

習の入力。検索の開始

＃４

同じ「シヤーペン」が見つからないようにカーソル位置を１つ

進める

ＭＩ,’「ｅｐ≒＄ＯＤ

外部コマンド「「ep 」の起動（I.1･。。,1-ｋ ㎜ ）

’ウィンドー’

置き換えられる文字列の入力

＄ＯＤ

冒 の入力。置き換えられる文字列の決定

’ウィンドウ’

置き換える文字列の入力

＄ＯＤ

ｌ の入力。置き換える文字列の決定

’Ｙ’

原鞠珊●ls藩ｐＳＩの「Ｙ」の入力。
Ｍ４,’＄５≒＄ＯＤ

マクロ中のキーボード入力。ビットＯ：ＯＮで，廬la － 憲蓋jｓi　

の入力をする。キー入力中に検索に失敗してもマクロを中止し

ないようにビット２：ＯＮに設定している。

E Ｋ ］・口 を押してマクロを編集し、ＥＫ ］・ｎｎｎ口 （ｎｎｎ

は任意の回数）で回数を指定して実行します。

「シヤーペン」の検索に失敗したところで、マクロが中止されま

す。



キー定義ファイルの編集

プレフィックスキーの定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除く すべてのコ

マンドが記述できます。

プレフ ィックスコマンドの開始は＃２７で、通常は１ＥＳＣに 定義さ

れています。

＃２７を他のＩＣＴＲＬ Ｉシ ーケンスに割り当てることも可能です。

キー定義中で使用する場合は、ＥＯ～Ｅ１２７と指定します。

ＥＯは最初のファイルの起動時に自動的に実行されます（スター

トアップマクロ）。

ＥＯには、シヤーペンが動作する上で重要な定義が記述されてい

ますので、変更する場合は十分な注意が必要です。

フ アンクション キーの定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべてのコ

マンド が記述できます。

キー定義中で使用する場合は、ＳＯ～Ｓ３１と指定します。

ＳＯは編集テキストを開いたときに、自動的に実行さ れます（ ス

タ ートアップマクロ ）。

ＳＯには、シ ヤーペン が動作する上で重要な定義が記述されてい

ますので、変更する場合は十分な注意が必要です。

オプ ション キーの定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除く すべてのコマン

ド が記述でき ます。

キー定義中で使用する場合は、Ｓ３２～Ｓ９５（またはＳ” ～Ｓ’ご ）

と指定します。

オプションキーのシフトキーは、通常はｌＯＰＴ山 に設定さ れて

いますが、スタートアップ マクロを変更することで、他のキーに

割り当てることも可能です。詳しくは、外部コマンドの『ｍａＱ』

を参照してください。

１ ０９
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４－６　カスタマイズ

シフトフ アン クションキーの定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべ

てのコマンド が記述でき ます。

キー定義中で使用する場合は、Ｓ９６～Ｓ１２７と指定します。

コントロ ールキーの定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべてのコマ

ンドが記述できます。

キー定義中で使用する場合は、ＣＯ～Ｃ３１と指定します。

標準のキー定義では、プレフィックスキ ー（＃２７）がE 瓦］に定

義されていますが、他のキーに割り当てることも可能です。

拡張ブレフィックスキー１はＩＣＴＲＬ Ｉ十匝］に定義されています

が、ここで定義されているのではなく、ＥＯのスタートアップ マ

クロ中の、外部コマンドの「ｍａｐ」により直接割り当てていま

す。

変更する場合は、こちらを変更する必要があ ります。

シフト 十コントロールキーの定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべ

てのコマンドが記述でき ます。

串－定義中で使用する場合は、ＨＯ～Ｈ３１と指定し ます。

拡張プレフ ィックスキー１の定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除く すべ

てのコマンドが記述できます。

キー定義中 で使用する場合は、×Ｏ～×１２７と指定します。

拡張プレフィックスコマンドの開始は＃６４で、通常は卜ＣＴＲＬ」

十圖 に定義さ れていますが、他のキーに割り当てることも可能

です。

ＩＣ工型コ 十圖 はスタートアップマクロで外部コマンドの『ｍａｐ』

により、設定さ れています。

ＣＯＮデバイス（ＳＸＣＯＮ．×）が常駐していない場合は、

ＩＣＴＲＬＩ＋圖 は使用できません。



キー定義ファイルの編集

ユーザ定義串－１の定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべてのコマ

ンドが記述できます。

キー定義中で使用する場合は、ＵＯ～Ｕ６３と指定します。

シフトキーは、通常は|ＯＰＴ．２に 設定されていますが、スター

トアップマクロを変更することで、他のキーに割り当てることも

可能です。詳しくは、外部コマンドの『ｍａＱ』を参照してくださ

い。

ユーザ定義キー２の定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべてのコマ

ンドが記述できます。

キー定義中で使用する場合は、Ｕ６４～Ｕ１２７と指定します。

シフトキーは、通常は区已ﾖ］に設定されていますが、スタートア

ップマクロを変更することで、他のキーに割り当てることも可能

です。詳しくは、外部コマンドの「ｍａＱ」を参照してください。

拡張プレフィックスキー２の定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除く すべ

てのコマンド が記述できます。

キー定義中で使用する場合は、ＹＯ～Ｙ１２７と指定します。

拡張プレフィックスコマンドの開始は＃１２７で、通常は

ｌＳＨＩＦＴ Ｉ十E 据j]に定義さ れていますが、他のキーに割り当て

ることも可能です。

ユーザ定義牛－３の定義には、ＣＭＥＮＵｎｎを除くすべてのコマ

ンドが記述でき ます。

キー定義中で使用する場合は、ＺＯ～Ｚ６３と指定します。

シフトキーは、ＺＯ～Ｚ３１にＩＣＴＲＬ Ｉ＋区ヨ] が、Ｚ３２～Ｚ６３に

ＩＳＨＩＦＴ Ｉ十ＩＣＴＲＬ｣ ＋区亘] が設定されていますが、スタ ート

アップマクロを変更することで、他のキーに割り当てることも可

能です。詳しく は、外部コマンドの｢ ｍａＱ｣を参照してください。

１１ １
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ユ ーザ定 義キ ー４ の定 義 には 、ＣＭＥＮＵｎｎを除 く すべ ての コ マ

ン ド が記 述で き ます。

キ ー定 義中 で 使 用する 場合 は 、Ｚ６４～Ｚ１２７と指定 し ま す。

シフ ト 牛 －は 、Ｚ６４～Ｚ９５にＩＣＴＲＬ Ｉ十区亘 ］が、Ｚ９６～Ｚ１２

７にISHI 卜TI 十ＩＣＴＲＬ Ｉ十圀∃i］が 設定さ れて い ます が、 スタ

ートア ップ マ クロを 変 更 するこ と で、 他の キ 一に 割り 当て る こ と

も 可能 で す。詳 しく は 、外 部コ マン ド の 『 ｍａｐ』を 参 照し てく だ

さ い。

外部コマンド用環境データ（ＥＸＤＡＴＡ＝）

外部コマンドの環境を定義します。通常は外部コマンド自身によ

り変更されますので、変更する必要はありません。

全角の行頭禁則文字を指定します。

半角の行頭禁則文字を指定します。

全角の行末禁則文字を指定します。

半角の行末禁則文字を指定します。



キー定義ファイルの編集

２５６バイトのテーブルで、ワードラップ対象文字などの、文字

の種類を指定します。同じ種類の文字がワードとみなされます。

ビットＯ：ＯＮでワ ードラップ対象文字

ピット１：予約

ピット２：ＯＮで同じ文字コード以外はワードとみなさない

ビット３：ＯＮで文字の後ろに接続する

（ 通常はタプ 、スペース ）

ピット４～７：文字の種類（同じ番号をワ ードとみなす ）

標準の定義では、タブとスペースは＄０８で、ワードに接続する

属性になっています。

ワード単位の処理のとき、文字の後ろにあるタブ、スペースは、

その文字と同じ種類の扱いになります。

ワード単位で選択するときなどに、タブとスペースを文字と一緒

に選択したくない場合は、＄０８を＄００に変更します。

全角文字属性の指定（ＡＴＴＲＺＥＮ＝）

範囲を指定して、全角文字の属性を定義します。

１ワード目から２ワード目の範囲の文字が３ワード目の属性にな

ります。

指定されていない範囲は＄４０になります。

属性の指定は半角と同じですが、全角文字はワードラップの対象

にはなりません。

テキスト編集領域のメニュー（ＭＥＮＵＥＤＩＴ＝）

ポップアップメニューには、すべてのコマンドが定義できます。

先頭に定義されている文字列がメニュー名になり、以降の定義が

そのメニューが選ばれたときに実行されます。
オプションキーコマンドが、単独で定義されているときに、ショ

ートカットキーが設定されます。
チェックマークなどは実行時に、定義されている内容より自動的

に設定されます。外部コマンドの起動が単独で定義されていると

き、チェックマークなどの作成のため、その外部コマンドが起動

されますので、チェックマークなどの作成の必要のないコマンド

は、ダミ ーコード（＃３２）を定義して単独の定義にならないよ

うにします。

例

＃３２,ＭＩ,'Ｃｈｇｄｉｔｐ≒＄ＯＤ

メニュー項目は，１つのメニューにつき最大３１項目までです。
１ １３



１１４

４－ ６　 カ スタ マ イズ

Lｊ 参照］

「ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷ

ユーザーズマニュアル」

の「４－８　パターン

エディタ」

アイコン バーのポップアップ メニューは、ＭＥＮＵＩ～ＭＥＮＵｎｎ

まで、連続した番号で並べて定義し ます。

ＭＥＮＵＩ＝

ＭＥＮＵ２＝

｢i 霊T

'新 規'､S'N”

開 く
‥'､

Ｓ' 〇'

指定したアイコンパターンが、アイコンバーに順に表示されます。

アイコンパターンは、パターンエディタ｡×で作成したものを使用し

ます。サイズは３２×２０に固定で、カラーはモノクロ４階調で

す。

階層メニューは、ＣＭＥＮＵＩ～ＣＭＥＮＵｎｎまで、連続した番号

で並べて定義します。

CMENUI ＝

CMENU2 ＝

'ドローデータペースト≒MI,'image -V-M-1 ，0,2≒$OD'

そのままでペースト≒MI,'image　-V-M-1 ，1,0≒$OD

親のメニューには次のように定義します。

○

'ｲﾒｰ ｼ ﾍ゙ﾟｰｽﾄ ≒CMENUI

口 ＼ コ



ら

ﾀﾄ部コマンド



１ １６

５－１　外部コマンドとは

外部コマンドとは

Ｉ 外部コマンドの概要

シヤーベンの機能は、基本的な編集以ﾀﾄはほとんど外部コマンド

により実現しています。

外部コマンドは、マクロ制御コマンドにより直接起動さ れます。

シヤーベン．ＡＲＣにアーカイブされていれば、シ ヤーペンの起動時

に、それ以外では外部コマンドが実行されるときに、フ ァイルよ

りロ ードされます。

１度起動した外部コマンドは、すべてのシ ヤーベンが終了するま

で、メモリ中に存在します。

外部コマンドを起動する単独の定義が、ポップアップメニューに

登録してある場合は、メニューを出す直前に、チェックマークな

どの作成のために、外部コマンドが１度起動されます。

起動する必要がない（チェックマークなどを作成しない）コマン

ドの場合、ダミーコード（＃３２）を一緒に定義してロードされ

ないようにします。



外部コマンドー覧

外部コマンドー覧

１ １７

Ｉ 外部コ々ンドー覧

レクタングルの補正（ａｄｒｅｃｔ）

｜ 書 式 ］ ａｄｒｅｃｔ　－ＷｘＩ，ｙｌ ．×２，ｙ２

｜ 解 説 ｌ

ａｄｒｅｃｔコマンドは、指定されたレクタングルを、画面内に収

まるように補正して、現在編集中のテキストに入力します。

｜書式例ｌ　ａｄｒｅｃｔ　-Ｗ５０，５０，６０６，４３０

シヤーペンがヘルブを出すときに指定している値です。

描画モード設定（ａｐａｇｅ）

｜ 書 式 ｌ　ａｐａｇｅ　［スイッチ］

｜ 解 説 ｜

ａｐａｇｅコマンドは、デフォルトの描画モードを設定します。

文字単位に設定するときは、ｃｏＩｏｒコマンドを使用してくださ

い。文字色、背景色は、アクセスページでＡＮＤをとっだ値にな

ります。

メニューに定義した場合、現在設定されている値と同じ値が指定

されているときに、チェックマークが付きます。

ドローデータ編集中に使用した場合は、ドローデータに対する設

定になります。

－Ａｎ　アクセスページの指定

２：モノクロ表示

７：カラー表示

－Ｆｎ　文字色の指定

－Ｂｎ　背景色の指定

〇：白

１：ライトグレー

２：ダークグレー

３：黒

４：黄

５：赤

６：緑

７：青



１１８

５－２　外部コマンドー覧

－Ｍｎ　描画モードの指定

○：ＰＳＥＴ

１　：ＡＮＤ

２：ＯＲ

３：×ＯＲ

４：ＮＯＴ　ＰＳＥＴ

５：ＮＯＴ　ＡＮＤ

６：ＮＯＴ　ＯＲ

７：ＮＯＴ　ＸＯＲ

１ ６ ： ＭＡＳＫ　ＰＳＥＴ

１７：ＭＡＳＫ　ＡＮＤ

１８：ＭＡＳＫ　ＯＲ

１９：ＭＡＳＫ　ＸＯＲ

２０：ＭＡＳＫ　ＮＯＴ　ＰＳＥＴ

２１：ＭＡＳＫ　ＮＯＴ　ＡＮＤ

２２：ＭＡＳＫ　ＮＯＴ　ＯＲ

２３：ＭＡＳＫ　ＮＯＴ　ＸＯＲ

－Ｈｎ　選択時の色反転ビットマスク

１～フ

マウスなどにより選択した範囲を、反転するときのプ

レーンを、マスクピットで指定します。指定されたプ

レーンが反転します。

－Ｓｎ　検索時の色反転ビットマスク

１～７

検索時に、見つかった文字列を反転表示するときの、

反転するプレーンを、マスクビットで指定します。指

定されたプレーンが反転します。

｜署式 例 ｌ　ａｐａｇｅ　－Ａ７　－Ｂ３　－ＦＯ　－Ｍ１６　－Ｈ３　－Ｓ４

文字色が白、

背景色が黒、反転色が黒地に白抜き、検索時反転色が、

青地に黄抜きになります。

大文字／小文字変換_（ｃａｓｅ）

｜ 書 式 ｜　ｃａｓｅ　　［スイッチ ］

｜ 解 説 ｜

ｃａｓｅコマンドは、文字列を大文字に（小文字に）変換します。

全角／半角変換をする場合は、日本語フロントプロセッサを使用

してください。

選択されているときは選択されている範囲が、それ以外ではカー

ソルの右側の文字が変換されます。



｜　_　　　　　　　 ｉ

Ci 蝉

「３－１０・ディザパ

ターンの設定」

外部コマンドー覧

－Ｓｎ　モードを指定しての変換

○：現在のモードにかかわらず小文字に変換する

１：現在のモードにかかわらず大文字に変換する

－１：現在のモードの逆に変換する

－Ｍｎ　モードの切り替え

Ｏ：小文字変換モードにする

１：大文字変換モードにする

－１：現在のモードの逆にする

ﾋ萱弓弩」　ｃａｓｅ

現在のモードで変換します。

ディザパターン変更（ｃｈｇｄｉｔｐ）

｜ 書 式 Ｊ ｃｈｇｄｉｔｐ　［スイッチ］［フ ァイル名 ］

｜ 解 説 ｌ

ｃｈｇｄｉｔｐコマンドは、印刷時のディザパターンを変更します。

印刷時設定の、FZ ●ii;咄 咄ｉｉｉｉ画･－ ●Ｉが設定さ れている

とき 、ＰＡＴｎなどのビットデ ータは、システムの色変換方式に

よらず、ディザ処理でモノクロに変換さ れて印字します。

－Ｓ ｎ 設定する環境の指定

O: 環境ファイルの環境を変更する（デフォルト）1:

文書ファイルの環境を変更

ディザパターンはデフォルトでは、システムに設定されたパター

ンが使用されますが、外部コマンドの環境に、「 ＤＩＴＰＯ」が

設定されている場合にそのパターンが使用されます。

Ｃｈｇｄｉｔｐコマンドでは、テキストファイルよりロードしたパ

ターンをバイナリに変換して、外部コマンド環境の「 ＤＩＴＰＯ」

に設定します。テキストファイルのフォーマットは次のとおりで

す。

＊

＊

＊

＊
＊
＊

ｄＣ．｜

１つ目のパターン

ｄＣ，Ｗ
ｄＣ，Ｗ

７８ ４

白のパターン（１６ワード）

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

―
Ｉ

Ｉ

自
　・

－

・

―

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

％000000
％000000
％000000
％000000

％000000

％00 ００００

＊　 総バイト数

＊　最大倍率
＊　ブレーン数（通常は３）

＿00000000
＿00000000

ＷＷ－ ＷＷ００＿0000

＿0000

＿0000

＿００

000
000
000

000

000
000
000

000

１ １ ９



１ ２ ０

５－２　外部コマンドー覧

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

％

％

％

％

％

％

％

％

一
　

一
　
一
　
一
　

】
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0000000　　　　　
－0000000
＿

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0000

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

00000000
0000000 ＿00000000

ライトグレーのパターン（１６ワード）

ｄＣ．Ｗ　　　　％00000000 ＿00000000

ダークグレーのパターン（１６ワード）

ｄＣ，Ｗ　　　　％00000000 ＿00000000

黒のパターン（１６ワード）

ｄＣ．Ｗ ％00000000 ＿00000000

黄色のパターン（１６ワード）

ｄ Ｃ．Ｗ ％00000000 ＿00000000

赤のパターン（１６ワード）

ｄＣ．Ｗ　　　　％00000000　00000000

緑のパターン（１６ワード）

ｄＣ．Ｗ　　　　％01010101　01010101

青のパターン（ １６ワ ード ）

ｄ Ｃ．Ｗ

２つ目のパターン

ｄＣ．Ｗ

ｄＣ，Ｗ

％11011101 ＿11011101

｣ｎ

（
ｙ
）

＊　 最大倍率

＊　 プレ ーン数（通常は３ ）

白のパターン（１６ワード）

ｄＣ．Ｗ　　　　％00000000 ＿00000000



外部コマンドー賢

総バイト数は、４十（４＋32 ×２「１」×パターン数　になりま

す。

ディザ処理を行う際に、イメージを展開する倍率が、最大倍率の

範囲内のパターンを、先頭から検索し最初に見つかったパターン

が展開に使用されます。

たとえば、解像度が３６０ｄｐｉのプリンタに印刷する場合、画

面の解像度は７２ｄｐｉとして計算されますので、倍率は５倍に

なります。

元のイメージの１ドットが５×５ドットに拡大されるわけですが、

その際に指定されたディザパターンより、最大倍率に５倍以上の

値が指定されているパターンを捜し、見つかったパターンの該当

するカラーのパターンに置き換え印刷します。

最大倍率は１６倍までです。

｜ 書 式 Ｉ　ｃｏ１０ｒ　［スイッチ］

｜ 解 説 ｊ

ｃｏＩｏｒコマンドは、文字単位の描画モードの設定をします。

テキスト全体の属性を設定するときは、ａｐａｇｅコマンドを使用

してください。

文字色、背景色は、アクセスページでＡＮＤをとっだ値になりま

す。現在と同じ値を指定したときは、解除になります。

メニューに定義した場合、現在設定されている値と同じ値が指定

されているときに、チェックマークが付きます。

－Ｆｎ　文字色の指定

－Ｂｎ　背景色の指定

○：白

１：ライトグレー

２：ダークグレー

３：黒

４：黄

５：赤

６：緑

フ：青

１２ １



１ ２２

５－２　外部コマンドー覧

町

ニュアル」

－Ｍｎ　 描画モードの指定

○：ＰＳＥＴ

１　：ＡＮＤ

２：ＯＲ

３：×ＯＲ

４：ＮＯＴ　 Ｐ ＳＥＴ

５：ＮＯＴ　 ＡＮＤ

６：ＮＯＴ　 ＯＲ

７：ＮＯＴ　 ＸＯＲ

１ ６ ： ＭＡＳＫ　 ＰＳＥＴ

１７：ＭＡＳＫ　 ＡＮＤ　

１８：ＭＡＳＫ　 ＯＲ

１９：ＭＡＳＫ　 ＸＯＲ　

２０：ＭＡＳＫ　 ＮＯＴ

２１：ＭＡＳＫ　 ＮＯＴ

２２：ＭＡＳＫ　 ＮＯＴ

２３：ＭＡＳＫ　 ＮＯＴ

ＰＳＥＴ

ＡＮＤ

ＯＲ

ＸＯＲ

ﾋ 爾式例ｌ ｃｏｌｏｒ －Ｆ５

選択範囲または、入力属性の文字色を白に設定しま

す。

最新の編集位置へのジャンプ（ｃｏｎｔ）

｜ 書 式 ｌ　ｃｏｎｔ

｜ 解 説 ｌ

ｃｏｎｔコマンドは、最後に編集したファイルの、編集位置に移

動する場合に使用します。

マークジャンプとは違い、終了したファイルには移動できません。

コンソールウィンドウ（ｃｏｎｗ）

｜ 書 式 ｜　ｃｏｎｗ　　［スイッチ］

１解 説 ｌ

ｃｏｎｗコマンドは、シヤーペンをコンソールモードで使用する

ためのコマンドです。

必ずスタートアップマクロ（ＳＯ）に登録して使用します。



Ｂ ｎ

ｉ‐ｆＣ
　一

Ｄ ｈ Ｖ

ｅ

－Ｅ ｎ, ｍ ｏｄｅ　

ｎ ＝

ビ ット Ｏ：

ビ ット １：

－Ｆ ｎ

ビ ット ２：

ピ ット ８：

外部コマンドー覧

バックログのサイズをＫバイト単位で指定

（デフォルトは３２Ｋ）

最初に起動するファイル（Ｈｕｍａｎ形式 ）

画面の幅と高さを半角文字数で指定

－Ｈのｎ２で６以外が指定されているときは無効

キー入力時のモ ード

ＯＮで底辺 をシヤーペンで処理する

ＯＮでフアンクションキーをシヤーベンで処

理する　　　　　へ

ＯＮで|ＯＰＴ.11をシヤーベンで処理する

ＯＮでし旦T胆Ｌ｣ ＋EC] をシヤーペンで処理

する

ビット９：　ＯＮでシフトフ アン クションキーをシヤーペ

ンで処理する

ピット１０：ＯＮでﾋ§りIFT I 十|ＯＰＴ.11をシ ヤーペン で
一一一一一‥- 一一‥一

処理する

ｍｏｄｅ＝

Ｏ：ＳＥＴ

３：×ＯＲ

フォントを指定

Ｏ：１２×１２ドット

１：１６×１６ドット

２：２４×２４ドット

－Ｈｎｌ，ｎ２　　　画面モードの指定

ｎｌ＝

Ｏ：フアンクションキーを表示する

１：シフトフアンクションキーを表示する

２：フアンクションキーを表示しない

３：フアンクションキーを他の行と区別しない

－1: 現在の状態を反転する

ｎ２＝

Ｏ：９６桁×３２行

１：９６桁×３２行

２：６４桁×３２行

３：６４桁×３２行

４：６４桁×３２行

５：６４桁×３２行

６：フリー

－Ｋ　　　　　　 現在実行中のプロセスを強制終了する

－Ｌｎ　　　　　　バックログの最大行数を指定する

( デフォルトは１０００行)

１２３



１ ２４

５－２　外部コマンドー覧

－Ｍｎｌ，ｎ２,ｎ３　ＭＡＬＬＯＣなどで確保するメモリブロックの

最大サイズ、最小サイズ、ＳＥＴＢＬＯＣＫ時

マージンを指定

ｎｌ＝最大サイズ（デフォルトは２０４８Ｋ）

ｎ２＝最小サイズ（デフォルトは１２８Ｋ ）

ｎ３＝ＳＥＴＢＬＯＣＫ時マージン（デフォルトは１２８Ｋ）

ＤＯＳプログラムがメモリ確保する際に、最大サイズ

より大きなサイズを確保しようとしたときは、最大サイ

ズを、最小サイズより小さなサイズを確保しようとした

ときは、最小サイズのブロックを確保します。

最小サイズを調整するのは、あとから大きくする場合へ

の対策で、動作するプログラムにより大きなサイズが必

要な場合があります。

ＳＥＴＢＬＯＣＫ時マージンは、最小サイズと同じ理由か

ら、指定されたサイズにマージンを足したサイズのブロ

ックを確保します。

－Ｐｎ　　　　　　ＤＯＳコール時の切り替えの単位の指定

（デフォルトは５０）

ＤＯＳコール時の切り替えは、コールの種類ごとに割り

当たった重みの積算が、切り替え単位を越えたところで

行われます。この値が小さいほど切り替え周期が短くな

るわけですが、あまり小さい場合は全体の処理が重くな

り表示などが極端に遅くなります。

逆にあまり大きくすると、ＢＲＥＡＫキーなどの反応が悪

くなります（キー入力は切り替わったときにしか行えな

いので）。

－Ｑｎ　　　　　　終了時のモードの指定

１：通常どおりの終了

２：＃８２（編集されていないすべてのテキストの終了）

で、終了しない。

４：＃８１（編集中のすべてのテキストの終了）で、終了

しない

－Ｒｎ　　　　　　使用するマークの指定（デフォルトは５）

ｎ＝－１でマークを使用しない

指定された番号のマークにカーソル位置を設定します。

－Ｓｎ　　　　　　ｌ回にスクロールする行数

－Ｇｎ　　　　　　ｌ回に表示する行数（デフォルトは３）

ｎ＝Ｏでキーボードより値を入力する

－Ｖ　　　　　　　スクラップバッファの内容をキーバッファに

ペースト



外部コマンドー覧

文字属性の複写（ｃｏｐｙｋｉｎｄ）

｜ 書 式 ｌ　ｃｏｐｙｋｉｎｄ　［スイッチ ］

｜ 解 説 ｌ

ｃｏｐｙｋｉｎｄコマンドは、文字属性のコピーおよび、ペースト

に使用します。

－Ｃ

Ｖ

文字属性のコピー（デフォルト）

カーソル位置の文字属性をコピーする。選択されてい

るときは、選択開始位置の文字属性をコピー。

文字属性のペースト

文字列が選択されているときは選択されている文字列

を、選択されていないときは、入力環境を設定します。

－Ｍｎ　ペースト時のモードを指定

ビットO:ON でフォントＩＤを設定する

ビット1:ON でフォントフェイスを設定する

ビット2:ON で横幅を設定する

ピット3:ON で縦幅を設定する

｜書式例ｌ　ｃｏｐｙｋｉｎｄ　－Ｖ　－ＭＩ

選択されている文字列または、入力環境のフォント｜

Ｄだけを設定します。

｜ 書 式 ｌ　ｃｒｄｅｌ　［スイッチ］

｜ 解 説 ｜

ｃｒｄｅｌコマンドは、ｃｒｉｎｓコマンドで入力した改行コード

を、削除するときに使用します。

文字列が選択されているときは、選択されている文字列が、選択

されていないときは、カーソル位置から文末までが対象となりま

す。

改行コードの挿入（ｃｒｉｎｓ）　　　　　　　　　　 ＿　＿

｜ 書 式 ｌ　ｃｒｉｎｓ　［スイッチ］

｜ 解 説 ｉ

ｃｒｉｎｓコマンドは、複数行にまたがる文字列の、行の折り返し

位置に改行コードを挿入するときに使用します。

文字列が選択されているときは、選択されている文字列が、選択

されていないときは、カーソル位置から文末までが対象となりま

す。 １２ ５



１ ２６

５－２　外部コマンドー覧

改行コードの変更（ｃrしｓｅｔ）

［ 書 式 ｌ　ｃｒｓｅｔ ［スイッチ］

｜ 解 説 １

ｃｒｓｅｔコマンドは、改行文字のモードを変更します。

－ＬＴｎ　　 起動時のモードの変更（環境に保存される）

Ｏ：＄ＯＤＯＡ　（ＣＲ十ＬＦ）

１：＄ＯＡ　　　（ＬＦ）

２：＄ＯＤ　　　（ＣＲ）

３：自動判別

－Ｔｎ　　　現在編集中のテキストの変更

（環境には保存されない）

Ｏ：＄ＯＤＯＡ　（ＣＲ十ＬＦ）

１：＄ＯＡ　　　（ＬＦ）

２：＄ＯＤ　　　（ＣＲ）

｜書式例ｊ　ｃｒｓｅｔ　－ＴＩ

現在編集中のテキストの改行文字のモードをＬＦに変

更します。

ローカルクリップボード（ＣＵｔ）

｜ 書 式 ｌ　ＣＵｔ ［スイッチ］

｜ 解 説 ｌ

ＣＵｔコマンドは、クリップボードの内容を変更せずに、文字列

の複写や移動を行うときに使用します。

バッファは○～９が指定できます。

－Ｃ

－Ｖ

－χ

－ｎ

選択部分をバッファにコピーする（デフォルト ）

バッファの内容をペーストする

選択部分をバッファにカットする

バッファを指定する（ ○～９）

－ｎが指定されていないときは、キーボードからの入

力になる。

［ 書式例ｌ　ＣＵｔ　－Ｖ －０

バッファ○に格納されている文字列を、ペーストしま

す。



［ 口］

｢４－４　ドローデー

タの編集｣

外部コマンドー覧

１書 式 ｌ　ｄｒａｗ ［スイッチ］

｜ 解 説」

ｄｒａｗコマンドは、ドローデータ中の、文字オブジェクトの編

集を行います

－Ｅ ｎ

ｎ °

編集モードの指定

Ｏ：新規作成

1: 編集

２：再計算

－Ｇｎｌ，ｎ２ 新規作成時の最小移動単位

ｎｌ＝最小移動単位

新規作成オブ ジェクトの大きさを指定する際の、最

小移動単位。指定された単位で大きさを変更する。

ｎ２＝オフセット

行の上端よりのオフセット

ーＲｎ　　新規作成および編集のときの、終了の指定

Ｏ：設定して終了

１：設定せずに終了

－Ｓｘ,ｙ 編集時の表示倍率を1024 倍の値で指定

－Ｏｘ,ｙ 再計算の際のＧＳｃｒｉｐｔのオフセ ソヽトを指定

正の値を指定すると上に、負の値を指定すると下にず

れる。

－Ｋｎ　　再計算時のモードの指定

指定されていないときは、印刷時のモードが適用される。

ｎ °

ｂｉｔＯ：ＯＮでイメージデータをディザで表示

ｂｉｔｌ：ＯＮでドローデ ータを再計算する

ｂｉｔ８：ＯＮで表示データの倍率を絶対値で計算する。
（ ）

１２ ７

ＯＦＦで相対値で計算する。

( ＿Ｅﾌ。。J二に㎜)

－Ｄｘ,ｙ 表示データの倍率を １０２４倍の値で指定

×.ｙが指定されていないときは、キーボードからの入力になる

－Ｍｎ

ｎ＝

ｂｉｔＯ：ＯＮでＧＳｃｒｉｐｔの背景を塗りつぶす

ｂｉｔ８：ＯＮで文字オブジェクトの背景を塗りつぷす

( 文字オブジェクト編集中のみ有 効)

ｔ書式例 ｌ　ｄｒａｗ －ＥＯ

新規オブジェクトを作成し ます。



１２８

５－２　外部コマンドー覧

ｌ　_　　　　　　　 ｄ

［ｉ 参照］

「３－６・文字揃えの

設定」

｜ 書 式 ｜　ｅａｒ　　［スイッチ］［ファイル名 ‥ ・］

Ｌ解 説 １

ｅａｒコマンドは、シヤーベン．ＡＲＣをアーカイブ するときに使用

し ます。

－Af 目ｅ　ライブラリファイル名の指定

指定されていないときは、起動時にロードしたファイ

ル名（通常は、シヤーベン．ＡＲＣ）になる。

－Ｂ　　　　バックアップファイルの作成

指定されていないときは、現在のファイルに上書きす

るので、途中でエラーが発生した場合には、ファイル

が壊れることがある。

－Ｕ　　　　ファイルの更新（デフォルト）

－×　　　　ファイルの取りだし

－Ｄ　　　　ファイルの削除

－Ｌｆ目ｅ　リスト出力

ファイル名が指定されていないときは、現在編集中の

テキストに挿入される。

－ｌｆｉｌｅ　インダイレクトファイルの指定

｜書式例 ｌ　ｅａｒ ＤＲＡＷ．ＥＸ

シヤーペン．ＡＲＣに、DRAW.EX を追加し ます。

｜ 誓 式 ｌ　ｆｌｏａｔ ［スイッチ］

［Ｊ 説 ｜

ｆｌｏａｔコマンドは、上下の文字揃えを設定します。

メニューに定義した場合、現在設定されている値と同じ値が指定

されているときに、チェックマークが付きます。

－Ｊｎｌ，ｎ２ 文字揃えの種類を指定

ｎｌ＝

１：下揃え

２：上揃え

－１：モードは変更しない

ｎ２＝

Ｏ：オフセットを設定する　

３：オフセットは設定しない



外 部コ マ ンド ー 覧

Ｖｎ　　オフセットの指定

値が指定されていないときは、キーボードからの入力

になる。

１書式例ｌ　ｆｌｏａｔ　－Ｊ２,３

選択範囲または、入力属性を上揃えに設定します。現

在上揃えの場合には、設定が解除されます。

｜ 書 式 １　９ｅｔｎｏ ［スイッチ ］［初期値 ］

｜ 解 説 ｜

ｇｅｔｎｏコマンドは、マクロ中で連続した数値を 、入力するとき

に使用します。

－Dn　　 増減値

｜書式例Ｊ　ｇｅｔｎｏ －Ｄ２　１０

ｇｅｔｎｏを実行するたびに、１０から順に偶数を出力

し ます。

｜ 書 式 ｌ　ｇｅｔｐａｔｈ ［ スイッチ］

｜ 聊 爾」

９ｅｔｐａｔｈコマンドは、マクロ中で編集中のファイル名や、実 行

フ ァイル名を取り出すときに使用します。

Pn

Ｅ

Ｏ：フルパス名を得る（デフ ォルト ）

１：パス名を得る（ファイル名を外す ）

２：ファイル名だけを得る（ パス名を外す）

拡張子を外す

１ ２９



１ ３０

５－２　外部コマンドー覧

－χn

－Vn

O: 編集中のファイル名を対象にする（デフォルト ）

１：実行ファイル名を対象にする（シヤーベン｡×）

2: 環境ファイル名を対象にする（ ．ＥＮＶ）

３：コマンドウィンドウ１の文字を対象にする

４：コマンドウィンドウ２の文字を対象にする

コマンドウィンドウに入力された文字列は、次にコマ

ンドウィンドウがオープンするまでの間、保存されて

います。その文字列に対しての処理を指定します。

ペーストするテキストの指定

O: 編集中のテキストにペースト（デフォルト）

１：メインテキストにペースト

２：コマンドウィンドウ１のテキストにペースト

３：コマンドウィンドウ２のテキストにペースト

｜書式例ｌ　ｇｅｔｐａｔｈ －ＰＩ　－×１

現在編集中のテキストに、実行ファイル（シヤーベン｡

×）の存在するディレクトリ名を入力します。

｜ 書 式 ｌ　ｈｅｉｇｈｔ ［スイッチ］

「 解 説 ｜

ｈｅｉｇｈｔコマンドは、強制改行幅を設定し ます。

－Hn　　 強制改行幅

－Hが指定されていないときは、キーボードからの入力に

なる。

｢ 書式例ｌ　ｈｅｉｇｈｔ　－Ｈ２０

選択範囲または、入力属性の強制改行幅を２０に設定

します。

「 書 式 ｆ　ｉｍａｇｅ ［スイッチ ］

［ 解 説 ｜

ｉｍａｇｅコマンドは、イメージデータの複写・移動に使用し ます。

Lｉ 瞭

「３－６・強制改行幅

の設定」
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－Ｃ　　　コピー（デフォルト）

－Ｄｘ,ｙ 表示サイズの倍率を1024 倍の値で指定

－Ｖｎ　　ペースト

ー１：そのままでペースト

Ｏ：ＰＡＴＩに変換してペースト

１５：ＰＡＴ４に変換してペースト

ーＳｘ,ｙ 内部データの倍率を1024 倍の値で指定

－Ｍｎｌ，ｎ２．ｎ３　 変換モード

ｎｌ＝色変換方式の指定

－１：変換しない

Ｏ：点単位色変換

１：局所誤差分散

２：誤差分散

ｎ２＝圧縮方法の指定

－１：圧縮しない

Ｏ：ランレングス法で圧縮する

１：ランレングスピクセルチェインで圧縮する

ｎ２＝特殊モード

２：ドローデータペースト

｜書式例ｌ　ｉｍａｇｅ　－Ｖ　－Ｍ－１，０，２

ドローデータをランレングス法で圧縮してペーストし

ます。

｜ 書 式 ｌ　ｉｎ ［スイッチ］

｜ 解 説 」

in コマンドは、日本語フロントプロセッサでインライン入力を

行う場合に使用します。必ずスタートアップマクロ（ＥＯ）に登

録して使用します。インライン入力を行うためには、ＣＯＮデバ

イス（SXCON. ×）が常駐している必要があります。

－Ｃｎ　　文字色を指定

－Ｆｎ,×､ｙ　フォントＩＤ、サイズの指定

n＝フォントＩＤ

－Ｒ　　 インライン入力を終了する

－Fが指定されているときは、文字入力環境によらず指定された

フォントＩＤとサイズで表示します。

オプションを指定せずに起動した場合は、インライン入力モード

の設定と終了を交互に実行します。

１３ １



１３２

５－２　外部コマンドー覧

［ｉ 参照］

「３－７・罫線文字を

入力する」

［ 萱 式 ｌ　ｋｅｉ　［スイッチ］

｜ 解 説 ｊ

ｋｅｉコマンドは、文字罫線を入力し ます。

－Ｋｎ　罫線の種類の指定

ｎ°

Ｏ：太い

１：細い

２：消去

－Ｍ　 空白を埋めるキャラクタの切り替え

(タブや一心スペース)

［ 書式例 ｌ　ｋｅｉ　－ＫＯ

太罫線を入力します

ﾋ 爾 式 ｌ　ｋｅｙ　［スイッチ］［ファイル名］

し解 説 ｜

ｋｅｙコマンドは、キー定義のテキストファイルへの書き出し、

テキストファイルからの読み込み、キーボードマクロの編集を行

います。

－Ｃ　 キーボードマクロの編集

現在定義されているキーボードマクロの内容を編集

する。

－Ｌ　 キー定義のロード

キー定義をテキストファイルから読み込む。

－Ｃが同時に指定されている場合は無効。

－Ｌが指定されていない場合はファイルへの書き出し

になる。

－Ｅ　 初期値テーブルの書き出し

表示モードなどの初期値を書き出す。

通常の項目のほかに「ＥＮＶ＝」という項目が書き出

される。

－Ｃが同時に指定されている場合は無効。



外 部コ マ ンド ー 覧

Ｏｆ川ｅ　環境ファイル名の指定

環境ファイル名が指定されている場合、テキストファイル

から読み込みだキー定義を、直接環境ファイルに書き出し

ます。この場合、現在動作中のシヤーベンのキー定義は変

更されません。初期値テーブルを変更する場合は、このモ

ードを使用する必要があります（通常のロードの場合は、

シヤーペン側が、初期値を更新しないので）。

初期値テーブルの内容ENV=

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
　

＊

＊

＊

＊

＊

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

W　　 ％100000

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ｄ Ｃ,Ｗ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

ｄ Ｃ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

（

ぺ
）
０

０

* 表示モード
＊スクロール行数

＊ワードオプションプラグ*
未使用

％０
ピットO:ON で文字入力時に前の文字属性を参照

ピット８：ＯＮでページ枠表示
０

％ １ １

４９
』

Ｑ
）
０

４

１

Ｃ％

「

（
Ｘ
）

（
Ｃ
）
Ｃ
Ｘ
J

6
4
8
0

0
1
7
6
5
1
0
1
0

＊未 使 用

＊ 印 刷 時 モ ー ド

＊フ ォ ン ト フ ェ イ ス

＊フ ォ ン ト Ｉ Ｄ

＊ １ ラ イ ン ド ッ ト 数

＊ 水 平 タ プ ド ッ ト 数

＊ デ フ ォ ル ト の ウ ィ ン ド ウ サ イ ズ

* 表 示 倍 率

＊ １でバックアップファイルを作成しない

＊ 最 小 改 行 幅

ﾋﾞｯﾄO:ON で文字飾りを保存

ピット1:ON で文字飾りと環境を保存
ﾋﾟｯﾄﾌ:ON でセーブ時バイナリモード
ピット8:ON でロード時文字飾りを無視
ビット9:ON でロード時環境を無視
ビット15:ON でロード時バイナリモード
１

１=ウィンドウを親と同じ位置にオープンする
2=同一ウィンドウに複数ファイルをオープンする
１

２

０

０４ ８,

０,01011

Ｏ
％

０
８
％
０
０
７２,７２

０

＊１で追い出し禁則
＊キャッシュサイズ

＊フォントサイズ

*行数表示モード
＊アクセスページ

＊オートインデントモード
＊スタックサイズ（Ｋ）

＊改行コードの種類
＊禁則処理文字数
＊ワードラップ文字数

*画面の解像度

O= そ の ままのサイズで印刷

１=画面サイズで印刷

2= 画面サイズに１番近い整数倍で印刷

Ｏ　　　　　　 ＊文字色

Ｏ　　　　　　 ＊背景色

Ｏ　　　　　　 ＊描画モード

Ｏ　　　　　　 ＊選択時色反転マスク

Ｏ　　　　　　 ＊検索時色反転マスク

０,０,０,０,０,０,０,０　 ＊ワードオプション

１３３



１３４

５－２　外部コマンドー覧

＊

* 拡 張 環 境

＊

ｄＳ．ｂ

ｄＣ．Ｗ

ｄＣ．Ｗ

ｄＳ．ｂ

７６
０,０,０

１０２４,102442

* プリントレコード（ Ｐｒｉｎｔ）先頭76 バイト*

予 約

＊ 印 字 倍 率

* 予 約

｜ 書式例 ｌ　ｋｅｙ　－Ｏｍｙｋｅｙ．ｅｎｖ　－Ｌ

キー定義をテキストフ ァイルより読み込み、ｍｙｋｅｙ．

ｅｎｖに書き込みます。

ﾋ 爾 式 ｜ ｍａｐ　　［スイッチ］

［Ｊ 説 ｜

ｍａｐコマンドは、特定のキーに機能を割り当てたり、オプショ

ンキーコマンドの、シフトキーを変更するときに使用します。

必ずスタートアップマクロ（ＥＯ）に登録して使用します。

－Ｋｎｌ，ｎ２,ｎ３．ｎ４･ ・・・・・ 。（最 大４ × ２５ ６ ）

ｎｌ＝シフ ト キ ー

ビットＯ：ＳＨＩＦＴ

ビット１：ＣＴＲＬ

ビット２：ＯＰＴ,１

ビット３：ＯＰＴ．２

ビット８：ＸＦＩ

ビット９：ＸＦ２

ビット１０：ＸＦ３

ビット１１：ＸＦ４

ビット１２：ＸＦ５

ｎ２＝キ ーコ ード

ｎ３＝コ マン ドの 種 類

１ ：ＣＯ～Ｃ３１（ＣＴＲＬ）

２：ＨＯ～Ｈ３１（ＳＨＩＦＴ十ＣＴＲＬ）

３：ＥＯ～Ｅ１２７

４：ＳＯ～Ｓ１２７

６：×○～×１２７

８：ＵＯ～Ｕ１２７

９：ＹＯ～Ｙ１２７

１０：ＺＯ～Ｚ１２７

ｎ４＝キ ーテ ーブ ル の位 置

オプ シ ョン コマ ン ド（ Ｓ３ ２ ）なら ，

n3 ＝4,n4 ＝32 に な り ま す。



外部コマンドー覧

ｎｌで指定したシフトキーが（複数指定したときは、指定したシ

フトキーが全部）押されているときに、ｎ２で指定したキーコー

ドのキーが押されたら、ｎ３,ｎ４で指定したコマンドを実行しま

す。オプション文字列が２５５を越えるときは、何回かに分けて

指定します。

－Ｍｎｌ，ｎ２,ｎ３,ｎ４･・・・・・。（最大４×１６）

ｎｌ＝シフトキ－

ｎ２＝シフトキーマスク

ビットＯ：ＳＨＩＦＴ

ビット１：ＣＴＲＬ

ビット２：ＯＰＴ．１

ビット３：ＯＰＴ．２

ピット8:XFI

ビット９：ＸＦ２

ビット１０：ＸＦ３

ビット１１：ＸＦ４

ビット１２：ＸＦ５

ｎ３＝コマンドの種類

１：ＣＯ～Ｃ３１（ＣＴＲＬ）

２：ＨＯ～Ｈ３１（ＳＨＩＦＴ十ＣＴＲＬ）

３：ＥＯ～Ｅ１２７

４：ＳＯ～Ｓ１２７

６：×Ｏ～×１２７

８：ＵＯ～Ｕ１２７

９：ＹＯ～Ｙ１２７

１０：ＺＯ～Ｚ１２７

ｎ４＝キーテーブルの先頭位置

ｎｌで指定したシフトキーが（複数指定したとき は、指定したシ

フトキーが全部 ）押さ れているときに、” ～’＿’のキ ーが押

さ れたら、ｎ３,ｎ４で指定したコマンドを実行し ます。

シフトキーにＩＣＴＲＬＩが指定さ れているときは、ＩＣＴＲＬ Ｉ十

囚 ～ＩＣＴＲＬ Ｉ＋口 のキーが押されたときに、ｎ３,ｎ４で指定し

たコマンドを実行します。

ｎｌで指定されていなくて、ｎ２で指定されているシフトキーが

同時に押されているときは実行しません。

｢ 爾式例l　map　-K2, ＄IB,5,$40　-M4, ＄IFOE,4,32, ＄

Ａ,＄IFOE,8,0

十

十

歿 .を 、｜ＯＰＴ.11 に Ｓ３２～ Ｓ９６を 、

にUO ～U31 を 割 り当て ます。

（UO は実際には実行できない ）

シフトキーマスクに指定されていない、し旦ﾋ仕丘工」

が同時に押されていても実行し ます。

１３ ５



１３ ６

５－２　外部コマンドー覧

ポップ アップメニ ュー処理その１（ｍｅｎｕ）

｜ 書 式 ｜　ｍｅｎｕ

｜ 解 説 ｌ

ｍｅｎｕコマンドは、メニューマネージ ヤを使用した、ポップ アッ

プ メニュー処理を行います。必ずスタ ートアップ マクロ（Ｓ Ｏ）

に登録し て使用します。

ｍｅｎｕコマンド または、ｍｅｎｕ２コマンド のいずれも登録してい

ないと、ポップアップメニューを出すことができません。

ポップ アップメニ ュー処理その２（ｍｅｎｕ２）

｜ 書 式 ｌ　ｍｅｎｕ２ ［スイッチ ］

｜　解_ 説 ｌ

ｍｅｎｕ２コマンドは、自前でポップ アップメニュ ー処理を行いま

す。メニ ューマネージ ヤは使用しません。必ずスタートアップマ

クロ（ ＳＯ）に登録して使用し ます。

ｍｅｎｕコマンド または、ｍｅｎｕ２コマンドのいずれも登録してい

ないと、ポップアップメニューを出すことができません。

－Ｔｎｌ,ｎ２

ｎｌ＝最初に階層メニューを出すまでの時間を ｍｓで指定

（デフォルトは１０ ｍｓ ）

ｎ２＝次の階層メニュ ーを出すまでの時間をｍｓで指定

（デフォルトは１５ｍｓ ）

－Ｔｘ,ｙ　指定された値以上マウスが移動しているときは、階

層メニューを出さない（または閉じない ）

（デフォルトは８ドット、１６ドット）

編集範囲限定（ｎａｒｒｏｗ）

｜ 誓 式 ｊ　ｎａｒｒｏｗ　　［スイッチ ］

｜ 解 説 ｊ

ｎａｒｒｏｗコマンドは、編集範囲を限定する場合に使用します。

編集後に、結果を反映するときは－Ｗで、取り消すときは－Ｒで、

終了します。

- Ｗ　 編集範囲限定解除（編集結果を反映する ）

－Ｒ　 編集範囲限定解除（編集結果を反映しない ）

｜書式例 ｜　ｎａｒｒｏｗ

現在選択されている範囲を、編集範囲に設定し ます。



lｎ ｚｙ

外部コマンドー覧

｜ 書 式 ｜　ｏｗ　　[スイッチ]

｜ 解 説 ｜

ｏｗコマンドは、上書き入力をします。ｏｗコマンドは、インラ

イン入力中には使用できません。使用する場合に、区已ﾖ]十口]で

インライン入力を解除してから使用してください。もう１度

区已3]十[[]を押すとインライン入力に戻ります。

－Ｍｎ

Ｏ：上書きモードを解除する

１：上書きモードに設定する

－１：上書きモードを交互に変更する( デフォルト)

｜ 書 圭 ］　ｐａｔ　［スイッチ ］

卜 解 説 ｌ

ｐａｔコマンドは、下線、網掛けなどを設定します。

Ｐｎ　パターン 番号の指定

○:淡千鳥

1: 千鳥

2: 濃千鳥

3: 淡斜線

4: 斜線

5: 濃斜線

6: 細実線

7: 太実線

Ｊｎ　モードを指定

O: 網掛け

1: 上線

2: 下線

2: 中線

－Ｏ ｎ

－Ｖ ｎ

8: 細 破 線9:

太 破 線

１０：細二重

１１：太 二重

１２：細波線

１３：二重波

１４：細一 鎖

１５：大波線

文字との重なりを指定する

クリップボードよりパターンにペースト

１：モノクロに変換

２：そのまま
Ｍ ｎ

Ｏ：ベンパターン のフィルを使用しない

１：１６×１６のパターンのときにペン パターンのフィ

ルを使用する

１３ ７



５

１３ ８

５－２　外部コマンドー覧

ﾚ 震

印刷する」

ﾋ 萱 式 ｌ　ｐｒｅｆｉｘ　［ スイッチ ］［タイトル文字列］

［Ｊ 説 ｜

ｐｒｅｆｉｘコマンドは、キー定義テ ーブルの指定した位置を、２

ストロ ークコマンド として実行します。

－Ｋｎｌ ，ｎ２ コ マ ン ド の 種 類

ｎｌ ＝

１ ：Ｃ Ｏ～Ｃ ３ １（ ＣＴＲＬ ）

２ ：Ｈ Ｏ～Ｈ ３ １（ ＳＨＩＦＴ十ＣＴＲＬ ）

３ ： Ｅ Ｏ～Ｅ １ ２ ７

４ ： Ｓ Ｏ～ Ｓ１ ２ ７

６ ：× Ｏ～× １ ２ ７

８ ：Ｕ Ｏ～Ｕ １ ２ ７

９ ：Ｙ Ｏ～Ｙ １ ２７

１０ ：Ｚ Ｏ～Ｚ １ ２７

ｎ２ ＝ オ フ セ ッ ト

｜書式例 ｌ　ｐｒｅｆｉｘ　－Ｋ６,０　ぷれふいつくす

実行すると、アイコン バーに。､ｌｌ。､ｌｗ,ｉs・･ と表示し

てキー入力待ちになり、次に入力された[ ＣＴＲＬ Ｉ十

囚 ～に]までのキーに対して、×１～×１２６を実行し

ます。

｜ 書 式 ｌ　ｐｒｉｎｔ２ ［ スイッチ ］

｜ 解 説 ｜

ｐｒｊｎｔ２コマンドは、印刷および、頁枠の表示などを 行います。

－An　　　Ep 刷時のモードの指定

ｎｌ＝

Ｏ：そのままで印刷

１：画面サイズで印刷

２：画面サイズで印刷（補正あり ）

－Ｂ　　　　 イメージ印字の開始

－Ｃ　　　　 コ ード印字の開始

－Ｓｎｌ,ｎ２　印字倍率の指定

印刷時の倍率を1024 倍の値で指定する。

－Ｓだけが指定されたときは、キーボードからの入力になる。



Ｉ　　　　　　　　　　　　 Ｓ

[ｉ 参照]

「 ３ － ７ ・ ＧＳｃｒｉｐｔ

罫 線 を 入 力 す る 」

－Ｅ

－Ｆ ｎ

－Ｐ ｎ

－Ｐ Ｍ ｎ

－Ｔ ｎ

－Ｖ ｎ

外 部コ マン ド ー覧

用紙設定

頁枠のカラーを指定する

行数表示モードの指定

Ｏ：論理行で表示する

１：物理行で表示する

２：頁位置で表示する

－１：論理行表示と物理行表示を交互に変更する

－２：キーボードから頁行数を入力する

ﾋﾟｯﾄＯ：ＯＮでイメージデータをディザで印字する

ビット1:ON でドローデータを再計算する

頁枠再表示までの時間を１０ｍｓ単位で指定する

Ｏ：頁枠を表示しない

１：頁枠を表示する

－１：交互に変更する

ＧＳｃript 罫 線 の入力 （「ｅｃt2 」

｜ 書 式 ］ 「ｅｃt2 ［ ス イッ チ ］

｜ 解 説 ｜

ｒｅｃｔ２コ マン ド は 、ｇＳｃｒｉｐｔの罫 線を 入 力し ま す。

－Ｐｘ，ｙ　 ペンサイズの指定

－Ｇｘ，ｙ　 グリッド単位の指定

×，ｙが指定されていないときは，キーボードからの入力になる

－ＭｘＩ，ｙｌ，×２，ｙ２　マージンの指定

値が指定されていないときは，キーボードからの入力になる

－Ｒｎ　　　 角の丸みの指定

－Ｆｎ　　　 カラーの指定

－Ｋｎ　　　 罫線の種類の指定

〇：直線

１：長方形（枠 ）

２：楕円（枠 ）

＄８１：長方形（フィル ）

＄８２：楕円（フィル ）

－ｌｎ　　　 上書きモードの指定

○：幅を ○に調整して挿入する

１：半角スペースの幅に調整して１文字削除して入力

する

－Ｗ　　　　 ＧＳｃｒｉｐｔの検索

－Ｑｎ　　　 入力位置指定時の動作の指定

○：マウスで挿入位置を指定する

１：マウスで挿入位置を指定しない

１３ ９



１４０

５－２　外部コマンドー覧

｜　　　　　　　　　　　　 ｜

Lｉ 参照］

「３－２・文字列の置

換」

分割ウィンドウの操作（ｒｅｍｏｔｅ）

｜ 書 式 ｜　ｒｅｍｏｔｅ ［スイッチ］

１ 解 説 ｜

rｅｍｏtｅコマンドは、分割したウィンドウの現在アクティブじ

ゃない方のテキストを操作します。－Ｆで実行する機能番号を指

定します。

－Ｆｎ　機能番号を指定

－Ｍｎ　Ｏ以外でアクティブなウィンドウも操作する

｜書式例｜　ｒｅｍｏｔｅ －Ｆ３

分割したウィンドウのアクティブじゃない方のテキス

トをロールアップします。

文字列の置換（ｒｅｐ）

｜ 書 式 ｜　ｒｅｐ　　［スイッチ ］

｜ 解 説 ｜

ｒｅｐコマンドは、文字列の置換を行います。

－Ｂ　 後方置換

－Ｇｎ　全域置換

１：全部のテキストを置換対象にする

２：同一ウィンドウのテキストだけを置換対象にする

－Ｃ　 カレントワードを置換対象にする

－Ｌ　 前回置換した文字を対象にする

－Ｑ　 確認しない

－Ｈ　 表示しない

－Ｍｎ　現在のカーソル位置から指定されたマーク位置までを置

換対象にする

｜書式例｜ 「ｅｐ －Ｇ２

同一ウィンドウのテキストをすべて置換します。



Ci 蝉

「３－２・文字列の検

索」

[ｉ 参照]

｢３－３　文字の種類

を変える｣

外部コマンドー覧

｜ 書 式 Ｉ　ｓｃａｌｅ ［スイッチ］

｜ 解 説 ｊ

ｓｃａｌｅコマンドは、拡大 ・縮小表示を 行います。倍率は1024

倍した値で指定します。

－Ｓｘ，ｙ　 倍率（1024 倍した値 ）

値が指定されていないときは、キーボードからの入力になる。

｜書式例 ｌ　ｓｃａｌｅ －Ｓ２０４８，2048　　　

200 ％表示にし ます。

｜ 書 式 ｜　ｓｅａ　　［スイッチ］

｜ 解 説 ｜

ｓｅａコマンドは、文字列の検索を行います。

－Ｂ　 後方検索

－Ｌ　 前回検索した文字を対象にする

－Ｇｎ　全域検索

１：全部のテキストを検索対象にする

２：同一ウィンドウのテキストだけを検索対象にする

－Ｃ　 カレントワードを検索対象にする

－Ｎ　 次検索

｜書式例Ｊ　ｓｅａ　－Ｇ２

同一ウィンドウのテキストをすべて検索します。

１ 書 式 ｌ　ｓｅｌｆｏｎｔ

ｌ 解 説 ｜

ｓｅｌｆｏｎｔコマンドは、フォントの種類の選択を行います。

１ 書 式 ｌ　ｓｅｔｅｆ

ｌ 解 説 ｜

ｓｅｔｅｆコマンドは、シヤーベンの各種プラグの設定を行います。

１４ １



１４ ２

５－２　外部コマンドー覧

－ＥＦｎ 編集プラグの指定

O: 編集有り

1: 編集無し

－1: 現在の状態を反転する

－Ｒｎ　編集禁止属性の指定

○:編集禁止属性を解除

1: 編集禁止属性に設定

－1: 現在の状態を反転する

－Ｂｎｌ,ｎ２　ファイル読み込 み／書きだしのモードの指定

ｎｌ＝

ビットO:ON で文字飾りを保存する

ビット1:ON で文字飾りと環境を保存する

ﾋﾞｯﾄﾌ:ON でセーブ時バイナリモード

ビット8:ON でロ ード時に文字飾りを無視

ビット9:ON でロ ード時に環境を無視

ビット15:ON でロード時にバイナリモード

ｎ２＝

Ｏ：ＰＳＥＴ

３：×ＯＲ

-Ｃｎｌ,ｎ２　拡張編集モードの指定

ｎｌ＝

ビットO:ON で文字入力時に前の文字属性を参照する

ビット8:ON でページ枠を表示する

ｎ２＝

Ｏ：ＰＳＥＴ

３：×ＯＲ

-Ｍｎｌ,ｎ２　マクロ中止モ ードの指定

ｎｌ＝

ビットO:ON で検索不成功時にその回のマクロを中 止する

ビット1:ON で検索不成功時に全マクロを中 止する

ｎ２＝

Ｏ：ＰＳＥＴ

３：×ＯＲ

－ｌｎ　　　　ＦＰ制御

2:E 圖| か嘔11 がクリックされるまでスルーモードに設定する

｜誓式型Ｊ　ｓｅｔｅｆ　－Ｂ０，３

文字飾り保存モードを交互に変更します

｜ 書 式 ｌ　ｓｅｔｋｉｎｄ ［スイッチ ］

レ解 説 ｜

ｓｅｔｋｉｎｄコマンドは、文字属性の変更を行います。



〔ｉ 鯖 〕

「３－１０・外部コマ

ンド実行パスの指定」

［ｊ ●照Ｊ

「３－４　文字の大き

さを変える」

－Ｆｎ,×､ｙ　フォントＩＤ、サイズの指定

n＝フォントＩＤ

－Ｋｎ,ｍｏｄｅ　文字飾りの指定

n＝文字飾り

ｍｏｄｅ＝

Ｏ：ＳＥＴ

３：×ＯＲ

－Ｊｎ

－１：右よせ

O: 左よせ

1:中央よせ

－Ｒｎｌ,ｎ２　文字属性の解除の指定

ｎｌ＝

ビットO:ON でフォントＩＤを解除する

ビット1:ON でフォントフェイスを解除する

ビット2:ON で横幅の指定を解除する

ビット3:ON で縦幅の指定を解除する

n2 ＝

ビットO:ON で行ぞろえを解除する

ビット1:ON で文字色を解除する

ビット2:ON で描画モードを解除する

ビット3:ON で上揃え、下揃えを解除する　

ビット4:ON で文字間ピッチを解除する

ピット5:ON で強制改行幅を解除する

ビット6:ON でタブの位置指定を解除する　

ビット9:ON で網掛けを解除する

ビット10:ON で下線、中線を解除する

ビット11:ON でルビ、上線を解除する

外部コマンドー覧

｜醤式例 ｌ　ｓｅｔｋｉｎｄ　-Ｒ０,％１０＿0000 ＿0000　　　

網掛けを解除します。

｜ 書 式 Ｊ ｓｅｔｐａｔｈ

ｌ 解 説 ｜

ｓｅｔｐａｔｈコマンドは、外部コマンド実行パスを設定します。

｜ 書 式Ｊ ｓｅｔｓｉｚｅ

ｌ 解 説」

ｓｅｔｓｉｚｅコマンドは、フ ォントサイズを設定します。

１４３



５

１４４

５－２　外部コマンドー覧

ｌ　　　　　　　　　　　　　 ｄ

[ｉ 參照]

「４－１　ウィンドウ

モード」

Lｉ 芦 』

「３－５・ルピ入力」

匹 ↓〕

｜ 書 式 ｌ　Ｓｐｌｉｔ ［スイッチ］［ファイル名］

｜ 解 説 ｌ

Ｓｐ卜t コマンドは、ウィンドウを分割します。

－Ｈ

- Ｖ

- Ｙ

- Ｍｎｌ ，ｎ２

ｎｌ ＝

上下に分割する

左右に分割する

必ず現在編集中のファイルを分割する

デフォルトのモードを変更する

ビットＯ：ＯＦＦで上 下に 分割

ON で 左 右 に分 割

ｎ２＝

Ｏ：ＰＳＥＴ

３：×ＯＲ

し置 式 ｜ ｓｙｍ

ｌ 解 説j

sy ｍコマンドは、ルビを設定します

｜ 署 式 い ａｂ

し堕』 」

ｔａｂコマンドは、位置指定のタブ、幅指定のタブを入力すると

きに使用します。

－Tn　　　 タブ 位置（ドット位置）

値が指定されていないときは、キーボードからの入力になる

（最大３２箇所 ）

－Ｈｎ　　　 タブ 幅（ドット位置 ）

値が指定されていないときは、キーボードからの入力になる



Ci 珊

「３－６・文字間ピッ

チの設定」

外 部コ マン ド ー 覧

-Ｍｎｌ，ｎ２タブ入力モード

ｎｌ＝

ビットO:OFF で通常のタブとして入力

ビット1:OFF で幅指定のタブとして入力

ON で位置指定のタブとして入力

ビット2:ON で文字を埋め込む

ｎ２＝

Ｏ：ＰＳＥＴ

３：×ＯＲ

-Ｏｎ　　　埋め込み文字のオフセットを指定する

-Ｖ　　　　クリップボードより埋め込み文字にペースト

｜ 書 を Ｊ　ｔａｇｊｕｍｐ　［文字列 ］

｜ 解 軋 」

ｔａｇｊｕｍｐコマンドは。オプションを指定してタグジヤンプをす

る場合に使用します。

カーソル位置の文字列をファイル名として、指定さ れた文字列を

オプションに指定して、シ ヤーペンを起動します。

｜書式 例･］ ｔａｇｊｕｍｐ　-Ｇエディタ、ＥＮＶ

エディタモードで、タグジヤンブします。

｜ 書 式 ｌ　ｔｒａｃｋ ［スイッチ］

｜ 解 説 ｜

ｔｒａｃｋコマンドは、文字間ピッチを設定します。

-Tn　 文字間ピッチ

値が指定されていないときは、キーボードからの入力になる

｜書式例Ｊ　ｔｒａｃｋ －Ｔ-２

文字間ピッチを－2に設定します。

１４ ５
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５－３　外部コマンドの作成

外部コマンドの作成

I 二実行フ=アイル形式

ファイル形式は、タスクマネージヤ用の実行ファイルの' ＯＢＪＲ'

を'ＥｄＣＭ' に変更しただけのものです、↑こ↑こしデータサイズは指

定しても確保されません。アセンブラの疑似命令 ．ｄａｔａなどで

確保します。また、スタックもシャーベンのままですので、再帰す

るような場合には、スタックを自分で確保するか、シャーペンのオ

プションでスタックサイズを増やす必要があります。

１度起動した外部コマンドはメモリに常駐しますので、リエンドラ

ンドでなければなりません。特にＣ言語で静的変数を使用する場合

は、注意が必要です。

Ｉ ‥外部コマンドの起勣

下記の引数で起動されます。またグローバル変数へのポインタが

ａ５レジスタで渡されます。

＿ｍａｉｎ （ＴＥｄｉｔ　＊＊ｔｅｈｄｌ ，Ｉｏｎｇ　ｃｏｄｅ ，

ＬＡＳＣＩＩ　＊ｏｐｔｉｏｎ ，ｉｎ ｔ　ｆｕｎｃｎｏ）

ｔｅｈｄ目ま、現在編集中のテキストエディットレコードへのハン

ドルで、疑似ダイアログなどで入力中の場合、疑似ダイアログの

テキストエディットレコードへのハンドルが渡されます。

ｃｏｄｅは、上位ワードにキーコ ード、下位ワードにコマンドが、

格納されます。拡張ディスクの、「ＳＨＡＲＰＥＮ,Ａ」にアーカイ

ブされている＿ｍａｉｎＯ　では、○の場合（通常の起動 ）にｍａｉｎ

Ｏ が、それ以外の場合には＿ｃｏｍｍａｎｄＯ　が、呼び出さ れます。

＿ｃｏｍｍａｎｄＯ　では、サポートしないコマンドの場合は、必ず「

ｅｔｕｒｎ（１）で返るようにしてください。

Ｏ以外をサポートしないプログラムの場合は、「ＳＨＡＲＰＥＮ．Ａ」

にデフ ォルトの＿ｃｏｍｍａｎｄ Ｏ がアーカイブされていますので、

そちらをリンクしてください。

コマンドの種類（下位ワード）

O: 通常の起動

1: メニューのチェックマークおよびアクティブ状態の要求

2: 全テキストの終了

3: 編集中のテキストの終了の確認

4: 編集中のテキストの終了



外部コマンドの起動

ｏｐｔｉｏｎは、コマンドライン（LASCII 型文字列）の先頭アドレ

スが格納されます。

ｆｕｎｃｎｏは、自分の外部コマンド番号が格納されます。

この番号は起動された順番で、常に同じとは限りませんが、外部

コマンド用のワークなどを使用する場合に指定します。

キーマクロ中または、＃２２１（夕卜部コマンドの起動 ）より起動し

たときに発行さ れます。通常の処理を行います。

メニューのチェックマークおよびアクティブ状態の要求

メニューに登録されている場合に、ポップアップメニューを出す

直前に発行されます。現在の状況に応じた、チェックマークおよ

び、アクティブ状態を作成して返します。

OX0000　　 インアクティブ

○×0001　　 アクティブ

OX0100　　 チェック＆インアクティブ

OX0101　　 チェック＆アクティブ

すべてのシヤーベンが終了するときに発行されます。

メモリなどを確保した場合は、このときに解放します。

１テキ スト の 終了 直前 に 発行さ れ ま す。 Ｏを 返し た 場合 に終 了 処

理 を中 止し ま す。

こ のコ マン ド が発 行さ れ るの は 、ｓｅｔ＿ｂｕｓｙ（ｔｅｈｄｌ，ｆｕｎｃｎ

ｏ）によ り 、処 理中 に設 定さ れ てい る外 部コ マン ド だけ で す。

” 印刷 中 です ！ ！” のダイ ア ログ はこ の とき に出 し てい ま す。

１４ ７



１４ ８

５－３　外部コマンドの作成

編 集中 のテ キ スト の終 了

１テ キス ト の終 了時 に発 行さ れ ます 。

こ の コマ ンド が 発行さ れる のは 、ｓｅｔ＿ｂｕｓｙ（ｔｅｈｄｌ，ｆｕｎｃｎ

ｏ）に より 、処 理中 に 設定さ れてい る 外部コ マ ンド だ けで す。

Ｉ
サンプルプログラム（連続り7こ雖婢列の発ま）j

#inclｕdeint

cｎt;

’sharpdef.h ’

iｎt main(TEdit**tehdl，long code､_LASCII{

char　 ｗk[16]；

param ，int f ｕncno）

ltoa(cnt 十十，ｗk，10)；

return(TMlnsert(tehd1 ，ｗk，strlen( ｗk)))；

このソースをコンパイルし、ＳＨＡＲＰＥＮ,Ａをリンクするだけで、

連続した数値を発生する外部コマンドのできあ がりです。

ただし、このサンブルでは、＿commandO 　が記述されていない

ので、メニューに定義さ れたとき、編集禁止属性でイン アクティ

プ になりません。また初 期値、増減値も変更できないので 、次で

オプションにより増減値を、キ ーボードより初期値を設定できる

ようにしてみます。

Ｉ サしプjじ:ｊ ログラムダ61続した数値多!j･必4 生4d ）2:） Ｉ

オプション：－Ｄｎ　 増減値の指定

－Ｉ　　初期値をキーボードより入力

#inclｕde　　　　’ stdHb. h’
#include　　　　’ string,h’

#include　　　　’ ctype, h″
#include　　　　’ task.h’
#inclｕde　　　　’ sharpdef.h’

int startno（TEdit**tehd いong code,l ong conj ong mode）；int

diff ＝1;　/*　最初の起動時だけ初期化されている*/
int　　　cnt　＝1;　/*　 最初の起動時だけ初期化されている*/

/*　シヤーベン｡×の起動オプション*/
char　　_sharpenD ＝’シヤーベン｡χ　－Gエディタ.ENV ’；

プログラムがロードされるのは、最初に起動したときだけで、２

回目からの起動では、メモリより起動されます。変数が初期化さ

れるのも、最初に起動したときだけで、２回目からは自分が設定

した値がそのまま残っています。



サンプルプログラム

iｎt main(TEdit**tehdl、10ng code,JASCH param ，int fｕncno){

char　　 ｗk[16]；

sｗitch(getoption(param，&diff)){
ｃａｓｅ

ｃａｓｅ

O:

ltoa(cnt+=diff ，ｗk，10) ；

returｎ(TMlnsert(tehdl, ｗk,strlen(ｗk)))；break;

1:

noedit(tehdl, ・初期値'，&startn0,0,cnt) ；break;

｝
retｕrｎ（O）；

｝

noedit Ｏは、疑似ダイアログを表示し、改行コードが入力さ

れたときの処理を登録する関数です。

この１行を実行すると、次のダイアログが表示されます。

疑似ダイアログに関する処理は、シ ヤーペンにより処理され、改

行コードが入力さ れたところで、登録したｓｔａｒｔｎｏＯ　が、次

の引数で呼び出さ れます。

iｎt startno（TEdit**tehdljong code､10ng con,10ng mode ）

｛

char

int

edｖa1

wk[16] ；ret;

*＿ｖa1；

＿ｖa1 ＝((edrefcon*)((**teh( Ｈ).refCon))- 〉ｖa1;

disposeco ｕ(tehd1) ；　　/* 疑似ダイアログを廃棄*/ret

＝TMgetTe ｘtしｖa1-〉tehd12，ｗk，sizeof( ｗk)-1)；if(ret

〉O){

ｗk[ret] ＝O;

cnt ＝atol( ｗk)；

}

returｎ(ret)；　　　　　　/* エラーコードを返す*/

１４ ９
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５－３　外部コマンドの作成

ｔｅｈｄ目ま、現在編集中のテキストエディットレコードへのハン

ドルで、この場合は、疑似ダイアログのテキストエディットレコ

ードへのハンドルが渡されます。

ｃｏｄｅは、上位ワードにキーコード、下位ワ ードにアスキ ーコ ー

ドが格納さ れます。

Ｅ・|が押された場合は、キーコ ードにＯｘｆｆｆｆが、アスキ ーコ

ードにＯｘ０００ｄが、渡されます。

ｃｏｎは、ｎｏｅｄｉｔ Ｏで自分が登録した値が渡されます。

ｍｏｄｅには、押されたキーに定義されているコマンドの種類が格

納されます。○以外の場合は、ｃｏｄｅの下位ワードはアスキーコ

ードではなくコマンドの番号です。

コマンドの種類

O: 通常のキ一入力

1: コントロールシ ーケンス（ＣＯ～Ｃ３１）

２：シフトコントロ ールシ ーケンス（ＨＯ～Ｈ３１）

３：プレフィックスコマンド（ＥＯ～Ｅ１２７）

４：オプションキーコマンド（ＳＯ～Ｓ１２７）

５：機能コード（ ＃O～＃255 ）

6: 拡張プレフィックスコマンド１（×Ｏ～×１２７）

８：ユーザー定義コマンド１～２（ＵＯ～Ｕ１２７）

９：拡張プレフィックスコマンド２（ＹＯ～Ｙ１２７）

１０：ユーザー定義コマンド ３～４（ ＺＯ～Ｚ１２７）

改行コード時の処理は、闘11 が押さ れた場合にシ ヤーペン によ

り初期化されますので、１度も呼び出されないこともあり ます。

匪醒IIが押さ れた場合にも、処理が必要な場合にはｓｅｔ＿ｄｍＯ

関数などを使用します。

＿ｖa 目ま、シ ヤーベンのグロ ーバル変数へのポインタで、テキス

トエディットレコードのｒｅｆＣｏｎが示す構造体内のｖａｌ、また

はａ５レジスタで渡されます。

＿ｖａｌ－〉ｔｅｈｄ１２は、疑似ダイアログのテキストエディットレ

コードへのハンドルです。

戻り値でマイナスの値を返した場合は、シ ヤーベンによりエラ ー

ダイアログが表示されます。



サンプルプログラム

コマンドラインの解析

コマンドラインは、ＬＡＳＣＩＩ型の文字列で渡さ れます。パラメ

ータリストではあ りませんので注意し てく ださい。また、コマン

ドラインはスタックに確保さ れていますので、保存する場合は複

写する必要があります。

増減値を得るときに使用しているａｔｏ１２（ｃｐｔｒ）は、文字列を

ｌｏｎｇ型整数値に変換する関数ですが、’$’で始まる場合に１６

進数として、’％’で始まる場合に２進数として変換し ます。

SHARPEN. Ａにアーカイブされています。

iｎt getoption しLASCIl param 、int*diffptr ）

｛

char

char

char

int

wk[768]；**iptr;

*cptr，c;i
，reい ０

TSTakeParal（param，NULL，NULL、2，ｗk，NULL）；

iptr ＝（char**Ｈｗk）；

for（i ＝哺ｎt*Hiptr ）十十;i 〉O; iH ｛

cptr ＝*iptr十十

ｃ二*cptr十十;

if （（c－ ’Ｊ）｜卜c － ’/））｛

sｗitch（toupper（*cptr十j）｛

case ’ ly :

if（diffptr !=NULL ）｛　

*diffptr ＝at012（cptr）

ｂｒｅａｋ

ｃａｓｅ　 ’Ｉ’ ：

ret

ｂ
ｒｅａ

＝ １

ｋ;

retur ｎ(ret) ；

１ ５ １



１５ ２

５－３　外部コマンドの作成

通常以外の起動（ メニューのチェックマークの作成など ）

プログラム中に＿ｃｏｍｍａｎｄ Ｏ が記述されている場合、次のコマ

ンドで起動さ れます。

1: メニューのチェックマークおよびアクティブ状態の要求2:

全テキストの終了

3: 編集中のテキストの終了の確認

4: 編集中のテキストの終了

引 数の 内容 は ｍａｉｎ Ｏ　と同 様で す。 記 述さ れて いな い 場合 、 ＳＨ

ＡＲＰＥＮ．Ａに ア ーカ イプ さ れ てい る ＿ｃｏｍｍａｎｄ Ｏ　が（ 常に １を

返 す ）リン クさ れ ます 。

コマンドラインは、ＬＡＳＣＩＩ型の文字列で渡されます。パラメ

ータリストではありませんので注意してください。また、コマン

ドラインはスタックに確保されていますので、保存する場合は複

写する必要があります。

３の編集中のテキストの終了の確認で、○を返した場合は終了処

理を中止します。

サポートしないコマンドの場合は、必ず１を返します。

iｎt_co 皿an（HTEdit**tehdlj ong code, _LASCI l param, int no ）

｛

int　　ret ＝1; /* サポ ートし ないコマンドは１を返す*/　

sｗitch（code ＆O ｘffff ） ｛

case　1:　　　/* メ ニ ューのチェックなどの作成　*/　　

/* 編 集 禁止属性のときはインアクティプにする*/　　

if （（（**tehdl ）.editMode ＆O ｘ10）!=O ） ｛

if （getoption （param ，NULL ）!=1 ）｛

/*これでメニューはインアクディプ*/　　

ret ＝〔〕;

｝

｝

break;

case　2:　　　/* 全テ キストの終了　*/

/* 終 了 処理は特に無い　*/

break;

case　3:　　　/* 編 集中のテキストの終了の予告　*/　　

case　4:　　　/* 編 集中のテキストの終了　*/

/* 登 録し ていないので呼ぱれない　*/

/*set 」）usyO で処理中に設定したときに呼ばれる*/　　

break;

returｎ(ret)



定形の疑似ダイアログ処理

Ｉ 牢形 や4 皿ﾀｲ で
し9=

々 蝸申

犬 ケ … …
＼
ケ ノよい
上
回………宍,万JIﾕ｡fl

定形の疑似ダイアログを開く関数には、次の４つの種類がありま

す。いずれの場合も廃棄には、ｄｉｓｐｏｓｅｃｏｍｍ Ｏ関数を使用

します。

①ロングの数値で初期値を指定して、数値入力のダイアログを開

く。

②初期化文字列を指定して、フ ァイル名入力のダイアログを開く 。

③初期化文字列を指定して、コマンド 入力ウィンドウ（検索など

で使用している１行のウィンドウ ）を開く 。

④ダイアログおよびボタンの種類を指定して開く。

数値入力（noeditO 　）　　　　　　　　　 ＿　＿

int noedit （TEdit**tehdl ，char*title ，int （ﾈcrproce ）0 ，

10ng crcon ，10ng no ）；

TEdit　　**teh（Ｈ　　　　　テキストエディットレコードへのハンドル

char　　*title　　　　　 タイトル文字列へのポインタ

iｎt10

ｎg10

ｎg

（*crproce ）O　　改行コード入力時の処理

ｃｒｃｏｎ

ｎｏ

crproce を呼ぶときの引き数

初期値（文字列に変換して設定される）

畷 雛 をクリックするか，鴉 が押されたときに次の形式で呼ばれ

ます。目11 が押さ れた場合は，改行コード入力時の処理は初期

化さ れます。

（*crproce ）（TEdit**tehd1 ，10ng code,10ng crcon,10ng mode ）

下記のように記述した場合に，次のようなダイアログが表示され

ます。

noedit（tehd1，’最小改行幅ドット数″，&heightin,0,16 ）；

１ ５３
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５－３　外部コマンドの作成

ファイル名入力（ｆ目eedit Ｏ）

int fOeedit（TEdit**tehd1，char*title，

int（*crproce）0，10ng crcon， char*str）；

TEdit

char

int

10ng

char

**tehd1

*title

（*crproce ）0crcon

*str

テキストエディットレコードへのハンドル

タイトル文字列へのポインタ

改行コ ード入力時の処理

crproce を呼 ぶときの引き数

初期化文字列

下記のように記述した場合に，次のようなダイアログが表示され

ます。

fHeedit（tehd1，’編集ファイル名≒　&namein，

0，’A:¥CONFIG.SYS’）；

コマンド入力ウィンドウによる入力（ｃｏｍｍｅｄｉt O ）

int conedit （TEdit**teh （Ｈ，char*title ，int （*crproce ）0 。

10ng crcon ，char*str ）；

TEdit　　**tehdl　　　　　　テキストエディットレコードへのハンドル

char　　*tiUe　　　　　 タイトル文字列へのポインタ

int　　 （*crproce ）O　　改行コード入力時の処理

10ng　　crcon　　　　　　crproce を呼ぶときの引数

char　　*str　　　　　　　 初期化文字列

初期化文字列には，半角17 文字分の文字列を指定します。

下記のように記述した場合に，次のようなダイアログが表示され

ます。

co皿edit（tehdl,’ 前方検索文字列:･，

&searchin，0，’ウィンドウ’）；

ｼｒ ﾍ ン゚介:¥TEXT1.PEN　　　　　　　　　　　　　　X

｢il[ig[ きに�武字ll 髭 匯刄,ll･X I-･| 礁k・ ● 1　1頁1　6 行1　1
前方検索文字yl�：ウィンドウ|` 　　　　　　　　　　　　　　　EII�Elll回



定形の疑似ダイアログ処理

種類を指定し て開く（editareaO 　）

int editarea （TEdit**teh （Ｈ，10ng edit 、10ng b ｕtton）

TEdit

10ｎg

**tehdl

edit

上位ワード＝

テキストエディットレコードへのハンドル

ダイアログの種類

OX0000: コマンド入力ウィンドウ

OX0101: 疑似ダイアログ大

OX0202: 疑似ダイアログ小

OX0002: 疑似ダイアログ小（文字入力無し）

下位ワード＝

OX00ff: 文字入力無し

OX0101: 文字入力１レコード

OX0201: 文字入力２レコード

10ng　　b ｕttoｎ ボタンの種類の指定OX0101:

実行／取消

OX0102: 実行／中止

OX0103: 実行／中断

タイトル文字列を、設定してから呼び出します。

改行時の処理は、set＿c｢20 で登録します。

下記のように記述した場合に、次のようなダイアログが表示され

ます。

_ｖal-〉title1＝"全域置換旧文字列:≒

_ｖal-〉title2＝'全域置換新文字列:'；

editarea(tehdl,0×00000201，0×0001)；

-　　　 ‾ごふÅ゚ ･，６１１ＴｒｖＴｌｐｒＭ　　　　　　　　　　 ㎜ ��Ｘ

｢耳 石i・)[3;Tﾐl �琢 策 畷 恥 涵 丁疆T漏 仁 工頂下 町 阻
全域置換1日文字yl�:|　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　 尚………I∃ll

�｜

全域置換新文字夕1
�
●卜‘　

二 丿　　　 ヽ ・ 、　5 、` ｀　r ， ン　 ゛

φ･･　 ゝ　 Ｇ　　　　 ゛　　　　
、`　 ぺ　 ゛、Ｑ で Ｑ　　　　　･･　 ｈ　　　　　ｈ　　　　　　　 べ ヾ　 ｘｉ
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５－３　外部コマンドの作成

Ｉ: 轟似ダ:↓fアd づ処1 ．壹録 ｜

独白の疑似ダイアログを開く場合は、ｓｅｔ＿ｄｍＯ　関数を使用し

ます。

iｎt seしdm（TEdit**tehd1 ，int （*dmproce ）0 。

10ng dmcon ，Region**dmrgn ）；

TEdit　　**tehd1　　　　　　テキストエディットレコードへのハンドル

int　　 （*dmproce ）O　　疑似ダイアログ処理ルーチン

10ng　　dmcon　　　　　　dmproce を呼ぶときの引数

Region　**dmrgn　　　　　 疑似ダイアログ領域を表すりージョンハンドル

リーションハンドルで渡した領域を、外部コマンドが自由に使用

することができます。dmproceで指定した処理ルーチンが、次の

形式で呼ばれます。

（*dmproce ）（TEdit**tehd1 ，10ng coｕand,10ng dmcon）

ｔｅｈｄ川ま、現在編集中のテキストエディットレコ ード へのハン

ドルです。

command には、次の値が指定されます。

1:マウスレフトダウンイベント2:

マウスライトダウンイベント3:

アップデートイベント

4: ウィンドウリサイズ

5: 廃棄

１と２は、疑似ダイアログ内で、マウスが押されたときに発行さ

れます。必要に応じてメニュー処理などを行います。イベントレ

コ ードは、＿ｖａｌ－〉ｅｒｅｃに格納されています。

匠亘二］が押された場合に、５の廃棄のコマンド が送られます。

キー入力の処理を自分で行う場合は、ｓｅｔ＿ｋｅｙ２０　によりキー

入力時の処理に登録し ます。

描画などにより環境を変更した場合は、必ず元に戻す必要があり

ます。

I ノキー入力時φ処理の登呻

キー入力時の処理を、一時的に外部コマンドで処理する場合に、

ｓｅｔ＿ｋｅｙ２０　関数を使用します。



キ ー入 力 時の 処 理の 登 録

iｎt seしkey2（TEdit**tehdl，int（*keyproce）O、

10ng keycon，int（*mldoｗｎ）0，
int（*ｍrdoｗｎ）0，int（*dispose）O）

TEdit

int

10ng

int

int

int

**tehdl

（*keyproce ）0keycon

（*mldo ｗｎ）0

（* ｍrdoｗｎ）0

（*dispose ）0

テキストエディットレコードへのハンドル

牛一入力処理ルーチン

keyproce を 呼 ぶときの引数

マウスレフトダウン処理ルーチン

マウスライトダウン処理ルーチン

終了処理ル ーチン

処理ルーチンにＯを指定した場合は、その処理だけシヤーペンに

より処理されます。

キ ー入 力処 理ル ーチ ン

キ ーが入 力さ れ ると 、keyproce で 指 定 し た処 理ル ーチ ン が 、次 の

形 式 で呼 ば れま す。

(*keyproce)(TEdit**tehdl ，10ng code,10ng keycon,long mode)tehdl

は 、 現 在編 集中 のテ キ ストエ デ ィ ットレ コ ードへ の ハン

ド ル です 。

ｃｏｄｅは、上 位ワ ードに 牛－ コ ード 、下 位ワ ードに アス キ ーコ ー

ド が 格納さ れま す。

旦 謹 が 押さ れた 場 合は 、キ ーコ ード に Ｏｘｆｆｆｆが 、ア スキ ーコ

ード にＯｘ０００ｄが、 渡さ れ ます。

回 訓 が 押さ れた 場 合は 、キ ーコ ード に Ｏｘｆｆｆｅが 、ア スキ ーコ

ード にＯｘ００１ｂが、 渡さ れ ます。

ｋｅｙｃｏｎには 、ｓｅｔ＿ｋｅｙ２０　で自分 が登録し た値 が渡さ れます。

ｍｏｄｅには 、押さ れたキ ーに定義 さ れて いる コマ ン ドの 種 類が 格

納 さ れ ます。 ○以 外 の場 合は 、ｃｏｄｅの 下位 ワ ード はア ス キ ーコ

ード では なく コマン ドの 番号 で す。

コマンドの種類

O: 通常のキ一入力

1: コントロールシーケンス（CO ～C31 ）

2: シフトコントロールシーケンス（HO ～H31 ）

3:プレフィックスコマンド（EO ～E127 ）

4: オプションキーコマンド（SO ～S127 ）

5: 機能コード（#O ～＃255 ）

6: 拡張プレフィックスコマンド1 （×O～×127 ）

8: ユーザー定義コマンド１～２（ＵＯ～Ｕ１２７）

９：拡張プレフィックスコマンド2 （YO ～Y127 ）

10: ユーザー定義コマンド３～４（ZO ～Z127 ）

１ ５７
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５－３　外部コマンドの作成

戻り値にエラーコードを返すとシャーペンによりエラーダイアロ

グが表示されます。

マウスレフトダウン処理ルーチン

テキストエディットレコ ード内で、マウスの左ボタンが押される

と、mldo ｗnで指定した処理ルーチンが、次の形式で呼ばれます。

（*mldoｗｎ）（TEdit**tehd11 ，TEdit**tehd12 。

10ng keycon ， Point ｗhere）

tehdll が、現在編集中のテキストエディットレコ ードへの八

ンドル、ｔｅｈｄ１２が、マウスが押されたポイントにあるテキス

トエディットレコードへのハンドルです。

ｋｅｙｃｏｎは、ｓｅｔ＿ｋｅｙ２０　で自分が登録した値が渡さ れます。

ｗｈｅｒｅには、マウスのグローバル座標が渡さ れます。

自分で処理をした場合には○以外を返します。 Ｏを返した場合に

は、シ ヤーペンにより処理されます。

マウスライトダウン処理ルーチン

テキスト編集領域か、アイコンバーでマウスの右ボタンが押さ れ

ると、mrdo ｗnで指定した処理ル ーチンが、次の形式で呼ばれます。

（*ｍrdoｗn）（TEdit**tehdl ，TsMenu* ｍｎｐtr。

long keycon 、 Point ｗhere）

tehdl は、現在編集中のテキストエディットレコードへのハン

ドルです。

mnptrは、マウスが押されたポイントにあ るアイコン に定義され

ている＜ＴｓＭｅｎｕ〉レコードへのポインタです。

ｋｅｙｃｏｎは、ｓｅｔ＿ｋｅｙ２０　で自分が登録した値が渡されます。

ｗｈｅｒｅには、マウスのグロ ーバル座標が渡されます。

自分で処理をした場合にはＯ以外を返します。Ｏを返した場合に

は、シヤーペンにより処理されます。



キー入力時の処理の登録

キー入力処理が初期化されるときに、ｄｉｓｐｏｓｅで指定した処理

ルーチンが、次の形式で呼ばれます。

(*disposeOTEdit**tehdl ，10ng 2 ，10ng keycon)

tehdl は、現在編集中のテキストエディットレコードへのハン

ドルです。

ｋｅｙｃｏｎは、ｓｅｔ＿ｋｅｙ２０　で自分が登録した値が渡されます。

キー入力の処理は、ほかのコマンドなどにより、疑似ダイアログ

が廃棄されるときに初期化されます。

I:
エ?ｲﾉ
りﾚｲ
万
う？|午の処響の庫録

くﾚ
Ｉ

アイドルイベント時の処理を、一時的に外部コマンドで処理する

場合に、ｓｅｔ＿ｎｕ目２０　関数を使用します。

iｎt setＪuH2 （TEdit**teh （Ｈ，int （* ｎuOproce ）0，

10ng nuOcon ，int （*dispose ）O）；

TEdit

int

10ng

int

**tehdl

（* ｎｕllproce ）0nuHcon

（*dispose ）0

テキストエディットレコードへのハンドル

アイドルイベント処理ルーチン

nu目p｢oce を 呼 ぶときの引数

終了処理ルーチン

処理ルーチンに○を指定した場合は、その処理だけシヤーベンに

より処理されます。

アイドルイベント時に、nu 日proce で指定した処理ルーチンが、次

の形式で呼ばれます。

（*ｎｕHproce ）（TEdit**tehd いong 0,10ng n ｕHcon,10ng O ）

tehd 目ま、現在編集中のテキストエディットレコ ードへのハン

ドルです。

ｎｕ目 ｃｏｎは、ｓｅｔ＿ｎｕ目 ２０　で自分が登録した値が渡さ れま

す。

戻り値にエラーコードを返すとシヤーペンによりエラーダイアロ

グが表示されます。

１ ５９
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５－３　外部コマンドの作成

アイドルイベント時の処理が初期化されるときに、ｄｉｓｐｏｓｅで

指定した処理ルーチンが、次の形式で呼ばれます。

（*dispose ）（TEdit**tehd1 ，10ng 1 ，10ng nuOcon ）

t:ｅｈｄ目ま、現在編集中のテキストエディットレコードへのハン

ドルです。

ｎｕ目 ｃｏｎは．ｓｅｔ＿ｎｕ目 ２０　で自分が登録した値が渡されま

す。

アイドルイベント時の処理は、ぽかのコマンドなどにより、疑似

ダイアログが廃棄されるときに初期化されます。

Ｉ 改
行コヤ=Ｆ:入力時処輝φ登録･

改行コード入力時の処理を、一時的に外部コマンドで処理する場

合に ｓｅｔ＿ｃｒ２０　関数を使用します。

iｎt seしcr2（TEdit**tehdl ，int （*crproce ）0，

10ng crcon，int （*dispose ）O）；
TEdit

int

10ng

int

**tehd1

（*crproce ）0crcon

（*dispose ）0

テキストエディットレコードへのハンドル

改行コード入力時処理ルーチン

crproce を 呼 ぶときの引数

終了処理ルーチン

処理ルーチンに○を指定した場合は、その処理だけシヤーベンに

より処理されます。

咽 が押さ れるか、Ｂ・|がクリックされると、ｃｒｐｒｏｃｅで指定

した処理ルーチン が、次の形式で呼ばれます。

（*crproce ）（TEdit**tehdl ，10ng codejong crcon,10ng mode ）tehdl

は、現在編集中のテキストエディットレコ ードへのハン

ドルです。

ｃｏｄｅは、上位ワ ードに牛－コード、下位ワ ードにアスキーコー

ドが格納されます。



改行コード入力時処理の登録

圓 雛 が押さ れた場合は、キーコードにＯｘｆｆｆｆが、アスキーコ

ードにＯｘ０００ｄが、渡さ れます。

ｃｒｃｏｎは、ｓｅｔ＿ｃｒ２０　で自分が登録した値 が渡されます。

ｍｏｄｅには、１および２が格納されます。

改行コード入力時の処理が初期化さ れるときに、ｄｉｓｐｏｓｅで指

定した処理ル ーチンが、次の形式で呼ばれます。

(*dispose)(TEdit**tehd1 ，10ng 1 ，10ng crcon)

tehd 目ま、現在編集中のテキストエディットレ コード へのハン

ドルです。

crｃｏｎは、s ｅt＿c｢20 　で自分が登録した値が渡さ れます。

改行コ ード入力時の処理は 、ほ かのコマンドなどにより、疑似ダ

イアログが廃棄されるときに初期化されます。

l/ 外部卒Tマンlf用職境１ 数め加定

外部コマンドが独自の環境を設定するために、次の関数が用意さ

れています。

iｎt set＿enｖ(TEdit**tehd1 ，char*key ，10ng f ｕncno、

ｖoid*data ，10ng size) ；

TEdit

char

10ｎg

void

10ｎg

**tehdl

*key

fｕｎcｎo

*data

size

テキストエディットレコードへのハンドル

キーワード

上 位ワ ード ： ○広 域

： １局 所

下 位ワ ード ：外部 コマ ン ド番 号

環 境デ ータ へ のポ イン タ

環 境デ ータ の サイ ズ

ｔｅｈｄｌは、現在編集中のテキストエディットレコ ードへのハン

ドルです。

ｋｅｙには、キーワードを指定します。

１６ １
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５－３　外部コマンドの作成

funcnoの上位ワードには、広域か局所かを指定します。

広域に指定した場合は、環境ファイルに保存され、同じ環境ファ

イルを使用するすべてのシヤーベンから参照できます。

局所に指定した場合は、文書ファイルに保存され、編集中のシヤ

ーペンからのみ参照することができます。

また、ドローデータ編集中に局所変数が設定された場合、その環

境は、ドローデータに設定されます。

ｆｕｎｃｎｏの下位ワードには、自分の外部コマンド 番号を指定し

ます。ほ かのコマンドからも参照する場合は、○を指定します。

指定された番号のコマンド名を、ｋｅｙで指定した文字列の手前

に付加して、キーワ ードを作成し ます。

ｄａｔａには、環境データへのポインタを指定します。データの夕

イプ は問いません。

ｓｊｚｅには、環境データのサイズを指定し ます。

Ｉ
夕!ｻ部゙ コ

万
マ
万
々･

うlf

月!環 境 席 単=φ 参 珊　　
し……I

外部コマンド用変数を参照する場合 、次の関数を使用し ます。en

ｖtb*get_en ｖ(TEdit**tehdl ，char*key 、10ng funcno) ；

TEdit　**tehdl

char

oｎg

*key

fｕｎcｎo

テキストエディットレコードへのハンドル

キーワ ード

上 位ワ ード ： ○広域

： １局 所

：３局 所 、広 域

下 位ワ ード ：外部 コマン ド番 号

ｔｅｈｄｌは、現在編集中のテキストエディットレコードへのハン

ドルです。

｜

ｋｅｙには、キーワードを指定します。

funcnoの上位ワードには、広域か局所かを指定します。３を指定

した場合は、局所、広域の順に検索します。

指定されたキーワードが見つからなかった場合に、Ｏを返します。

見つかった場合は、次のデータへのポインタを返します。

struct envtb ｛

10ng　size;
void　　data［O］:

｝
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外部コマンドのデバッグ

外部コマンドは、タスクマネージ ヤ上で動作する実行フ ァイル形

式ではありませんから、通常はデバッガによるシンボリックデバ

ッグはできません。

シン ボリックデバッグを 行う場合は、デバッグ用のゴnainO  

（ ＿＿TEDMAIN.0 ）をリンクします。

デバッグ用のＪｎａｉｎＯ　では、タスクマネ ージ ヤ上のタスクとし

て起動しますので、ＳＸデバッガな どによるシンボリックデバッ

グが可能です。

ＳＸシェル上から起動した場合、次のような手順で起動します。

Ｕ　
グローバル変数の＿ｓｈａｒｐｅｎＤで指定されたコマンドライ

ンのファイル名のタスクを捜し、見つからなかったら起動す

る。

111　 捜した（または起動した）タスクに、自分を外部コマンドと

してリンクするようにタスク間通信で要求する（リンクでき

なかった場合は終了する）。

回　 イベントループでシステムイベントを監視し、リンクした夕

スクの終了イベントが発行されたら終了する。

自分に対するタスク終了のイベントが発行された場合は、リ

ンクしたタスクに外部コマンドの廃棄をタスク間通信で要求

して終了する。

コマンドライン から起動した場合、次のような手順で起動します。

U　 グローバル変数の＿ｓｘｋｅｒｎｅｌｃｏｍｍＤ で指定さ れたカ ー

ネルを起動する。

目　 カーネルより再起動さ れたら、グローバル変数の＿ｓｈａｒｐｅ

ｎＤ で指定されたコマンドラインのフ ァイル名のタスクを

捜し、見つからな かったら起動する。

!,－

ｔ＿.･
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５－３　外部コマンドの作成

回　
捜した（または起動した）タスクに、自分を外部コマンドと

してリンクするようにタスク間通信で要求する（リンクでき

なかった場合は終了する）。

EI　
イベントループでシステムイベントを監視し、リンクした夕

スクの終了イベントが発行されたら終了する。

自分に対するタスク終了のイベントが発行された場合は、リ

ンクしたタスクに外部コマンドの廃棄をタスク間通信で要求

して終了する。



付　　 録
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付－１　機能番号一覧

機能番号一覧

＃１ �カーソルを１ワード左に移動します。

＃2 �カーソルを左端（または右端）に移動します。

井3 �画面を１画面分ロールアッブします。

＃４ �カーソルを１文字右に移動します。

＃5 �カーソルを１文字上に移動します。

＃6 �カーソルを１ワード右に移動します。

＃7 �カーソルの右側の１文字を削除します。(

選択されているときは選択されている範囲を削除)

孝8 �カーソルの左側の１文字を削除して、カーソルを１文字分左に移動します。(

選択されているときは選択されている範囲を削除)

＃9 �水平タブ文字を入力します。

井１０ �マークを登録します。

＃１１ �カーソル位置から行末までを削除して、削除バッファへ転送します。(

選択されているときは選択されている範囲を削除)

＃１２ �削除バッファの内容をカーソル位置に複写します。(

選択されているときは選択されている範囲の書き換え)

井１３ �カーソル位置に改行コードを挿入し、行を分割します。

＃１４ �カーソルの上に１行挿入します。

＃１５ �キーボードマクロの定義の開始、および定義の終了をします。

井１６ �カーソルを右端に移動します。

＃１７ �カーソルを左端に移動します。

＃１８ �画面を１画面分ロールダウンします。

井１９ �カーソルを１文字左に移動します。



機能番号一覧

井20 �カーソル位置の右側の１ワードを削除して、削除バッファへ転送します。(

選択されているときは選択されている範囲を削除)

＃21 �行頭からカーソルの直前までを削除して、削除バッファへ転送します。(

選択されているときは選択されている範囲を削除)

＃22 �特殊文字（コントロールコード ）を入力します。

＃23 �画面を設定したスクロール行分だけロールダウンします。

＃24 �カーソルを１文字下に移動します。

井25 �カーソルのある行を削除して、削除バッファへ転送します。(

選択されているときは選択されている範囲を削除)

井26 �画面を設定したスクロール行分だけロールアップします。

井27 �ＥＳＣコマンドを入力します。

#32 �何も実行しません。ダミーコードとして使用します。

井33 �１ラインのドット数を入力します。

＃34 �水平タブのドット数を入力します。

#35 �改行幅を入力します。

井36 �スクロール行数を入力します。

井37 �直前に実行された作業を取り消します。

井38 �指定した範囲を削除します。

井39 �テキスト終了記号（［ＥＯＦ］）を表示します。

井４０ �範囲指定の開始、および取消しを指定します。

井41 �指定した範囲を削除し、クリップボードへ転送します。

井42 �指定した範囲を複写し、クリップボードへ転送します。

井４３ �カーソルのある行と同じ内容の行を作成します。

＃44 �タブ文字（⇒‥‥‥）を表示します。

#45 �クリップボードの内容をカーソル位置に挿入します。

#47 �カーソルをホーム位置に移動します。

＃４８ �数値付のコマンド入力を入力します。

＃49 �数値を取り込みます。
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付－１　機能一覧

＃58 �キーボードマクロを編集します。

＃59 �キーボードマクロをｎ回実行します。

＃60 �指定した行数だけ前方ヘジヤンプします。

＃62 �ウィンドウのズーム処理を行います。

＃63 �指定した行数だけ後方ヘジヤンプします。

井64 �編集中のファイルを名前を変えて保存します。

＃65 �編集対象のテキストを切り替えます（昇順）。

＃66 �カーソルをファイルの先頭に移動します。

＃67 �コマンド（実行形式のファイル）を実行します。

#68 �編集対象のテキストを切り替えます（降順）。

＃69 �すべてのテキストを保存して、編集を終了します。

井70 �新しいファイルを編集します。

井71 �クリップボードの内容を、カーソル位置にｎ回ペーストします。

井72 �編集中のテキストを保存します。編集は継続します。

井73 �オートインデントの オン／オフを切り替えます。

＃74 �環境ファイルを読み込みます。

＃75 �編集中のテキストを保存せずに編集を終了します。

＃76 �ぶらさがり禁則と追い出し禁則を切り替えます。

＃77 �マーク位置ヘジヤンブします。

＃78 �環境ファイル名を変更します。

井79 �テキストの編集を最初からやり直します。

孝80 �カーソル位置からｎ行分だけ削除して、削除バッファへ転送します。

井81 �すべてのテキストを保存せずに編集を終了します。

井82 �編集されていないすべてのテキストの編集を終了します。

井84 �編集中のテキストのファイル名を変更します。

＃86 �タグジヤンプを行います。

＃87 �指定した範囲をファイルに書き出します。



機能 番 号一 覧

#88 �編集中のテキストを保存して、編集を終了します。

#89 �別ファイルを読み込み、カーソル位置に挿入します。

＃90 �カーソルをファイル最終行に移動します。

＃97 �すべてのテキストを保存します。編集は継続されます。

#98 �同じウィンドウ内の表示中の編集テキストに切り替えます（昇順）。

＃99 �同じウィンドウ内の表示していない編集テキストに切り替えます（昇順）。

＃100 �同じウィンドウ内の表示中の編集テキストに切り替えます（降順）。

＃１０１ �同じウィンドウ内の表示していない編集テキストに切り替えます（降順）

＃102 �新規で編集ウィンドウをオープンします。

＃103 �禁則をする文字数を入力します。

＃104 �ワードラップする文字数を入力します。

井１０７ �編集中のファイルすべてを選択します。

＃108 �選択状態を解除します。

＃109 �改行文字（↓ ）の表示／非表示を切り替えます。

＃１１１ �検索不成功時のマクロ実行の 中止／継続 を切り替えます。

井１１３ �キーボードマクロの定義の開始、および定義の終了をします。

マクロ定義終了後に、キーバインドします。

＃１１６ �ウィンドウの相対位置を指定します。

＃１１８ �ウィンドウの絶対位置を指定します。

＃１２２ �行数表示を切り替えます。

＃160 �クリップボードのデータをカーソル位置に矩形でペーストします。

＃１６１ �現在の選択位置を１ワード分左に移動します。

＃１６２ �現在の選択位置を左端（または右端）に移動します。

＃163 �現在の選択位置を１画面分下に移動します。

井164 �現在の選択位置を１文字分右に移動します。

＃165 �現在の選択位置を１文字分上に移動します。

＃166 �現在の選択位置を１ワード分右に移動します。

１６ ９



１ ７０

付－１　機能一覧

孝１６７ �編集ウィンドウを切り替えます（昇順）。

井１６８ �編集ウィンドウを切り替えます（降順）。

井１７１ �ファイルを分割して編集しているときに、ほかのテキストの編集を終了します。

＃172 �シングルウィンドウモードを切り替えます。

＃175 �キーボードマクロを中断します（確認あり ）。

＃176 �現在の選択位置を右端に移動します。

＃177 �現在の選択位置を左端に移動します。

＃178 �現在の選択位置を１画面上に移動します。

＃179 �現在の選択位置を１文字左に移動します。

井１８１ �１ライン半角文字数を入力します。

井１８２ �水平タプの半角文字数を入力します。

井183 �画面を設定したスクロール行分ロールダウンし、選択位置を変更します。

＃184 �現在の選択位置を１文字下に移動します。

＃186 �画面を設定したスクロール行分ロールアップし、選択位置を変更します。

＃203 �環境および文字飾りの保存／非保存を切り替えます。

＃204 �バックアップファイルの作成／未作成を切り替えます。

＃205 �文字飾りの保存／非保存を切り替えます。

＃206 �キー定義と環境を保存します。

＃215 �表示をォフにします。

＃216 �表示をォンにします。

＃217 �キー定義を初期化します。

＃218 �イメージ印字を画面に合わせて拡大するかどうかを切り替えます。

＃219 �画面解像度（ドット／インチ）を指定します。

＃220 �再表示をします。

＃221 �コマンド名を指定して外部コマンドを起動します。



ファイル操作

I-ふ

操作一覧

操作一覧

１７ １

編集中のテキストを保存して編集は継続 �[匹 ��HI/�OPT.11 十ISI
編集中のテキストを保存して編集を終了 �匹 ��碩
編集中のテキストを保存ぜず編集を終了 �匹

��‾k‾1/�OPT.11 十IWI

すぺてのテキストを保存して編集は継続 �E顕
��-スペ ース

すべてのテキストを保存して編集を終了 �匹 ��剔
編集されていないすべてのテキストを終了 �昌頁

��-Ｓ ＨＩ ＦＴ ���＋[ゑ]

すべてのテキストを保存ぜず編集を終了 �匡こ ��回/�石 戸〒ご目十｢司

編集中のテキストのファイル名を変更
��-ESC

�・匡］
新しいファイル名のテキストを編集

��-Ｅ ＳＣ �一同 ／ ��Ｓ ＨＩ ＦＴ �＋ �FI

��ＯＰＴ．１��＋[9』

テキストの編集を最初からやり直す
��-ESC-

�・[o]/��Ｓ ＨＩ ＦＴ
�＋ �Ｆ２

指定した範囲をファイルに書き出す �匹 ��Ｗ�／ �Ｓ ＨＩ ＦＴ �＋�Ｆ９

ファイルを読み込み、カーソル位置に挿入 �[EK
��－Ｙ�／ �-Ｓ ＨＩ ＦＴ �＋ �-Ｆ８

同一ウィンドウの表示されているテキストへの切り

替え（昇順） ��ESC�

・｢瓦｣／ ���Ｓ ＨＩ ＦＴ ���＋�Ｆ６

��ＨＯＭＥ

同一ウィンドウの表示されているテキストへの切り

替え（降順） ��-ESC
�

・即/ ���Ｓ ＨＩ ＦＴ
�
��＋�Ｆ７

同一ウィンドウの表示されていないテキストへの切

り替え（昇順） ��ESC��

Ｓ ＨＩ ＦＴ ����＋岡 ／μ珊

同一ウィンドウの表示されていないテキストへの切

り替え（降順） ��

ＥＳＣ ��Ｓ ＨＩ ＦＴ ����十『即

編集ウィンドウの切り替え（昇順）
��-ESC-

��ＣＴＲＬ ���＋囚

編集ウィンドウの切り替え（降順） �匹
���-Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ

���＋匝］

前方置換（確認あり） �匹 �・回]／�Ｆ３

後方置換（確認あり） �匹 �・[に／�Ｓ ＨＩ ＦＴ
��＋�Ｆ３

前方置換（確認なし ） �匹 �･圓
後方置換（確認なし ） �匹 �言 ］
前方置換（表示＆確認なし） �E碩�・に］
後方置換（表示＆確認なし） �匹 �・口
カレントワードの前方置換 �匹 �個
カレントワードの後方置換 �匹 �・匡］



１７２

付－２　操作一覧

前回検索文字で前方置換（確認あり） �匹 ��ＣＴＲＬ �＋[迂]

前回検索文字で後方置換（確認あり） �昌頁
��-ＣＴ ＲＬ
�＋[l⊇]

前回検索文字で前方置換（確認なし） �匹
��-ＣＴ ＲＬ �＋圓

前回検索文字で後方置換（確認なし） �匹
��-ＣＴ ＲＬ �＋[ぽ]

前回検索文字で前方置換（表示＆確認なし） �匹
��-ＣＴ ＲＬ �＋口

前回検索文字で後方置換（表示＆確認なし） �匹
��-ＣＴ ＲＬ �＋口

全域置換 �匹 ��回

大文字／小文字変換モードを逆にする �IEsc卜Ｌ
現在のモードで大文字／小文字変換 �｢ど〒荊ご�+Ｌ

現在と逆のモードで大文字／小文字変換 �ＩＳＨＩＦＴ ��＋�二匝に]＋Ｌ
検索

前方検索 �匹 ��Ｎレ ��F4

後方検索 �匹
��‾§ ‾1/ ��Ｓ ＨＩ ＦＴ ��＋�F4

カレントワードの前方検索 �卜d〒百‾じ ���+口

カレントワードの後方検索 �口四 仁���+匯］
前回検索文字で前方検索 �匹 ��ＣＴＲＬ ���+狸

前回検索文字で後方検索 �匹
��-ＣＴＲＬ ���＋[痢

全域検索 �紡ぐ ��廟
前回検索文字で全域検索 �匹 ��ＣＴＲＬ ���＋田

前方次検索（または全域前方検索） �し国
後方次検索（または全域後方検索） �Ｉ ＳＨＩＦＴ ��＋�Ｆ５

キーボードマクロ

キーボードマクロの定義開始、および定義終了 ��-ＣＴＲＬ ��＋
�ｺ旧〕て
ｍ
十圓

キーボードマクロの定義開始、および定義終了　

（終了後にキーバインドする） ��-

ＣＴＲＬ ��十｢作

キーボードマクロの実行 ��-ＵＮ ＤＯ

キーボードマクロをｎ回実行する
��-ESC-

�・ｎ・コ
キーボードマクロの編集

��-Ｅ Ｓ Ｃ-

�・口
キーボードマクロの中断（確認あり） ��　ＣＴ ＲＬ-��＋口

カット・コピー＆ペースト

カーソル位置から行末までを削除して削除バッファ

へ転送 ��

ＣＴＲＬ �+剛

行頭からカーソルの直前までを削除して削除バッフ

ァへ転送 ��

ＣＴＲＬ �十『田

カーソル位置の１ラインを削除して削除バッファへ

転送 ��

ＣＴＲＬ �十岡

削除バッファの内容をカーソル位置に複写
��-Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ-

�＋回



操作一覧

範囲指定の開始、および取消し
��-Ｆ ６

（力 ンヽト）指定した範囲を削除してクリップボード

へ転送 ��-

Ｆ７�／ ��ＯＰＴ．１ ��十図

（コピー）指定した範囲をクリップボードへ転送 ��-F8�／ ��ＯＰＴ．１ ��十回

カーソル位置からｎ行除削してクリップボードへ転

送 ��

ＥＳＣ��・ｎ・同

クリップボードの内容をカーソル位置にｎ回複写 ��ESC��・ｎ・[司
（ ペースト）クリップボードの内容をカーソル位置

に挿入 ��-

Ｆ９�／ ��ＯＰＴ．１ ��十凰

取り消し
��-Ｏ Ｐ Ｔ

．
１-

����十[Z]

１文字削除 �匪囮 川CTRL �＋[り]

１ワード削除 �｢ご函‾こ¬十両

バックスペース �[匪レ｢ ど〒‾肛 ¬＋[H]

カ ーソル移動

カーソルを１文字左に移動 �｢d半RL �+固/ 日

カーソルを１文字右に移動 �｢万〒頁‾C‾�+[o]/曰

カーソルを１文字上に移動 �図〒荊二�+匡]/ 固

カーソルを１文字下に移動 �｢ご〒頁じ �+区]/ 固

カーソルを１ワード左に移動 �｢d ‾〒｣4‾L‾�＋囚

カーソルを１ワード右に移動 �『司万胚 二�＋匠］

カーソルを左端に移動 �[ぐ亘に�＋匝］
カーソルを右端に移動 �[ぐ頂⊇�＋[F]
カーソルを左端（または右端）に移動 �図 〒 頁‾[‾�＋匿］

カーソルをファイルの先頭に移動 �[亘]
カーソルをファイル最終行に移動 �孤］
カーソルをホーム位置に移動 �ＩＳＨＩＦＴ �＋ �ＨＯＭＥＩ

現在の選択位置を１文字左に移動 �Ｉ Ｓ ＨＩ ＦＴ �＋
�で抽仁]＋[痢

現在の選択位置を１文字右に移動 �｢mF 〒‾�＋�二頃仁]＋[o]
現在の選択位置を１文字上に移動 �｢抑 百二

�＋
�二類二]＋[⊆]

現在の選択位置を１文字下に移動 �｢死 所〒‾�＋�ヱで匝に]＋[8]

現在の選択位置を１ワード左に移動 �Ｉ Ｓ ＨＩ ＦＴ �＋
�二巫二]＋囚

現在の選択位置を１ワード右に移動 �[政 江
�＋
�ヱて亘⊇]＋[E]

現在の選択位置を左端に移動 �｢ § ‾府 千 ‾�＋
�ヱｴ肛]＋匝]

現在の選択位置を右端に移動 �萍二ぼて
�＋
�ヱで隋j⊇]＋[巴

現在の選択位置を左端（または右端）に移動 �｢§ ‾Fぽ 〒‾�＋�で顎二]＋[亘]
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付－２　操作一覧

指定行番号へのジャンプ �匹
�
’
ｎ

タグジヤンプ �匹 �・[y]
指定行数前方ヘジヤンプ �匹 �・ｎ・国
指定行数後方ヘジヤンプ �[亜 �・ｎ・曰
マーク位置へのジャンプ �匹 �・n・[9]
画面を設定したスクロール行分ロールアップ �ＩＣＴＲＬ ��＋[Z]

画面を設定したスクロール行分ロールダウン �図 面 ‾[‾��＋囮

画面をロールアップ �｢こ〒百じ ��＋[頁]

画面をロールダウン �｢d 〒百‾已‾��＋圓

現在の選択位置を１画面上に移動
��-Ｓ Ｈ ＩＦ Ｔ- ��＋�-Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ- �＋[Z]

現在の選択位置を１画面下に移動
��-Ｓ Ｈ ＩＦ Ｔ ��＋�-Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ- �＋固

画面を設定したスクロール行分ロールダウンし選択

位置を変更する
��-

Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ

��＋｢万 函U
¬
＋｢司

画面を設定したスクロール行分口丿 レアツプし選択

位置を変更する ��

Ｓ ＨＩＦＴ ��十�ＣＴＲＬ �十『田

全選択
��-Ｏ Ｐ Ｔ

．１-

�十
囚

その他のキー入力

水平タブ �四 ／��ＣＴＲＬ ��+囮
改行と行分割 �習 ／�ＣＴＲＬ ��＋[M]

プレフィックスコマンド �匹 ］
拡張プレフィックスコマンド１ �皿 亘に�＋冤
拡張プレフィックスコマンド２ �匹+ ��ESC

コマンドの実行 �口亜 プコ�十② ／
��-Ｅ Ｓ Ｃ

���頁］
外部コマンドの実行 �四 〒ヱ�十ｍ／��ESC ���ＣＴＲＬ �+回
ヘルプフアイルを開く �[屈圧 �／ �ＣＴＲＬＩ十���Ｓ ＨＩＦＴ ��＋座 ］

マークの登録 �ＩＣＴＲＬ ���＋ぼ］

カーソルの上に１行挿入 �口回TC ���＋[N]
行の二重化 �m
コントロールコードの入力 �ＩＣＴＲＬ ���＋団

改行文字（↓）の表示／非表示 �匹 �・SI
タブ文字（ →‥ ‥ ・）の表示 �匹 ��(|

テキスト終了記号（肛函SI ）の表示 �匹 ��つ
行数表示の切り替え �[E頻

��‾月

バージョン表示 �匹 ��ＣＴＲＬ ��＋[y]
表示オフ �匹 ��コ



操作一覧

１ライン半角文字数入力 ��ESC�・固
水平タブ文字数入力 ��-ESC

�こ
改行幅入力 �匹 ��・[互]
スクロール行数入力

��-ESC-

�・[蔓]
小ウィンドウ化

��-ESC-

�･回
大ウィンドウ化 ��-ESC

�･圖
ズーム ��-ESC

�・[Ξ]

環境ファイルの読み込み ��-ＥＳＣ ��ＣＴＲＬ ���＋[y]
環境ファイル名変更 ��-ESC ��-ＣＴＲＬ ���＋匡］

環境の保存 �匹
���-ＣＴＲＬ ���+汪

キー定義の初期化
��-Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ

一 �
��＋
�下匹 司
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１ ７ ６

付－｀　操作一覧

起動時のオプション

-＠ �バックアップファイルの作成をしない

-Ｇｆｉｌｅ �環境ファイルを指定する

-Mn �１ラインの文字数を半角文字数で指定　　　標準は７２

-Hn �水平タプの文字数を半角文字数で指定　　　標準は８

－Dn �最小改行幅をドット数で指定　　　　　　　標準は1

－Sn �１回にスクロールする行数を指定　　　　　標準は３

－Fn，n，n �フォントのＩＤとサイズ（横、縦）　　　 標準は1,0,0

－Kn �文字飾りを指定

－Ｒ �編集禁止属性でオーブン

－Jn �ｎで指定された行位置にジャンプする

－L �改行文字（↓）の表示を指定

－Ｔ �タブ文字（４‥ ‥ ‥‥ ）の表示を指定

－E �終端記号（朕函謬I）の表示を指定

－Pn �行数表示の指定　O= 論理行表示／１=物理行表示/2= 頁表示

-An �アクセスページを指定　標準はフ

－ｌｎ �オートインデントの指定　1 でオートインデントを行う

－LT �改行コードの指定　O ＝$ODOA/1 ＝$OA/2 ＝$OD/3 ＝自動判別

－Un �ワードラップ文字数を指定　Oでワードラップを行わない

－Ｚｎ，ｎ �禁則桁数と行頭禁則の指定　桁数○で禁則処理を行わない

Ｏ=ぶらさがらり禁則／１=追い出し禁則

－Ｂｎ �ファイルロード／セーブモードの指定　　　

ﾋﾞｯﾄO:ON で文字飾りを保存する　　　

ﾋﾞｯﾄ　1:ON で文字飾りと環境を保存する　　　

ビット フ:ON でセーブ時バイナリモード　　　

ビット8:ON でファイル読み込み時に文字飾りを無視する　　　

ﾋﾞｯﾄ9:ON でファイル読み込み時に環境を無視する　　　

ﾋﾞｯﾄ15:ON でロード時バイナリモード　(

上位バイト＝＄OFでファイルにアクセスしない特殊モード)

-STn �スタツクサイズをＫバイト単位で指定する　標準は８Ｋ



操 作一 覧

-Cn �１＝ウィンドウを親と同じところにオープンする

２＝同一ウィンドウに複数ファイルをオープンする

-Nn �－1で-C2 のときでも親と別のウィンドウにオープンする

-ｖｎ,ｎ �ウィンドウの幅と高さをドット単位で指定　同時に- Ｗが指定されていると

きは無効

－Ｗｎ，ｎ，ｎ，ｎ �ウィンドウの表示位置を指定

-Yn �ファイルオープンの条件指定　　　

ﾋﾞｯﾄO:ON で同一ウィンドウのオープンを許可する　　　

ﾋﾞｯﾄ8:ON で同一環境ファイルのオーブン禁止

-０ �クリップボードに格納されている文字列を検索し、見つからなかつたら終

了する。
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１７ ８

付－３　用語説明

用語説明

あ
網掛アイコン

網掛・下線な どを設定するアイコン。

イタリック

斜めに傾けた文字。

移動

移動元でカットした文字を、移動先でペース

トする。

イメージ印刷

設定した文字の大ささや文字飾りをそのまま

印刷 する

イメージコピ ー

文書中に貼り込んだイメージデータから、元

のイメージデータだけを、クリ ップ ボードに

格納する。

イメージペースト

クリップボードに格納されたイメ ージデ ータ

を文書中に貼り込む。

印刷アイコン

印刷を行う アイコン。

インライン入力モ ード

日本語入力をカーソル位置で行うモード。

χFﾐ4]十① で切り替える。

上書きモード

入力文字の上から書き換えるモ ード。罫線文

字で囲まれた中の文字を修正するときなどに

使う。

エスケーププレフィックス([E 隔ぐ]ブレフィ ンヽク

ス)

Eﾀ ｽｽ゙ﾞ]を 押 し、続いて任意のキーを押して実行

する機能。

エディタ．ＥＮＶ

エディタモ ードの環境ファイル。

エディタモード

ソースプログラムなどの作成に適したモード。

オートインデント

タブ文字やスペースで設定した行の開始位置

に自動的に揃うように改行する。

１ラインドット 数

１行（ 物理行 ）のドット数。

１ライン文字数

１行（物理行 ）の半角文字数。

Ｅａｓｙｄｒａｗ．χ

ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷのドローツール。

ＥＸＣＯＭ

デフ ォルトの外部コマンド実行パス。

ＧＳｃｒｉｐｔ（グラフスクリプト ）

ＳＸ－ＷＩＮＤＯＷの図形を描画する手順を記

録したもの

ＧＳｃｒｉｐｔ罫線

ＧＳｃｒｉｐｔ形式の罫線。自由な場所に入力で

きる。

ＧＳｃｒｉｐｔ検索

文書中に貼り込まれたＧＳｃｒｉｐｔデ ータの挿

入位置を捜す。

ＲＯＭ１２ドット

ＲＯＭにある１２×１２ドットフ ォント。

ＲＯＭ１６ドット

ＲＯＭにある１６×１６ドットフ ォント。

ＲＯＭ２４ドット

ＲＯＭにある２４×２４ドットフォント。

ＴＥＸＴｎ．Ｓ＄＄

エディタモードの新規フ ァイル作成に自動的

に付くファイル名。 ｎはウィンドウが開くた

びに１つ増える。

ＴＥＸＴｎ．ＰＥＮ

文書編集モードの新規ファイル作成に自動的

に付くファイル名。ｎはウィンドウが開くた

びに１つ増える。



追い出し禁則

行末に入力されたくない文字を次行の行頭へ

移動する処理。禁則文字数（禁則する桁数）

の設定後、追い出し禁則を選択する。

置古換え

選択した文字と入力・ペーストした文字を置

き換えること。

カ ーニング

アウトラインフォントの文字間を文字の組み

合わせによリ自動的に調節する。

改行文字（↓）

行に入力し た文字の終了を意味する。

改頁コード（［IS］）

文章の途中で強制的に改頁する。

外部コマンド

シヤーベン の機能を拡張するためのコマンド。

拡大・縮小表示

編集した内容を拡大縮小して画面で確認する。

カット

選択した文字を削除し、クリップボードに格

納する。

影つ吉

影を付け立体的なイメ ージにし た文字。

環境アイコン

シ ヤーベンの編集環境を設定するアイコン。

環境ファイル

シャーペンの操作環境を定義し ているファイ

ル。エディタモ ード はエディタ．ＥＮＶ、文書編

集モードはシヤーペン.ENV 。

環境保存

編集中 のウィンドウ に読み込まれいるキ一定

義情報を環境ファイルに保存する。エディタ

モードではエディタ．ＥＮＶ、文書編集モードで

はシヤーベン．ＥＮＶに保存される。

キー定義會吉出し

編集中 のウィンドウ の牛一定義情報を任意の

テキストファイルに書き出す。

キー定義ファイル

牛一定義書き出しにより作成し たテキストフ

ァイル。シ ヤーベン の串一定義情報が記述さ

れている。

キー定義銕み込み

串一定義ファイル（テキストフ ァイル ）から

キ一定義情報を編集中のウィンドウに読み込

む。

用 語 説 明

キーボードマクロ機能

操作手順を記録して、キーやポッブアップ メ

ニューに登録して使用する機能。

強制改行幅

次行と重ね合わせるために改行幅を狭める。

強調

文字を太くする。

禁則処理

行頭に入力されたくない、「。」「、」や行

末に入力されたくない「（）「［］などをそ

れぞれ行末や行頭に移す処理。ぷらさがり禁

則と追い出し禁則が指定できる。

矩形ペースト

クリップ ボードに格納される文字列を、矩形

で挿入する。

クリップボード

アプリケーション間でデータをやりとりする

ところ。

罫線アイコン

罫線の入力 ・削除、改行文字の挿入・削除な

どを行うアイコン。

検索アイコン

文字列の検索・置換を行う アイコン。

コード印刷

プリンタの文字フ ォントで印刷する。イメ ー

ジデータは印刷さ れない。

コピ ー

選択した文字を、文字飾り付きの文字として

クリップボードに格納する。イメージデータ

として格納する場合は、イメージコピ ーを使

用する。

コンソール．ＥＮＶ

コンソ ールモードの環境ファイル。

コンソールモード

シャーペンをコンソ ールとして使用するモー

ド。

コントロ ールシ ーケンス（ＩＣＴＲＬ Ｉシーケンス ）

ＩＣＴＲＬＩを押しながら任意のキーを押して実

行する機能。

最小改行幅

改行幅のドット数。入力された文字の方が大

きいときは改行幅は文字の高さになる。

サイズアイコン

文字の大きさを設定するアイコン。
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付－３　用語説明

シフト左クリック

[Ｊ 爪 口T] を 押 しな がら マウスの左ボタンを

１回押すこと。

シフトコントロ ールシ ーヶンス(ﾋ § ＨＩＦＴ Ｉ十

ｉ ＣＴＲＬ Ｉシ ーケンス)

レ５ＨＩＦＴ ｉとＪＣＴＲＬ Ｉを押しながら任意のキ

ーを押して実行する機能。

シフトフ アンクシヨンキー

ｌＳＨＩＦＴ Ｉを押しながら[Fj] ～[隨O] な どを押

す。

シフト右プレス

Ｉ ＳＨＩＦＴ Ｉを押しながらマウスの右ボタンを

押し続ける。

シヤーペン．ＡＲＣ

シ ヤーベンの外部コマンドアーカイプファイ　

ル。

シヤーペン．ＥＮＶ

文書編集モードの環境ファイル。

シヤーペン｡×

シ ヤーペン本体。

終端記号(I･=1 ・l・ ■)

フ ァイル内のデータの最後を示す印。

消去

選択した文字列を削除する。クリップボード　

には格納しない。

新規

編 集中のウィンドウと同じモードの新しいウ　

ィンドウを開く。シン グルウィンドウモード　

のときは、｢司じウィンドウに開く 。

シングルウィンドウモード

１つのウィンドウで複数のフ ァイルを編集す　

るモ ード。

シングルピ ユー

分割したテキストのうち、編集中でないテキ　

ストを終了する。

水平タブドット 数

タプ幅のドット数。

水平タブ 文字数

タブ幅の文字数。

スクロ ール行数

１度にスクロールする行数。

スプリット形状

ウィンドウを分割するときの方向。

すべて保存

変更があったすべてのテキストを保存する。

全域検索

すべてのテキストを対象に指定した文字列を　

検索する。

全域置換

すぺてのテキストを対象に指定した文字列を

置換する。

全選択

すべての文字列を選択する。

二｡｡…… ＼
た
二ﾆ　ﾆﾚｽ｡｡

卜
‥:/
＼:j

タ イトルバー

ウィンドウ上部のバー。ファイル名な どが表

示される。

タプ文字（４‥ ・‥ ）

匡座j を 押して入力した文字。

置換

入力さ れている文字を指定した文字に置き換

える。

中央よせ

文字列を行の中央に移動する。

ディザ印刷

文書中のテキスト タイプのイメージデ ータを

ディザ処理（モノクロディザ ）で変換して印

刷 する。

ディザパタ ーン

ディザ変換で使用するパタ ーン。ディザパタ

ーン読み込みで変更できる。

ディスクアイコン

ファイルの開く ／閉じるなどを行うアイコン。

ドロ ーデータ

Ｅａｓｙｄｒａｗ．χで作成し、ドロ ーデータベー

ストにより貼り込んだデータ。文字オブジ ェ

クトの再編集が行える。

取り消し

実行し た編集作業を編集前の状態に戻す。

中抜吉

文字の輪郭を 残し 、中を白く 抜く文字。

日 本語の入力

ｌＣエｑＬ Ｉ＋区亘] を 押すと、日本語入力モー

ドにな る。

ljtﾉ ブ

バックアップファイル

編集前のファイルを拡張子「.BAK 」を付け

て保存したファイル。



左クリック

マウスの左ボタンを１回押すこと。

左ダブルクリック

マウスの左ボタンを続けて２回押すこと。

左ドリブルクリック

マウスの左ボタンを続けて３回押すこと。

左よせ

文字列を行の左側によせる。

表示アイコン

画面表示や行数表示を変更するアイコン。

標準サイズ

文字フォントの標準の大きさ。

ファイルアイコン

ファイルの開く／閉じるなどを行うアイコン。

フアンクシヨンキー

[亘]～[亘O] などの牛－。

フォント

文字の種類。アウトラインフォント使用時は、

IFM. ×が常駐している必要がある。

フォントアイコン

文字の種類を選択するアイコン。

複写

複写元でコピーしたデータを、複写先にペー

ストする。

物理行

表示上の１行。

ぷらさがり禁則

禁則対象になる文字を前の行の最後に移動す

る禁則処理。

プリンタアイコン

印刷を行うアイコン。

文書編集モード

シャーペンをワープロとして使用するモード。

ペースト

クリップボードに格納された文字列をカーソ

ル位置に入力する。

別名で保存

編集した内容を別のファイル名で保存する。

儡集禁止

修正削除などの編集ができない状態。

マークジャンプ

登録しておいたマーク位置に移動すること。

マルチピユー

編集中のウィンドウを分割して、双方で同じ

ファイルを編集する。

用 語 説明

右プレス

マウスの右ボタンを押し続けること。

右よせ

文字列を行の右側によせる。

文字アイコン

文字の種類を選択するアイコン

文字飾りアイコン

文字を修飾するアイコン。

文字間ピッチ

文字と文字の間隔。正の値で拡がり、負の値

で縮む。

⊥]] 千 千(.･･1万:yljlj:･gj万:丿 参ﾚ=
…
……
ニ ブ レ|11宍jljj:;.:･ji　　l

ルビ

漢字などの上に付けるふりがな。

論理行

改行コードまでの行。

∧ﾆﾆﾚ …

…… く……

…

…yjJ:=j

万4

づ 于=＼…

………=.ﾉ.……=ﾉ 千 … …yj･..j.

万::.j

ワードラップ

英単語が２行にまたがらないようにすること。
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索　引

数 字

Ｏ～１２８ドット‥‥‥‥

１～６ドット ‥‥‥‥‥‥

１ライン ドット数 ‥‥

１ライン 文字数 ‥‥‥‥

２５～２００％表示 ‥…

５０～２００％印刷 ‥…
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